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　気がつくと蒼あお井い典のり子こは鳥とり籠かごの中にいた。

　光を放ち闇やみの中に浮かんでいる鋼こう鉄てつの鳥籠。そんな檻おりの中に、蒼井はひとり囚とらわれていた。

　鳥籠の周囲は黒く濁にごっていた。光源にいるため、暗あん幕まくに覆おおわれているかのように感じるこの場所。遙はるか先にぽつぽつと小さい光が確認でき、なんとか空間を認にん識しきすることができた。

　しかし足もとは違った。完全なる闇。深く暗く不安と恐怖が渦うず巻まく漆しつ黒こくの海のようだった。

　鳥籠の下を確認できないほどの高所。そんな不ふ条じよう理りで不安定な場所に、この鳥籠はぶら下がっているのだ。

　蒼井は出口を探し鳥籠の鉄てつ格ごう子しを乱暴に引っ張った。同時に鳥籠がぐらりと揺れ、蒼井は悲鳴をあげた。

　鳥籠の揺れを止めようと、蒼井は鉄格子を握ったまま体を硬こう直ちよくさせた。ギシギシと金属の軋きしむ音が暗くら闇やみの中に響ひびく。

　揺れが止まると、蒼井は重いため息を吐ついた。

　上部はアーチ形状をしており、バルコニーにぶら下がっていそうな優ゆう雅がでおしとやかなラインを持っている。ただし、中に入っているのは小鳥ではなく、ひとりの女子生徒と負の感情だった。

　鳥籠の周囲は固く閉ざされている。爪つめを立て空むなしい抵抗を試みたが、鉄格子には傷ひとつつかなかった。蒼井の手の爪が割れ血が滲にじんだ。痛みは感じなかった。

　死と隣となり合わせの暗い海に漂っているような、そんな不安と痺しびれ。寒さと絶望感かん。それらが痛みなどの現実感を消去していた。

　ああ、ここは宇宙だ、そう思った。座ざ標ひように漂うデータのように、不安定で不自由な自分自身の存在を証明している。暗闇を自由に飛んでるわけではなく、上下も左右もない空間をぼんやりと裸はだかで漂っているのだ。

　蒼井はついに抵抗を諦あきらめた。

　呆ぼう然ぜんと鳥籠の中の椅い子すに座る。微び妙みような空気の流れが蒼井の長い髪かみをさらりと揺らした。寒気を感じた。周囲の空気は異い様ように冷たく、圧あつ迫ぱく感かんと鋭さを感じた。

　蒼井は膝ひざに手をのせ座り、ただ虚うつろに待った。自分の力ではこの鳥籠から出ることはできない。この鳥籠の中は自分にとって安全なエリアだと考え自分を慰なぐさめる。ここは自分ひとりだけの国なのだ。

　蒼井は少しだけ表情を緩ゆるめた。足を小さく伸ばして楽な姿勢をとる。小さく息を吐いた。

　その時、鳥籠の光が点てん滅めつした。

　蒼井は体を動かさないよう、慎しん重ちように周囲を確認する。何かが羽ばたいた、そんな感じがした。この鳥とり籠かごには他の住人がいるのだろうか。蒼あお井いは息を止め視線だけを動かす。

　囁ささやくような小さな声が聞こえた。

「それでは……」

　はっと立ちあがると同時に鳥籠が揺れ、蒼井はまた悲鳴をあげた。

「それでは、この鳥籠から出る方法を教えます」
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　高たか橋はし進しん一いちは疲ひ弊へいしていた。

　先の見えない絶望感かんに、ずっと変化のない閉へい塞そく感。

　状況に進展なし。周囲には力なくリクライニングシートに横たわる級友たちの姿がある。二年八組の三十人は、変わらずこの密室に閉じ込められているのだ。

　沈ちん黙もくと倦けん怠たい感かん。不安と圧あつ迫ぱく感。生徒たちはこの室内で様々な負の感情を渦うず巻まかせたまま、呆ぼう然ぜんと袋ふくろ小路こうじで立ち止まっている。

　高橋はそんな光景をぼんやりと見つめた。ここに閉じ込められてからどのくらい時間が経過したか。部屋の時計が正確に動いているなら十日以上か。途中で時間の計測をやめたため、はっきりとは分からない。

　高橋は次に前方の画面に視線を移した。現在の画面は静かだった。この部屋で初めて目を覚ました時、画面にソフィアと名乗る人じん工こう知能が出現し状況の説明をしてくれた。

　目と唇くちびるだけでデザインされたソフィアは、ここはシェルターだと言っていた。核かく戦争の始まった地球から脱出したと。この施設は宇宙船で、現げん在ざい高橋を含むクラスメイトを、安全な新しん天てん地ちに運んでいると。

　あれから、ソフィアはたまに画面に出現し、大きな二つの目を瞬まばたいて他た愛あいのない言葉を発信していた。

　大丈夫ですか？　新天地はもう少しです。万ばん事じ順調です。順調です。

　……順調です。

　本当に順調なのだろうか。この現状維い持じは本当に自分たちにとって万事順調であるといえるのか。

　部屋には人数分ぶんのシート、トイレやシャワー、物資を補ほ給きゆうする販売機がある。しかし、現在販売機は使えないに等しい。販売機での補給は配給されるカードを介かいして行うのだが、そのカードの配給がいきなりストップしたからだ。なので、食べ物は薬臭くさいゼリーをタンクから飲むしかない。

　そんな節せつ制せいを強しいられているクラスメイトは次第に無む気力になっていった。体育祭や合唱コンクールなどのイベントで、必ずトップを取るようなエネルギッシュなクラスの面おも影かげはない。

　密室での生活は、ナイフでバターを切り取るように、生徒たちの精神を削けずっていったのだ。削そぎ取られた精神は、生徒たちから希望や笑顔を消していった。

　あと、どれほどこの状態が続くのだろうか。

　高橋は視線を後ろに向けた。部屋の後方で声を出している男子生徒がいる。その生徒は、落ち込んでいるクラスメイトを元げん気き付けるように声をかけていた。

「心配するなって。いざとなったら高たか橋はしが何とかしてくれるから大丈夫だ」

　上うえ原はら潤じゆんがちらっとこちらを見つつそう言った。

「俺おれだけにプレッシャーをかけないでくれ」

　高橋は、大きくため息を吐ついてシートから立ち上がった。ずっと上原はクラスメイトを元気付ける側だったが、上原自じ身しんもそろそろ限界かもしれない。

　現在の生徒の大たい半はんは、シートに力なく座っているか、ヘルメットを被かぶり横たわっている。ヘルメットを被ると、パソコンのスクリーンセーバーのようにランダムな映像が映るのだ。それは心地よいのだが、中ちゆう毒どく性があるように感じる。

「なあ高橋、高橋のことだから何か策があるんだろ。あの販売機に細さい工くしたり、コンピューターシステムをいじってこの状況を解かい明めいしたり」

　上原が近づいてきた。

「俺がコンピューターが苦にが手てだって知ってるだろ。俺が買った電でん化か製品はみんな故こ障しようするんだ。先せん天てん的に相あい性しようが悪いんだよな」

「相性の問題かよ。高橋は学校に携帯電話と間違えて家庭電話の子機を持ってきてたじゃんか。それで繫つながらなくて、圏外けんがいなんじゃないの？　とか周りに助言されていたよな」

「上原だって、ペットのトカゲのために部屋の温度調ちよう節せつをしなけりゃいけないって、エアコンのリモコンを学校に持ってきてただろ。届とどくわけないだろうが」

　上原は無視して、周囲の生徒たちを見まわしている。高橋は、そんな上原の肩をぽんと叩たたいた。

「……なあ、今回は体育祭のようにはいかないんだよ。いつものように熱ねつ血けつで解決する問題じゃない」

　高橋は生徒の寝ているシートの間を歩き、部屋の前方に向かった。上原も並んでついてくる。上原は、この閉へい塞そくした状況でまっとうな精神を保っているようだった。

　上原は闘とう将しよう上原という妙みようなニックネームがある。体育祭などのイベント事などで異い様ように熱くなるのが由ゆ縁えんだ。一直線な上原は、常にクラスの中心におり、クラスメイトの信頼を勝ち得ていた。そんな自覚が、上原の精神を保たせているのだろう。

　ただ、上原にはもうひとつニックネームがある。そちらのほうはどちらかというとネガティブなニックネームだった。

「だからこそ高橋の出で番ばんだろ。俺たちは、皆みな高橋に期待をしているんだ」

「俺なんか小さな人間だよ。担任の真ま弓ゆみちゃんにも迷めい惑わくをかけているし」

「だけど、高橋はできる奴やつじゃないか。ほら、奇き跡せきのオール10じゃないか。天てん才さいだよ、高橋は天才だ」

「そお？」

「そうそう。うちのハンドボール部の一年生マネージャーは高橋ファンだぞ。高橋はうちのクラスの女子にはもてないけど、他ほかのクラスの女子にはもてるんだよな。あと、真ま弓ゆみちゃんもセクハラさえしなければ良い子なんだけどなあ、って褒ほめてたぜ」

「なるほどね」

「だから、期待をしてる」

「気き色しよく悪いって」

　高たか橋はしは握られた上うえ原はらの手を払いのけた。

　高橋と上原は苦にが笑わらいを向け合ったあと、小さく息を吐はいた。

「でもさ、本当になんとかしたい」

　上原はちらりと冷めた視線を後に投げた。

「それは分かってるよ。俺おれなりにいろいろ調べたし。でも、進展なし」

「やっぱり、この画面にヒントがあったんじゃないか。ほら、図みたいなのがあったじゃんか」

　上原は目の前の液えき晶しよう画面を指差した。現在は消えているが、画面に方ほう眼がんマップが表ひよう示じされていたのだ。しかし、それは何を意味するものなのか判はん明めいする前に消しよう滅めつした。

　それと同時に、このクラスの配給も停止。十二時間ごとにトランプのクラブマークのカードが配給され、そのカードで販売機から物資や食料を購こう入にゆうするシステムだったのだ。現在そのカードは配られてはいない。

　高橋は少々後こう悔かいしていた。もう少し、あのマップを掘り下げてみるべきだったのでは、と。だが高橋が別の方法を模も索さくしているうちに、マップは消えてしまった。

「あの図は、この場所を表現していたんだと思う。中央に丸いマークがあっただろ。それがこの部屋。でも、俺たちは何かに失敗した」

　マップと配給が密みつ接せつな関係があったのは確かなのだ。マップは何かのゲームだったのかもしれない。だとしたら、マップの消滅はゲームの敗北を意味している。そして、薬臭くさい水とゼリーで命だけを繫つないでいるこの現状となった。

「やっぱりさ……」

「その話は何回もしたじゃないか。終わったことは仕方ないし、それにあのゲームにゴールがあったのかも分からない。重要なのは、あのシステムもソフィア側が用意したものだってことだよ」

「んん？」

「なるようになるってことさ。こんな特とく異いな状況では、自分から動くより、流されたままでいたほうがいいんだ。だから、あのマップをいじってもろくなことにはならなかったと思う。俺たちに今できることは、流れに身を任せたまま意識だけを保っていること。そうすれば、必ず状況が打開される……といいなあ」

「なんだよ、その希望的な感じは。本当に何も策がないんなら、動かざるを得ないんじゃないか」

「……ああ、そろそろかもなあ」

　高たか橋はしは自分の左腕を見つめた。この世界での存在そんざい証明が手首にはまっている。クラスメイト全員に装そう着ちやくされている物だ。

　冷たく光るメタリックの腕うで輪わ。生徒の安全を保ほ障しようする証明書であり、自由を奪う鎖くさりのように感じる。腕輪はまるで生きているかのように左手て首くびに絡みついている。

「一回外はずしたら着け直すことはできません。外した場合、私の庇ひ護ごを拒絶するということになります」

　このシェルターに入った序じよ盤ばんにソフィアが言った言葉だ。この腕輪は生徒たちの心音を拾い、健康維い持じの他ほか、生徒を効率良よく管理するための道具らしい。そして、この腕輪を外さなければ、外に出られないとも説明された。

　高橋は部屋の横にある扉とびらを見た。丸いハンドル付きの扉。あの扉の外には何があるのか。

　ソフィアは宇宙船のロビーがあるだけだと説明していた。生命を維持するシステムは存在しないと。そして、外からは扉を開けて戻ってこられないとも。つまり、自分の意い思しでは戻ってくることができないのだ。

　高橋は予想していた。ソフィアの言ったとおり、扉の外には八割がた何もないだろうと。腕輪を外し管理下かから逃げだした生徒を罰ばつするためのトラップなのだ。

　しかし、それでも誰かが腕輪を外し、一度は確認に行く必要はある。

「誰だれが行くかが問題だよなあ」

「高橋が適てき役やくだと思う。頭も良いし、度ど胸きようもあるし。やる時はやるじゃんか。やらない時は全然だけど」

「いやいや、上うえ原はらがいいと思う。クラスメイトの人じん望ぼうは厚いし、運動能力はピカイチ。毎日ノルマ十キロのジョギングを課しているストイックな男だし。最近サボりぎみで三百キロぐらいノルマの借金があるってうわさだけどさあ」

「高橋は将来考こう古こ学がく者しやになりたいんだったろ。未み知ちなる場所を調べるのは高橋の仕事だろ」

「上原は将来教きよう師しになりたいんだろ。生徒たちを引っ張っていくべきだろ。この状況は緊きん急きゆう事態の教師シミュレーションじゃないかな」

　上原は苦にがい表情をしている。このクラスの代表として、腕輪を外して探たん索さくに行くとしたら、高橋か上原となるだろう。しかし、高橋は腕輪を外すことは拒否したかった。この状態でも、腕輪は最後の希望なのではと感じているのだ。もしも、ここが宇宙船でなくともシェルターである場合、集団生活の足並みを乱した人間は罰ばつせられるはずだ。この腕輪は禁きん断だんの果実なのだ。

「俺おれはずっと考えていたんだよ」

　高橋は、真剣な表情を上原に向けた。

「この場所に連れてこられたのは、俺たちだけなのかってね」

「ん？」

「あの画面のマップ。あのマップは見えない部分が沢たく山さんあって、別の拠きよ点てんがあるとする。そんなマップが現実の場所を表現していたとしたら」

　マップに見えていた拠点マークがこの部屋を表現しているとする。だとしたら、マップに他ほかの拠点があった場合、ここのような場所が存在し、人々が閉じ込められている可能性がある。

「高たか橋はしは前もそんなことを言ってたよな。この場所に連れてこられたのは、俺おれたちだけじゃないかもって」

「そして、他の存在がいる場合、可能性が高いのは二年生の他のクラス」

　高橋たちは、修学旅行に行く途中で、ここに運び込まれたようなのだ。だとしたら、直前まで同じ行動をしていた高校二年生の生徒は、同じくここに運び込まれている可能性は高い。

「学校のか？　確かにその可能性は……」

「他のクラスの生徒たちも、俺らと同じような場所に閉じ込められている可能性が高い。今ごろ腕うで輪わを外して外に出るべきか迷ってるのかもしれない」

　上うえ原はらは高橋の言葉に沈ちん黙もくしている。何かを思い浮かべているようだ。

「この隣となりに一組のシェルターがあったりしてさ。同じ討とう論ろんが起こったとしたら、誰だれが外に出ることになるかな。そして、外に出た生徒は戻れなくなって泣いているとか」

　高橋が言うと、上原の表情が目に見えて歪ゆがんだ。

「外に出る役目を買ってでるのは、八割がたあの女め神がみ様かな」

「……正まさ樹きさん」

　上原はぽつりとつぶやいた。

　高橋は視線を逸そらしてにやりと笑った。上原は一組の正樹愛まな美みに異常なまでに好意を抱いている。それは恋愛対たい象しようというより崇すう拝はいに近い。

　もともと正樹愛美は、二年生男子に幅広く人気のある女子生徒だが、その中でコンテストでもやったら、上原が愛美に夢む中ちゆうナンバーワンを獲かく得とくするかもしれない。それほどまでに愛美に執しゆう着ちやくする理由も知っている。

「あのボケッ子が暗くら闇やみで泣いていたとしたら」

「ボケッ子とか言うな」

「どうする上原。上原が責任を持って助けに行くべきなんじゃないかな？　女神様なんだろう」

　男子生徒から女神とまで比ひ喩ゆされ人気を獲かく得とくしているのは、異常なまでの隙すきの多さのためではないか、と高橋は思っていた。基本的に優ゆう等とう生せいなのだが、それを感じさせないほど隙が多い生徒なのだ。感情が顔に出てしまうタイプで、寒いジョークも言うし、パンツを穿はくのを忘れて登校してしまうほどの恐ろしいドジをかます。

　愛美はそれを計算してやっているのだろうか。高橋は愛美とは微び妙みように接点があるのだが、未だに理解しにくい生徒だ。ただ、時とき折おり見せてしまう、愛美の冷たい表情は好きではあった。

「俺、外に出てみるかな」

　上うえ原はらがついに意を決したように言った。

「そうだな。俺おれは全面的にバックアップするよ」

　高たか橋はしはうなずき微笑ほほえんだ。

「外は危ないと思うよ」

　密みつ談だんをしているふたりの背後から声がかかった。

「マキマキ」

　高橋は舌した打うちをしてから振り向いた。いつのまにか、高橋の背後に、女子生徒がひとり立っていた。彼女は心配げにこちらを見つめている。

「マキマキは相変わらず現状維い持じ派はだな」

　高橋は肩をすくめてみせた。

「だって……」

　真ま希きは高橋から視線を逸そらし、弱々しくも綺き麗れいな声を出した。小こ柄がらで童どう顔がんの真希は大きな胸がなければ中学生だ。フルネームが巻まき真希。当然のように周囲からはマキマキと呼ばれている。母親の再さい婚こんでこんな名前になったのだ。

「ソフィアはここは宇宙船だって言ってた。外に放りだされる可能性だってあるかも」

「ここは宇宙船なんて夢のある場所じゃないさ」

「高橋は、進しん路ろ相談で宇宙飛行士になりたいって言い張って、真ま弓ゆみちゃんを困らせていたよな」

「宇宙じゃなかったらここはどこなの？」

「海。この設備は船に設置されているように思える。トイレの水だって、海水を使用しているように思える」

「へえ、言われてみりゃあ。船かあ」

「船は地下よりも、シェルターを作る場所として適していると言われているんだ。もしも核かく戦争が起こったら、辺へん境きようの洋上に漂ってればいいだけだし、排水も垂れ流せる」

「だったらなおさらじゃないかな。海に放りだされちゃったら……そうしたら私も困る」

　真希はポニーテールをさらさらと振り否定した。

「ちょうど上原が行くことに決まったんだ」

「上原君が行くの？」

「ああ、もう決意は固いらしい」

「……少し心の準備をする時間をくれよ」

「この期ごにおよんで、しりごみするなって」

「強制するのもよくないよ。本当に慎しん重ちように考えたほうがいいもの」

「マキマキは偉いな。ずっと皆のフォローをしてさ」

　上原は真希に笑いかけ、自然に話題を逸らした。

「上原君こそ偉いよ。積極的に声をかけて回ってるし。とにかく今が一番辛つらい時だろうから頑がん張ばろうね」

「堂どう々どう巡めぐり。また結論は現状維い持じか」

　高たか橋はしはため息を吐ついた。クラスメイト全員での討論もこんな感じなのだ。議ぎ論ろんのメリーゴーランド。同じ場所に戻ってくる。

　俺おれ以外の誰かが腕うで輪わを取って外を調べればいい。皆そう思っている。そして議論は同じ場所を無む駄だに回り続けている。

「腕輪を外はずすのは危険だって言ったのは高橋君だよ。そして、しばらく状況を見ようって。だから焦っちゃ駄だ目めだよ。一番いけないのは、クラスメイトに危険が及ぶことだと思うの」

「なあ高橋。本当に策はないのか？　俺たちは高橋のポテンシャルに期待している。あの時の奇き跡せきのオール10の再さい来らいを頼む。本気を出してくれ」

　上うえ原はらはすがるように高橋を見ている。そんな上原に複雑な表情を向けている真ま希き。そして、シートに横たわる生徒たち。

　高橋は決断を迫られていた。

「分かった。まずは皆を起こそう。俺から話があるから」

　高橋は言った。







　八組の生徒は、上原に促うながされ画面の前に集合していた。

「皆いいか。これから高橋から話がある。何か作戦があるみたいだからしっかりと聞こうぜ」

　上原の隣となりにはクラス委員長の水みず野の由ゆ香かがいる。体つきのよい上原の隣に立つと、彼女のスレンダーな体のラインが一ひと際きわ引き立って見える。その二人を、生徒たちが体育座ずわりをして囲んでいる状況だ。

「また、変なこと言うんだろ」

「この状況は俺が仕組んだ、とかさあ」

　生徒からは呆あきれたような声があがった。

「変なこと言っているようでいて、実は考えているところが高橋君なんだよ。そう言ってパニックになるのを防いだんだしさ。高橋君の行動は、なかなか素人しろうとには理解されないんだよね」

　水野が高橋のフォローをしている。

「考えているのかねえ」

「あんまり信用できないんだよね、高橋は」

「それでも俺たちの頭ず脳のうじゃないか、高橋は。性格に難があるのはこの際さい関係ないだろ」

　上原がクラスメイトを諭さとしている。

「おまえらなあ、目の前で悪口ばっか言うなよな」

　高橋はうんざりと立ちあがった。

「高たか橋はし、それじゃあお願いします。前に出てさ」

　高橋は不満げにクラスメイトを睨にらみつけて画面の前に進んだ。周囲の生徒たちは口では不満を漏もらしながらも、期待に満ちた視線を向けていた。上うえ原はらのわざとらしい拍手につられて、小さな拍手も沸わき起こった。

　高橋は画面の前に立ってクラスメイトを見まわした。この密みつ室しつ生活の中、時とき折おりこうして話し合いを持っていた。問題解かい決けつのための話し合いというより、生徒の精神状態を保つための会話だった。

　しかし回を重ねるごとに生徒たちの反応は失われた。表情も会話も錆さびつき、腐ふ食しよくはさらに進行している。

「今回はちょっと真面目まじめな話をする」

　そんな高橋の横で、水みず野のが口に人差し指を添え、周囲の生徒に向けてぱちりとウインクをした。

「水野さん、これを皆に配ってくれ」

　高橋は水野にカードの束たばを渡した。

「どうしたの？」

　水野は瞳ひとみを瞬まばたいた。生徒たちは小さく声をあげた。カードにはクラブのマークがついている。このカードで販売機から物資を購こう入にゆうできるのだ。

「序じよ盤ばんカードの配給があった時に貯ためておいた。ほら、必要に迫られる時があると思ってさ。例えば薬とか。生理の時にはバファリンがほしくなったりするだろ」

　周囲の女子が高橋を睨にらみ付ける。ブーイングを受け流した後、高橋はすぐに真面目な表情を作る。

「それで皆に一枚ずつ配る。でも使用条件があるんだ。一いち応おう俺のカードだからわがまま言わしてほしい」

「もちろん従う。で、どうすればいい？」

　上原はカードを手にうなずいている。

「物ぶつ資し購入ではなく、シートのシステムを利用してほしいんだ」

「シート？　ＡＶシステムを？」

　シートにはフルフェイスのヘルメットがついており、それを被かぶることで、映画を見たり音楽を聴きいたりできるのだ。もちろん、それにもカードが必要だ。

「そう。利用するジャンルも指定したい。種類はゲーム。それもクラスメイト全員同じ時間に使用する」

「一緒にゲームをするっていうことかな？」

　カードを配り終わった水野が顎あごに指を添え首を傾かしげている。座っている生徒も、高橋の意い図とが分からずに顔を見合わせている。

「おかしいと思わなかったか。あまりにもソフトの数が多すぎる。まるで何かを隠かくしているかのように。だから俺おれはずっとカードを物資購こう入にゆうに使用せず、シートに回していた」

「それで、何か分かったのか？」

　上うえ原はらが口をはさんだ。

「落ち着けって。まずはカードを入れゲームフォルダを選択。ジャンルはＲＰＧを指定。ゲーム名はクリスタルチェスト。ストーリーの主しゆ軸じくは、海かい賊ぞくの隠かくした宝たから箱ばこと、その宝箱を開ける万能の鍵かぎの探たん索さく」

「三み村むら、知ってる？」

　上原はゲームに詳しい男子生徒に質問した。

　三村は首を振った。

「ゲームオタクの三村が知らないのも無理はない。これはオリジナルゲームだからな。それもオンライン型のゲーム。要するに、ひとつのゲームフィールドに何人も参加できるんだ。そんなオリジナルのオンラインゲームはいくつかあった。ファンタジーＲＰＧから銃を撃うち合うアクションゲームまで」

「……高たか橋はし、話がみえない。まあ、ゲームは気分転てん換かんにはなるけど」

「よく考えるんだ、皆で参加できるゲームがある。だとすると、ここ以外でも、このゲームに参加している人間がいるとは思えないか。だから、俺たちもゲームをやり、森や街を歩き回って、そんな存在を探しだすんだ」

「なるほど」

　周囲の生徒は微び妙みような表情だが、上原は真剣にうなずいている。

「ゲームはカードを入れてから二時間できる。その間に、ゲーム内のキャラクターとコミュニケーションを取り人間プレイヤーを探す。コンタクトに成功すれば、状況解かい明めいの手がかりになるはずだ」

「皆で一いつ斉せいに？」

　水みず野のが聞いた。

「短たん期き集中でやろう。徒党パーテイを組んだほうがこのゲームは有利だから、皆で協力する──以上」

「分かった。やるだけやってみようぜ。他に意見がなければ、真面目まじめにやってみる価か値ちはあると思う」

　上原が皆に言った。生徒たちは半はん信しん半はん疑ぎだったが、それでもゲームに興きよう味みがあるのか意見はすぐに統一された。足並みを乱す生徒はいない。八組の連れん帯たい感かんはまだ保たれている。

　ゲーム『クリスタルチェスト』はすぐに行われることになった。皆で一いつ斉せいにカードを挿そう入にゆうし、シートのヘルメットを被かぶる。ヘルメットからのバーチャル映像を見ながら、手もとのコントローラーでキャラクターを操作するのだ。

「俺はセーブ場所のカジノ島から始めなけりゃいけないから、俺には構わないでくれ。スタート地点は各かく自じばらばらだけど、最初に骸がい骨こつ港に向かいな。そこで、ある程度の人数が集まったら、港に停てい泊はくしているガレオン船を占せん拠きよするといい。間違っても黒い帆ほの船には手を出すな。それは凶きよう悪あくな海かい賊ぞくだから。リーダーは三み村むらだ。ゲーマーの三村を中心に行動すること」

　高たか橋はしは皆がヘルメットを被かぶったのを見届けて、自分もヘルメットを被り横たわった。

　室内は沈ちん黙もくした。全すべての生徒は仮か想そう世界に身を投じているのだ。

　ゲーム開始から約三十分後。生徒たちはシートに横たわり、コントローラのある右手を小こ刻きざみに動かしている。

　そんな中、ひとりの生徒がゆっくりとヘルメットを外はずした。

　その生徒はシートから上じよう半身だけを起こし、慎しん重ちように周囲を見まわす。全ての生徒がゲームに没ぼつ頭とうしていることを確認してから立ちあがった。

　ローファーを履はき、静かに室内を進む。ゲームをしている時は、外の音は全く聞こえないのだが、それでも生徒は慎重に部屋の奥へと向かった。

　その生徒が部屋のトイレの扉とびらに手をかけた時、不ふ意いに生徒の肩に手がのせられた。

「マキマキ」

　高橋は、トイレのドアを開けようとしていた真ま希きの肩をしっかりとつかんだ。

「た、高橋君」

　真希はギョッとした表情で振り向き体を硬こう直ちよくさせた。

「どうしたマキマキ。ゲームは？」

「ちょっと、トイレに……」

　真希はぎこちなく笑った。

「ゲームやる前に行ったはずだよな」

「……」

「マキマキ、俺おれは責せめているんじゃない。ただ、俺だけに何か言いたいことがあるんじゃないかって聞いているんだよ」

「……何を言ってるのか分からないけど」

　真希は一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくしてしまった。その間は迷いだ。否定するべきか真実を言うか迷った間なのだ。

　高橋はじっと真希の目を見つめた。

「マキマキは俺に借りがあるはずだ。そうだな」

「……はい」

　真希は目を閉じうなずいた。

「悪いようにはしないから。それは約束する。あの時と同じ」

「本当はね、高橋君だけには言うつもりだったの。でも……」

「大丈夫。分かってる」

　高たか橋はしは真ま希きの肩に手を置き、優やさしく声をかけてやった。

「で、抜け道か？　トイレにある」

「高橋君、知ってたんだ」

「いや、全く知らなかった。ただ、マキマキをマークはしていた。いつも現状を維持するような意見を出していたし、ずっとクラスメイトのケアをしていた。なかなかできることじゃない。あの能のう天てん気きな上うえ原はらでさえ参っていた中で、他人を気き遣づかえるってことはさ。それに、最初にあのシートの使い方を発見したのもマキマキだったよな。だから、マキマキは何かを知っているんじゃないかって推測してはいた」

「すごいね、高橋君は」

「それで、抜け道はどこに繫つながっている。どうして知った？」

「上のほう。そこのフロアにいろいろあって。あと、知ったっていうより、ここに入れられてから、私だけ最初に起きて、それで、あのソフィアに教えられたの」

「なるほどね」

　薬を打たれたかして、この部屋に連れてこられた。それは生徒全ぜん員いん同じく。ただ、マキマキは薬に変化をつけられていたのかもしれない。

「何故なぜ、早く俺おれに教えなかった？　俺とマキマキの仲だろ」

　高橋はソフトな口く調ちようで聞く。

「ちょっと上のフロアは変な感じで。あと、他ほかのクラスの……」

「やはり、他のクラスの人間がいるのか。マキマキと同じ立場の人間か」

　高橋は考え込んだ。とにかくそこに行ってみることが先決だ。この教室の生徒たちがゲームに没ぼつ頭とうしている時間内に、調査を終え戻ってくる必要がある。ここで話し合っている暇ひまはない。

「ごめんなさい」

　真希は、か細い声を出した。上うわ目め遣づかいの瞳ひとみには涙が浮かんでいる。状況が違えば、どんな男でも勘かん違ちがいさせることができるだろう、そんな真希の憂うれいの表情。

「いや、よく言ってくれた。心配するな、俺はマキマキの味方だから。とにかく行こう」

「俺も行くよ」

　高橋は、はっと振り返り、強こわ張ばった表情をなんとか元に戻した。

「もうチェストが開いたのか？」

「ゲームは苦にが手てだから、参加しなかった」

　ヘルメットを外はずし、シートから立ちあがったのは上原だった。

　上原はふたりの前に歩み寄ると、不満げに真希を見た。

「上原もマキマキのいつもさらさらのポニーテールを怪しいと感じていた？」

　高橋は平然と聞いた。

「いや、実は俺は高橋を疑っていた。でも違ったな」

　真ま希きは顔を強こわ張ばらせて下を向いている。

「マキマキを責せめるなよ。仲間割われしている場合じゃない」

「でも、俺おれたちクラスメイトを……」

「そんな方向に議ぎ論ろんを持っていくなら、俺は協力できない」

「……確かにもっと重要なことがあるか」

　上うえ原はらは仕方なくうなずいた。

「それより行動しよう。状況確かく認にんは少しよう人数のほうがいい。ゲームに没ぼつ頭とうしているうちに」

　高たか橋はしはトイレのドアを開けた。トイレには男子用小しよう便べん器きに個室がふたつ。ちらっと真希に視線を向ける。

「右のトイレ」

　高橋は真希が指差した個室のドアを開ける。

「噓うそだろ、こんな場所に」

　上原がキョロキョロと個室の中を見まわしている。

「上のファンだろ。それしかない」

　高橋は洋式便器の上に立ち、真希の指示を仰ぎながら上部通つう気き孔こうのファンを外はずした。上原が声をあげた。ダミーのファンの向こうには真っ直ぐ上に伸びる煙えん突とつ形状のスペースと梯子はしご。

「もっと早く気づくべきだったな」

　高橋は舌した打うちをした。ファンが回っていないことなどに気づけば、見つけられない存在ではない。もしかしたら、見つけられるようにある程度のヒントを与えられていたのかもしれない。

「マキマキはよくあがれたな」

「ストッパーを外せば、梯子が伸びるよ」

　高橋は梯子の横のストッパーを外して梯子を引っ張った。鉄製の梯子はカタカタと高橋の腰まで落ちてきた。

「私が先に行く？」

「俺、上原、マキマキの順で行こう」

　高橋は真希を制して、梯子を上り始めた。梯子の先は暗くら闇やみの中に消えている。高橋がパイプ状のスペースを上ると、上原、真希も続いた。

　異常に長い。細長い空間には、梯子の軋きしみと自分自身の息いき遣づかいしか聞こえない。狭せまく暗い空間が幸いして、高さの恐怖は全く感じなかった。

　さらに上ると、かすかな光を感じた。頭上に伸ばした手に何かが触れた。

「突き当たった」

「そのまま押して」

　真希に言われるまま押してみると、その蓋ふたは外側へと開いた。身を乗りだしたそこは、トイレの個室のように狭い部屋だった。横に扉とびらがある。

「開けていいのか」

　高たか橋はしは、最後に上ってきた真ま希きに手を貸してから聞いた。物音は聞こえない。上うえ原はらも緊きん張ちようの面おも持もちだ。

「うん、大丈夫だよ」

　真希はあっさりと扉とびらを開けた。高橋は真希の後ろから様よう子すを窺うかがったが、薄うす暗ぐらい廊下が確認できるのみだった。

　高橋と上原は、廊下に出て慎しん重ちように周囲を見まわした。しーんとした薄暗い廊下はゆったりとカーブし、両りよう方向に延のびている。空気の流れを感じた。背せ筋すじがぞくりとする。

「マキマキはこんな場所で何を」

　上原が言った。

「向こうに変な場所があるの。そこで……付いてきて」

　真希は平然と廊下を進んで手招きした。高橋と上原はちらりと視線を合わせてから真希を追った。

　高橋は廊下を歩きながら空間を把は握あくする。ぐるりと円えんを描いているだろう廊下。その廊下の内側の壁には、一定間かん隔かくで扉が設置されている。

「この中よ」

　真希はひとつの扉を指差した。高橋はその扉を開け放した。

　まず見えたのは、薄暗い空間の中、遠くでぼんやりと光を放つ物体。この場所の全ぜん容ようは確認できないが相当に広く思える。廊下の内側の円形のスペースなのだろう。

　慎重に様よう子すを窺うふたりをよそに、真希は平然とフロアの中に進みでた。

「誰だれか来てます？」

　真希の声がフロアの薄うす闇やみに反はん響きようした。声に反応したように、フロアに浮かぶ光点が少しだけ揺れた。

「誰かいるのか？」

「しっ」

　高橋は上原の口に手を当てた。真希の声に気づいたのか、足音がこちらに近づいてくる。その足音は、八組以い外がいの誰かのものだ。この場所に来て初めて接するクラスメイト以外の人間。

「マキマキ、どうした？」

　近づいてきた男性が言った。高橋はごくりと唾つばを吞み込む。夏服の学生服。やはり、同じ学校の生徒だった。

　姿を現した彼は、高橋と上原に気づいて愕がく然ぜんとした表情を見せた。この生徒は知っている。確か四組だったような。

「氷ひ室むろ」

　上原が言った。

　二年四組の氷ひ室むろ浩こう二じという生徒だ。高たか橋はしは一歩前に出て、硬こう直ちよくしている氷室と向かい合った。

「八組の高橋だ。まずは話をしよう」

　高橋は氷室に笑いかけた。

　まずは高橋がここを見つけた経緯いきさつを説明。それから氷室サイドの現状を、あくまでソフトに聞く。そのうちに氷室は重い口を開きだした。

「俺おれたちはとりあえずこの場所を調べようとしていたんだ。いきなりクラスメイトを呼んだら混乱すると思った」

「それは言い訳じゃねえか？」

　上うえ原はらが氷室に突っかかっている。クラスは違うが、運動部の氷室と上原は校庭を共用しているため、面めん識しきがあるのだ。

　氷室は、真ま希きと同じように、この場所とシェルターを行き来していたのだろう。

「上原、言い合っている時間はないんだ。とにかく説明を聞こう。氷室、ここには他に何人いるんだ？　八人か？」

　高橋は上原を制して氷室に話しかけた。

「四人。俺と、マキマキと、今はいないけど一組の男子生徒」

　四人ということは半分だ。他のクラスはどうなっているのだろうか。もともとこのシェルターに来ていないのか。

　上原は一組という言葉に過か敏びんに反応した。愛まな美みを連想したのかもしれない。

「今は、六組の男子生徒がいるから連れてくる」

　六組。今度は高橋がどきりとした。六組もここにいるのだ。

　氷室は小走りにフロアを横切っていった。

「マキマキはこんな暗い場所で過ごしていたのか？」

　上原が周囲を見まわした。

「ううん。周りの壁の扉とびらから部屋に入れるの。四つの部屋があって、そのうちのひとつで過ごしていたの」

　先ほどまでしゅんとしていた真希は、すでに平然としている。感情が豊かな真希は立ち直りが早い。

「四クラスだけなのか。他ほかのクラスは？」

　高橋は聞いた。

「分からないよ。他クラスへの出入り口はあるんだけど、内側からロックを外さないと開かないから確認できていないの。それに、それほど調べる時間があったわけじゃないし。皆のフォローをしようって思ってたのは本当だから。それで、ほとんどここにはこなかった」

　じっくりと調べる時間がなかったのは真実だろう。

「戻ってきたぞ」

　上うえ原はらが視線を薄うす闇やみに向けた。ふたりの足音が近づいてくる。

「いいか上原。トラブルを起こす必要はないからさ。先せん住民に出会う冒ぼう険けん家かのように慎しん重ちように、時には笑顔を浮かべて接するんだ」

「分かってる」

　氷ひ室むろが戻ってきた。そして、その後からのんびりとした足取りで男子生徒が姿を現す。大おお柄がらでがっちりとした体のシルエット。ポケットに手を突っ込みながら、睨にらむようにこちらを確認した。

「よお、よくここが分かったな」

「おう」

　高たか橋はしは小さく右手をあげた。六組の生徒は黒くろ川かわだったのだ。やりづらい、と、高橋は心の中で舌した打うちをした。

「……黒川か」

　上原は、あからさまに顔をしかめた。

「高橋と……少年じゃないか」

　五分刈がりの黒川雄ゆう介すけが、鋭い視線を上原に向け、少しだけ笑った。

「おまえ……おまえがこの場所を隠かくそうって言ったんだろう」

　上原は黒川に詰め寄った。

「皆みな仲良くしようよね」

　高橋は軽かる口くちを叩たたいてふたりの間に割って入った。

　黒川は平然とペットボトルを飲み、それを高橋に投げてよこした。高橋は口を近づけ顔をしかめた。ツーンとした甘い香りが鼻び腔こうを抜けていく。ラベルを確認すると、これはペットボトル詰めのウイスキーだった。

「サンキュー」

　高橋は一ひと口くち飲んでからボトルを返した。口が焼けるように熱かった。喉のどが熱いというより痛い。喉を引っ搔かかれたような強烈な痛みが通り抜けていく。最近刺し激げき物ぶつを口にしていなかったので刺激が強すぎた。

「……とにかく、これから俺おれらもここを調査することになるから。余よ計けいなトラブルを起こすことはない。だから黒川も協力してほしい。悪いようにはしないから」

　高橋は小さくせき込みながら言った。

「俺は構わねえさ。でもこの少年がなあ……」

「黙れよ」

「それに、どんなに調査をしようが、この監獄かんごくから俺たちは出られねえ。どうあがこうとな」

　黒川は高橋たちを威い嚇かくするかのように言った。ぎらぎらとした光を帯びる黒川の目は、異い質しつなこの空間の中で一ひと際きわ不ぶ気き味みだった。

「んなこと、分からないだろうが」

　再びふたりは睨にらみ合っている。高たか橋はしはため息を吐ついた。一年の時に同じクラスだったようだが、その時に衝しよう突とつを繰り返したのだろう。クラスで自由に振る舞う黒くろ川かわと、クラスのまとまりを求める上うえ原はらが同調できないのは必然だ。

　黒川の言う少年とは、上原のもうひとつのニックネームだ。一年生の時、上原は三年生の女子生徒と付き合っており、その彼女が上原を少年と呼びかけていたのだ。その後、彼女に手ひどい振られ方をした上原に残ったものは、ネガティブなイメージとなったそのニックネームだけだった。

「マキマキ、先に俺おれだけ案内してほしい。その四つの部屋に」

　高橋は上原を無視することにして、真ま希きを促うながした。未いまだ口こう論ろんしているふたりと、その横で手持ちぶさたに立っている氷ひ室むろをおいて高橋は真希に誘ゆう導どうされる。

　注意深ぶかく見ると、壁かべ方向にぼやっと光を放つ扉とびらのようなものがある。そこが部屋の入り口なのだろうか。

　高橋が何気なく扉の前に立つと、いきなり何かが出現した。それを見た高橋は、思わず隣となりにいた真希に抱きついてしまった。

「大丈夫だよ高橋君。私がついているから」

　真希は高橋に抱きつかれながら、うれしそうに笑った。

「扉自体が液えき晶しよう画面か。それにしても……」

　高橋は扉に表ひよ示うじされたそれと視線を合わせた。

　画面にはアニメ調にデフォルメされたウサギが表示されていた。ウサギはチャーミングに笑っている。

「何者？」

　高橋は真希に聞いた。

「ウサッチでーす」

　タイミングよくウサギがキンキン声で自己紹しよう介かいをした。

「ウサッチ？」

「久しぶりの生徒ですねえ。このエリアに来るのは初めてですね。ではこれから基本的な説明をこのウサッチからしたいと思いまーす。この部屋に入るには、登録をする必要があります。登録を行った部屋にしか入れないのですね。この部屋はＤエリア、通つう称しようハッチと呼んでいます」

「ウサギ小屋（hutch）ってことか」

「私はハッチのガイドをしているウサッチといいます。ええと、ソフィアさんみたいなものですかねえ。ソフィアさんも忙しいので、私はその補ほ佐さをやらせてもらってます」

「──それでは、ウサッチのプロフィール紹介コーナー」

　安っぽいファンファーレが流れ、ウサギが画面の中で紙ふぶきを撒まいている。

「身長はポカリスエットのペットボトルと同じ高さで、体重はリンゴ三つぶん。好きなものはカテキンとタウリン。嫌いなものは猛もう禽きん類るいとにんじんでーす」

「……にんじん、嫌いなんだ」

　高たか橋はしはつぶやいた。

「はい、にんじんアレルギーでして。テヘヘ……」

　ウサギが反応したので、高橋は目を見張った。ウサギはこちらの言葉が分かるのだ。それはソフィアにはなかった機能だ。人間と会話ができる人じん工こう知能は一般社会でも珍しくはないが、今後どこまで会話に対応できるか調べる必要もあるだろう。

「どの部屋に登とう録ろくするかで違いはあるのかい？」

「……すいませんねえ、少しゆっくり喋しやべってもらえます？」

　ウサギが、ばら撒まいた紙ふぶきをほうきとちりとりで掃除しながら言った。

「この部屋に登録するメリットは？」

「このＤエリアならではのアイテムが安く購こう入にゆうできるということです。Ｄエリアのアイテムは良りよう質しつですから、このエリアに登録したほうがいいですよお。一番の売りはこのウサッチですけど……」

「ちょっと待ったあ！」

　画面に何かがフェードインしてきた。それは、三匹びきのアニメキャラクターだった。ネコとネズミとカエル。

「Ａエリア、通つう称しようマーケットから出張してきたミャンコですにゃ。マーケットのアイテムこそ一番のお買い得ですにゃー。下にはなかった温かい食べ物、スナックやチョコレート、冷たいアイスクリームまでなんでもあるですにゃん。ちなみに部屋の広さもハッチの三倍はあって、過ごしやすいエリアですにゃ」

　ネコのミャンコが長い尻尾しつぽを振って言った。どこかで見たようなキャラクターだった。このキャラクターの遊園地に、姪めいっ子を連れて行ったことがある。

「Ｂエリア、通称パークのミッキーですチュー。パークもハッチの二倍ほどの広さがありますチュー。そして、あのバーチャルシートも二十ほど完備。ソフトも最新ゲームから、ちょっとエッチな映像まで見られちゃいますチュー。アルコールなんかの嗜し好こう品ひんまであるチュー」

　ネズミのミッキーが歯を突きだして説明した。

「Ｃエリア、通称レイクのケロリンですケロ。レイクもハッチの三倍ぐらい広いですケロ。一番の売りはジャグジーなどがあるバスルームですケロ。シャワーなどの他ほかにも、日常の生活用品はほとんどカバーしているでケロ」

　カエルのケロリンが長い舌を出しながらケロケロ言った。

「ちょっと待って下さいよお。困りますよね、せっかく今ウサッチが勧かん誘ゆうしているんですからあ、それでなくてもこのエリアには生徒がいないんですからあ」

　頭から蒸じよう気きを出して怒っているウサギが、三匹びきのキャラクターを追い払っている。そんなだれたアニメーションが垂れ流されている。

「それでは、お待ちしてますよー」

　三匹のキャラクターはフェードアウトしていった。

「……ふう、まったく困った人たちだなあ。確かにここの部屋って大した物はないんだけど……ああっと、そんなことないですから」

　ウサギは三匹のキャラクターを追いだしてから、はっとしたように表情を変えて振り向いた。とてもわざとらしい。高たか橋はしは少々うんざりとした。

　それに、他の三匹のキャラクターは、上うわっ面つらでもキャラクター作りをしていたが、このウサギはやる気がないのではないか。

「アイテムはそのエリアの物しか購こう入にゆうできないのかい」

　高橋は気を取りなおし優やさしく聞いた。

「そんなことないですよ。ちゃんと手に入れることができるので安心して下さい。だから、実際どこのエリアでもいいんですよ。ただ、他のエリアのアイテムを購入する場合、三倍のダイヤがかかってしまいますけど」

「マキマキ」

　高橋は真ま希きを肘ひじで突いて不満げな表情をした。

「ええとね、私はケロリンの部屋に登とう録ろくしているの。そこには生活用品なんかのアイテムが何十種類かあって、配給される資金以内で購入できるの。この部屋のアイテムは、変な物しかなかったような気がするなあ。アイテムは聞けば教えてくれるよ」

　真希は高橋の疑問を察して答えた。

「ここのエリアのアイテムを知りたい」

「いいですよお。それではアイテム一いち覧らん」
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　高たか橋はしはアイテム一いち覧らん表ひようを見て顔をしかめた。アイテム自体は何に使うのか全く判断できなかった。しかしダイヤの意味は分かる。これは下のシェルターでも、資金を表現する要素だった。

「高いな。下とこことではダイヤの価か値ちが違うのか？」

「ダイヤは十二時間ごとに一人につき五十配はい給きゆうされまーす。あ、そうだ、ここに登とう録ろくして下さるなら、特別にウサッチのポケットマネーからダイヤを差し上げますよ。どーんと五百ぐらい。ちょうど入室キャンペーンをやってたんです」

「それよりウサッチ、アイテムの詳しよう細さいを知りたいんだけど」

　ロールプレイングゲームのようなチープなアイテム名の羅ら列れつ。四つのアイテムは、それぞれどんな利用方法があるのか。

「分かりました。どれですか？」

「──ネメシスの電光」

　高橋はとりあえずアイテム一覧表の右端はしのネメシスの電光を指示する。ネメシスとは、ギリシャ神話で、復ふく讐しゆうの女め神がみとされているはずだ。

「ネメシスの電光の詳細でーす」

　画面に筒つつ状じようの物体が３Ｄ表ひよう示じされ回転している。黄き色いろくペイントされており、先せん端たんに電でん極きよくのような金きん属ぞく部品が露ろ出しゆつしている。全体の長さは二十センチほどだろうか。

　高たか橋はしはそれを理解した。ネメシスの電光とはスタンガンだ。

「ボディーはボール紙でできています。バッテリーは単たん三さん乾かん電でん池ち四本で、コンデンサーでためた電気を一気に放電します。シンプルなシステムなので一回限りの使い捨てとなります。上手うまくヒットすれば、人間は気き絶ぜつするでしょう。でも注意して下さい、生徒に使用はできないのです。暴力はいけないって、ソフィアさんが言ってましたよねえ」

　高橋は背せ筋すじをぞくりとさせてフロアを見た。

　まず考えたことは、生徒以い外がいの人間の存在について。ここに生徒以外がいるとしたら。しかし、その場合でも暴力は禁きん忌きであるはずだ。同じくシェルター内で管理されているはずだからだ。

　では獰どう猛もうな犬や猛もう獣じゆうの類たぐいなどが存在するというのか。

　しかし、ウサギは、上手くヒットすれば人間は気き絶ぜつするでしょう、と説明したのだ。人間が対たい象しようだと言っている。だとしたら、このアイテムは何のために存在するのだ。人間対象だが人間には使用できないとの、矛む盾じゆんを抱えたアイテムだ。

「他ほかに知りたいアイテムはあります？　ここのエリアのアイテムは数が少なくて説明が楽でいいです。なんせ、マーケットなんかは百種しゆ類るい以上もアイテムがありますからねえ」

　高橋はバランスの悪さに疑問を感じた。ここのエリアは大した物がなさすぎるのだ。部屋も狭せまく、アイテムも少なく、まるで生徒に来てほしくないように感じる。それとも、何かのメッセージが隠かくされているのだろうか。

「自由への鍵かぎ」

　高たか橋はしは言った。

　画面に鍵の３Ｄ映像が表ひよう示じされる。ロールプレイングゲームにでも出てきそうなシンプルな鍵だった。

「この鍵でロックが外はずれまーす」

　ウサギはそれだけしか説明しなかった。

　高橋はまじまじと鍵を見つめた。この自由への鍵の高こう価かさは異常だった。そしてこの鍵で開く扉とびらは……。

「開かない扉があるのか？」

　高橋は真ま希きを見た。

「えっと……」

「ん？　何か言わなきゃいけないことがあるんだな」

　高橋に見つめられ、真希は言いにくそうに口を開いた。

「実は、高橋君の前に、ここを探し当てた人がいるの。でも、どう対応していいか分からない。だから、本当にそろそろ高橋君に相談しようと思ってたの」

　高橋は眉まゆ根ねを寄せた。自じ力りきでここを見つけた生徒がいるのだ。しかし、真希の言葉の意味が分からない。

「あそこ」

　真希の指差した方向は、フロアの中央方向だった。あのぼんやりと光を放つ物体だ。

　あの場所に何があるのか。視線を戻すと、すでに鍵の映像は消えて、ウサギがにやりと笑っていた。

「行こう」

　高橋は、真希の手を引っ張りウサギを残してフロアを移動した。

「また来て下さいねー」

　高橋の背後で、ウサギが声を張り上げた。

　近づくにつれて、その光を放つ物体の形状が確認できた。アーチ型のゲージ。それは巨大な鳥とり籠かごだった。

　高橋は息を吞んだ。鳥籠の中に何かがいた。それは翼つばさを奪われた小鳥のように寂しげに佇たたずんでいる。

　高橋がさらに近づくと、気け配はいを感じた鳥籠の主あるじがこちらを向いた。

　高橋は絶ぜつ句くした。鳥籠の中にいたのはひとりの女子生徒だったのだ。それも、高橋が一番心しん配ぱいし、このシェルターの中でも思っていた彼女。

　鳥籠に囚とらわれていたのは天使だった。

　長い髪かみを垂らしたセーラー服姿すがたの女子生徒が檻おりの中で座っている。自由を奪われた彼女は鳥とり籠かごの中で、まるで観かん賞しよう用ようの小鳥のようにスポットを浴び、自分の体を隅すみ々ずみまでさらしている。

「蒼あお井いちゃん……」

　高たか橋はしは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。それは残ざん酷こくでいてセクシャルを感じるシーンだった。驚きよりもその美しさに見とれて、高橋はただ立ち尽くした。
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　呆然と鳥籠を見つめ続けていた高橋は、真ま希きに強ごう引いんに手を引かれ、再び上うえ原はらと合流した。残り時間が少なくなっているのだ。意見を統一する必要があった。

　論ろん点てんは八組の生徒について。生徒たちをここに連れてくるか否か。時間の関係から、三人はとりあえず八組のシェルターに戻ることにした。

「例え、クラスメイトをここに連れてくることになっても悪いようにはしない。俺おれが責任を持って、氷ひ室むろや黒くろ川かわの立場を保てるよう言いくるめるから」

　高橋の前には心配げな氷室がいる。

「このエリアのキャパは余よ裕ゆうがある。それに、いずれ他ほかのクラスにも見つかるはずだ。だったら、その前にある程度の人数がいたほうが責任が分ぶん割かつされていい。今後ここに来るクラスが、物もの分わかりがいいとは限らない」

　高橋がそう説明すると、氷室は納なつ得とくした。黒川にもすでに説明してある。

「高橋君」

　真希がフロアの出口で手招きをしている。高橋は、あの鳥籠から後ろ髪を引かれる思いで視線を外はずして出口へ向かった。

　もうすぐゲームの終了時じ刻こくだ。クリスタルチェストの二時間が終わってしまう。

「この扉とびらは？」

　高橋はフロアの外周を進み、外側についている扉を指差した。全ての扉は外がい周しゆう廊下の内側に設置されているのだが、これだけ外側にある。

「そこはね、蒼井さんが鳥籠に入ってから開かなくなっちゃったみたい。氷室君がそう言ってた。私はよく知らないの」

　ハンドル付きの扉。シェルターの外に通じる扉と似ていた。この扉の向こうもここの外に通じているのでは、との考えがよぎった。しかし、今はそれを調べる術すべも時間もない。

　三人は再び八組への抜け道へと入る。

　八組のシェルターのトイレの個室に戻り息を整える。慎しん重ちようにトイレから様よう子すを見ると、そこには沈ちん黙もくした光景があった。クラスメイトはヘルメットを被かぶりゲームに没ぼつ頭とうしていた。

「どうする？」

　高たか橋はしは安あん堵どのため息を吐つき額ひたいの汗をぬぐった。

「もちろん、教えるべきだ」

　上うえ原はらは当然のように言った。

「でもさ……」

　真ま希きは複雑な表情をしている。

「これ以上隠かくす気なのか？」

「まあ待てよ上原。俺おれも慎しん重ちように行動したほうがいいとは思う。上のエリアの詳しよう細さいは分からない。あそこはまだ未知なる領りよう域いきだ。危険があるかもしれないからさ」

　高橋はあのスタンガンを思いだした。もしも、あそこに生徒以い外がいの何かが存在したら。

「そんな言い方はずるくないか。危険があるとしたら、まず皆に上の存在を教えたうえで協議すればいいじゃんか」

　上原は退しりぞく様よう子すはない。真希はうつむいている。

「大丈夫だよマキマキ。教えることになっても、スケープゴートにする気はない。俺から上手うまく説明してやる。いいな上原」

「ああ、それくらいは仕方ない。起きたら言うんだろ」

「うーん、すぐにか？」

　高橋は渋しぶった。利益を配分したくないのではない。クラスメイトを危険に晒さらしたくない気持ちは本当だ。そして、それ以上に高橋が気にしていたのはあの鳥とり籠かごだった。

　鳥籠を晒し者にしたくなかった。あの薄うす闇やみの中、鳥籠に囚とらわれている彼女。高橋は彼女のことを考えると、強烈に心しん臓ぞうが高鳴り痛みをも感じる。

　高橋が考え込んでいると、不ふ意いに生徒の歓声が聞こえた。

　どきりとして視線を向けると、ひとりの生徒がヘルメットを外してガッツポーズをしていた。続いて、他の生徒もシートから起き上がり笑顔を見せる。

「どうした？」

　上原はぽかんとしている。

「……何なに言ってんだよ。万ばん能のうの鍵かぎを手に入れてチェストが開いたじゃないか。ゲームクリアーだ」

　続々と生徒が起き上がり歓声をあげた。

　そんなクラスメイトを横よこ目めに、上原と真希は苦にが笑わらいを浮かべている。

「教えてやるか」

　高橋は仕方なくうなずいた。




　　　　　＊




　それから高橋は、頭をフル回転させスケジュールを組み立て、それをこなしていった。

　まず生徒たちに上のフロアの存在を知らせ、先に上に移動して氷ひ室むろたちと、八組の生徒への対応の調整をする。さらに四つのエリアの概がい要ようをまとめ、八組のシェルターで生徒たちに教えてやった。

　問題の生徒たちの反応。

　クラスメイトは再び物資の配給が受けられることに単純に喜んでいるようだった。高たか橋はしが上手うまく説明したこともあるが、真ま希きや氷室たちを責せめることはなかった。

　そして、上うえ原はらと高橋による誘ゆう導どうで、特に混乱もなく八組の生徒たちは上部のフロアに移動した。

　最初の問題は、エリアの振り分けだった。あの四匹ひきのキャラクターの管理する四つのエリアのことだ。液えき晶しよう画面の扉とびらの向こうには、それぞれ生活空間が存在した。

　しかし、振り分けは意い外がいに簡単にかたがついた。

　まず、もともと真希が登とう録ろくしていたＣエリアのレイク。あのケロリンというカエルキャラクターが管理するエリアだ。そこには女子全員が登録することになった。風ふ呂ろやシャワーの設備が充実しており、生活用品も豊富だからだ。女子は女子でまとまりたかった理由もあるだろう。このような特とく異いな状況でも、男女間かんの壁は存在するのだ。

　そして、黒くろ川かわが元から登録していたＢエリアのパークには、三人ほどの男子生徒が登録した。もともと黒川と仲がよい生徒だ。黒川たちは学校の帰りに、喫茶店などで十人ぐらいでつるんで時間を潰つぶしていた。そんな仲間なのだろう。

　残りの男子はＡエリアのマーケットを選択した。豊富な物資と広く快適なスペース。また、大おお勢ぜいの生徒で集まることで不安を消したかったのだろう。氷室と一組の石いし橋ばし、上原もこのエリアに登録をしている。

　高橋はというと、ぽつんとひとり立っていた。

「登録ありがとうございました。一人だけでもうれしいです、うう……」

　ウサギが泣くまねをしている。

　高橋はゆったりとしたスペースの部屋にいた。広さは今まで過ごしていた部屋と同じ程度だが雰ふん囲い気きは違う。リクライニングシートは五つ部屋の端はしに設置してある。他ほかには円形のソファーがいくつか置いてあり、オレンジ色のやわらかい光で満たされていた。ホテルのロビーのような感じだ。

　ウサギのウサッチは部屋の奥の壁かべ際ぎわに設置された画面で喋しやべっている。

　ここはＤエリアのハッチ。高橋はハッチにひとりで登録をしたのだ。

　本当はＡエリアのマーケットに行きたかったのだが、やはりこのエリアも誰かが登録する必要があった。なので、高橋が代表してウサギと過ごすことになった。このエリアを調査する必要もあると思っていたのだ。

　高橋は頭の中で生徒の分布を整理した。




・Ａエリア　通称マーケット（食料品店）　四組氷室、一組石橋、上原含む合計十三人の男子生徒。キャラクター、ミャンコ。食料などの物資が豊富なエリア。




・Ｂエリア　通称パーク（遊園地）　六組黒川を含む四人の男子生徒。キャラクター、ミッキー。嗜好品、シートのソフトなど娯楽性が高いエリア。




・Ｃエリア　通称レイク（湖）　真希を含む女子生徒十五人の女子生徒。キャラクター、ケロリン。生活用品、水関係などがあるエリア。




・Ｄエリア　通称ハッチ（ウサギ小屋）　高橋、一人。キャラクター、ウサッチ。使用方法の不明なアイテムがあるエリア。




　合計三十三人。八組の生徒三十人と、六組の黒川、四組の氷室、一組の石橋を足して三十三。鳥とり籠かごの蒼あお井いを計算に入れるなら、このフロアに三十四人の生徒が存在することになる。

　高橋の目の前で、ウサギがまたぺらぺらと喋しやべりだした。

「他ほかのエリアのアイテムは、トレードというシステムで購こう入にゆうできますからね。基本価か格かくの三倍のダイヤがかかりますけど。マーケットのアイテムは温かい食べ物や冷たい飲み物、パークはバーチャルシートのソフトをはじめ、アルコールからライトなドラッグまで用意されています。ハシシもありますよお。レイクからはシャワーの水の購入もでき、沢たく山さんの生活用品。女の子の月のものの用品もそこに……」

　高橋は眉まゆ根ねを寄せた。パークのアイテムは、少々規制が緩ゆるすぎはしないか。まあ、こんな場所で健けん全ぜんさを訴えても意味はないのだが。

「ちなみに、それぞれのエリアにはウサッチのようなチャーミングなガイドキャラクターが存在します。このフロアは誰だれでも入れるフリースペースと、限られた生徒しか入れないエリアで構成されているのです」

　ウサギはそう説明した。フリースペースとは、このエリアの外のスペースのことだろう。

　四つの部屋は、だだっ広い円形のフリースペースの外側に配置されている。その薄うす暗ぐらいフリースペースの中央に鳥籠がある。鳥籠は、蛍ほたるのようにぼんやりと淫いん靡びに光りを放ち、このフロアの中心に存在している。

　生徒たちの登とう録ろくが終わってから少々の時間が経過した。高橋と上原を中心に議ぎ論ろんが数回交かわされた。議ぎ題だいはここの場所を、他のクラスの生徒に教えるかということだった。上原が言いだしたのだ。

　しかし、それは圧倒的な数で否定された。それはまだ時期尚しよう早そうだと意見が出たのだ。それは高たか橋はしも同意見だったのだが、少々疑問を感じたことも確かだった。その意見は、ただここに導かれた八組の生徒が言うべきものなのか。

　また、一組の石いし橋ばしもここに顔を出した。彼には高橋から説明した。クールな性格の石橋は、特に驚いた様よう子すも見せずに状況を受け入れた。一組のシェルターは物資は満たされているようで心配はないようだ。一組の生徒たちを急いでここに連れてくる必要はないだろう。

　氷ひ室むろは、どのくらいの間かん隔かくで自分のクラスの四組に戻るべきか高橋に聞いてきた。高橋は、特に戻る必要はないと助言した。

　氷室の四組や黒くろ川かわの六組の現状は、物資の配給が失われた、以前の八組と同じ状態なのだ。そんな生徒たちは、ただシートに横になり、水やゼリーを摂せつ取しゆするだけの単純な生活を送っているはずだ。それこそロボットのように作業化された生活。

　あのトイレのドアは固く閉ざされている。強ごう引いんに開けることもできず、覗のぞき込むこともできない。なにより、いつもトイレの個室の片方が閉まっていることを疑問に思うこともあるまい。それだけ、生徒たちの思し考こう能力は下がっているはずだ。

　いつかはここに呼ぶ必要はあるのだが、このエリアのキャパシティーを超えてしまう。先にここにいる生徒たちと摩ま擦さつが起こることは必ひつ須すだろう。

　とにかく、このフロアの調査が先せん決けつだった。先に来た四人もほとんど何も知らないようなのだ。上と下を往おう復ふくし、限られた時間しかここにいることができなかった。その時間は、もっぱら欲求を満たすことに使っていたようだ。

　しかし、これからは時間を使ってこのフロアの秘密を調べることができる。高橋は感じていた。このフロアが生徒たちの欲求を満たすだけのために存在するわけがないと。

　高橋はフロアの壁に沿ってゆっくりと歩いた。壁の上部には一定間かん隔かくでライトがついており、薄いオレンジの光を放っている。それでも、空間が広いため、全体をカバーできるほどの光量はない。

　しばらく歩くと、闇やみに浮かび上がるような扉とびらが見えた。それは液えき晶しよう画面のようになっており、カエルのキャラクターを表ひよう示じした。ケロリンだ。

　高橋は扉にタッチをする。

「ここはレイクですケロ。あなたはハッチに登とう録ろくしているので、ここには入れないケロ。入ったらブレスレットが締まるケロ」

　カエルはそう忠ちゆう告こくした。その直後、画面兼けん扉は自動ドアのように横よこ滑すべりして開いた。

　眩まぶしい光に高橋は目を細めた。笑い声が聞こえた。室内では十人ほどの女子生徒が、ソファーに座ったりしてリラックスをしている。

　高橋は入り口の外から様子を窺うかがった。扉は開いてもそのエリアに登録していない生徒は中には入れないのだ。

　レイクは、ハッチの三倍程てい度どの広さがある。ソファーやテーブルの色は目に鮮やかなビビッドカラー。その奥にはシャワールームなどがあるようで、微かすかに水の音が聞こえた。ソファーに座っている女子生徒たちは、白いワンピースのような服を着ている。購こう入にゆうした部屋着ぎのようなものだろう。

「あ、高たか橋はし君」

　高橋に気づいた水みず野のが小さく手を上げた。彼女のワンピース姿は、プロポーションがよいためとても似に合あう。高橋の視線に、水野はワンピースの裾すそをちょこっとつまんでおどけてみせた。

「ちょっと高橋、覗のぞかないでよね」

　他の女子生徒がしかめっ面つらを向けた。

「下では下着姿すがたで歩き回ってただろうが。今さら何を隠かくすんだよ」

「歩き回ってないわよ。消えろ高橋」

　女子生徒たちは高橋に罵ば声せいを浴びせながらも、クスクスと笑っている。シェルター生活の序じよ盤ばん、泣き喚わめいたりヒステリーを起こし、高橋は何度も殴なぐりつけたい衝しょう動どうにかられていたほどだった。そんな女子生徒の表情は回復していた。

「まあまあ」

　そんな中、真ま希きが高橋に気づいて歩み寄ってきた。真希はセーラー服姿すがたのままだが、シャワーを浴びたのか、ポニーテールに結むすんだ髪かみの先から水すい滴てきが垂れ落ちた。

「様よう子すはどうだ？」

　高橋は入り口から離れ、他の女子生徒に見えない場所に移動してから聞いた。

「大丈夫、全然混こん乱らんはないよ。皆みな楽しそう」

　女子の順じゆん応のうの早さは納なつ得とくができる。もともと密みつ室しつの生活では女子のほうが有利なのだ。体も小さくエネルギー消費も少ない。社会生活に長たけており、狭せまい場所でも融ゆう通ずうが利き生理学的に強い。

「ある程度は、男子と交流させたほうがいいぞ」

　高橋は言った。女子だけのコミュニティーほど恐ろしい場所はない。女子高の実態を見れば明らかだ。高橋は友達の姉から、そんな恐ろしい現実を教えてもらっていた。

　同時に、ある程度の距離感も必要だ。八組の男女は、密室で過ごすうちに接近しすぎていた。危き機き的な状態を共有することで、親しん近きん感かんを得たのだろう。上うえ原はらなども女子たちからクラスメイト以上の視線と感情を向けられるようになった。同じく高橋もそんな視線を感じていた。しかし、そんな下くだらない感情は混乱の元げん凶きようだ。こうして、男女が別の場所に移ることができたのは、ぎりぎりのタイミングだったかもしれない。

「それより、ありがとうね」

　真希は上うわ目め遣づかいで高橋を見つめた。

「なにが？」

「私を守ってくれて。高橋君がいてくれなかったら、いつまでも言い出すタイミングが見つからなかったかもしれない」

「いいさ、俺おれとマキマキの仲じゃないか。そうだな」

「うん」

　真ま希きははにかんだ笑えみを浮かべながらも、わずかに表情を曇くもらせた。あの時のことを思いだしているのだろう。真希は一年の時、担たん任にんの男性教師からセクシャルハラスメントを受けていた。

　その頃ころ高たか橋はしは理由があってその男性教師のことを調査していた。そこで偶然、男性教師が真希を執しつ拗ように誘っている場面に出くわしたのだ。高橋はその男性教師と穏おん便びんに話し合い、その問題を解決した。以来、真希は高橋になついている。

　高橋は真希のポニーテールを引っ張った。高橋は、真希の髪かみの手て触ざわりだけは好きだった。髪を触られ真希は顔を赤らめている。真希が性的な対たい象しようとして視線を向けられるのは分かる気がする。童どう顔がんだが胸は大きく体は成せい熟じゆくしているというアンバランスさがセクシャルを感じさせるのだ。舌した足たらずの喋しやべり方も、男から見れば隙すきがあるように感じるかもしれない。

「いいか、マキマキが女子をケアするんだぞ。俺はここに入れないんだ。何か不ふ穏おんな動きがあったら、俺に教えること」

「分かった。高橋君の言うとおりにする」

　真希は素直にうなずいた。

　それから高橋は、再び壁かべ沿ぞいに歩き、パークの入り口の前に立った。扉とびらの前に立っていると、ネズミのキャラクターのミッキーが表ひよう示じされた。

　ミッキーと会話をし扉を開けてもらう。パークからは赤っぽい照明が洩もれる。部屋に設置されているらしいスピーカーからは音楽が流れていた。

　室内を見ると、リクライニングシートがずらりと並び、中央には大きな円形ソファーが設置されている。そのソファーに四人が横になって何かを飲みながら喋しやべっていた。白い煙がゆらゆらと立ち昇っている。黒くろ川かわが床に立たて膝ひざをついてすわり、煙草たばこをふかしていた。

「よお」

　高橋は四人に声をかける。高橋に気づいた三人のクラスメイトはほんの少しだけ気まずい表情を見せたが、黒川は平然とこちらに歩いてきた。

「どうだ、ここのエリアは？」

　高橋は聞いた。

「悪くはない」

　黒川はプラカップに入った黒い液体を飲んでいる。ウイスキーのコーラ割りのようだ。

　黒川ももう六組へ戻らなくなっていた。このフロアの人数が増えたことを、心の中では安あん堵どしているのだ。この場所を隠かくしていた責任が分ぶん担たんされたと考えているのだろうか。

　別の理由もあるかもしれない。黒川は蒼あお井いのいる六組の生徒だ。黒川にとっても蒼井は特別な視線を向ける存在なのかもしれない。学校生活においても、平然と黒くろ川かわと会話をできる女子は蒼あお井いくらいだった。

「上うえ原はらが今後のことについて話し合いたいって、あとで、こっち側のフリースペースで集まろうってさ」

　高たか橋はしは薄うす暗ぐらいフロアを指差した。

「面めん倒どうな奴やつだな。こんな時でも熱ねつ血けつボーイか」

　黒川は呆あきれたように笑った。

「まあ我が慢まんしよう。それくらいは聞いてやらないと。じゃあ、なにかあったら俺おれに言ってくれ」

　高橋は平へい坦たんな口く調ちようで言った。この密みつ室しつでの黒川の存在に対して、高橋は恐れがないといったら噓うそになる。黒川の扱いは注意しなければならない。黒川の周囲には男子生徒がいつも群れている。親分肌はだというか、カリスマ的な魅み力りよくがあるのも確かなのだ。

「高橋」

　黒川は後ろを向きかけた高橋を呼びとめた。

「残りやるよ」

　黒川は、高橋に半分ほど残っているウイスキーボトルを放ってよこした。

「悪いな」

　高橋はにやっと笑ってお礼を言った。

「ここからは出られねえんだ。適当にやるんだな」

「それは分からない。だから調べている」

「この状況になってから足搔あがいても意味がないだろ。受け入れるんだな。下くだらねえことして、俺らを見張っている何かを触しよく発はつする必要はない」

　黒川の表情はとても温度が低かった。黒川はこの状況下、悲ひ嘆たんにくれているわけでも自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけでもなかった。ただ、現状を直ちよく視ししている。それだけだった。

「いざとなったら力を貸してもらう」

「答えはノーだ」

　黒川はそう言い戻っていった。

　扉とびらが閉まった後、高橋がウイスキーの香りをかいでしばらくすごしていると妙みような音が聞こえた。フロアに足音と息いき遣づかいが反はん響きょうしている。

　首を傾かしげて音源へと向かうと、すぐに原因が分かった。上原がこのフリースペースでトレーニングをしていたのだ。飛んだり跳ねたりと妙な動きをしている。

「なにやってんの？」

　高橋はそっと近づき、声をかけた。

「……高橋か。びっくりさせんなよ」

　Ｔシャツ姿の上原は、ぎょっとしたように高橋を見てから息を整えている。

「ハンドボールのシャドーだよ。ボールはないけどイメージトレーニング。さっきまでは腕立て伏せとかやってた」

「こんな暗い中で」

　高たか橋はしは呆あきれた。

「それでどうだ？　何か分かったか？」

　上原はタオルで首くび筋すじを拭ぬぐいながら聞いた。

「まだ来たばっかりだから。そっちは」

「うちのエリアの皆は普通に過ごしてる。アイス食べて感動してたよ」

「単純だな」

　環かん境きようが一いち段だん階かい良くなっただけなのだ。しかしそれは相そう対たい的であり、絶対的に立場が改善されたわけではない。ここがどこだか、未いまだに分からなく、真まっ暗くらな場所で迷っている現実は変わらない。生徒たちは目め先さきの欲求が満たされ酔よっ払ぱらっているのだ。

「そう言うなよ。気持ちは分かるんだよ」

　上原は苦にが笑わらいをして、ちらっと壁かべ際ぎわに視線を向けた。そこには、レトルトパックなどの食べ物が積んである。

「ん？　それは？」

「食べるか？」

　上原が温かいレトルトパックを渡してくれた。開けると同時にソースの匂においが高橋を殴なぐりつけた。高橋はへろへろと床に座り込む。

「なんてソースの匂いは暴力的なんだ」

　久々に嗅かいだソースの濃い香り。高橋はたこ焼きを夢む中ちゆうで頰ほお張ばった。シェルターではずっと味の薄い物しか食べていなかったので、頭がクラクラするほど味が染みた。

「実は持っていこうって思ったんだけど、ちょっと気い遣つかっちゃってさ。だから、高橋が来るのを待っていたのもあったりする」

　上原は、高橋が食べ終わるのを待ってから言った。

「……ああ、そうか。じゃあ、一緒に行こうか」

　高橋は我われに返って、ペットボトルなどを手に取った。そしてふたりは、フロアの中心でぼんやりと光るあの場所に向かった。

　鳥とり籠かごは薄うす闇やみの中、青白く妖よう艶えんに光っていた。闇に迷う人間を誘ゆう惑わくしているのだ。

「夜のコンビニってさ、明るくって何故なぜか引き寄せられるんだよな。部活帰がえりについ寄っちゃう」

「コンビニに例えるなよ」

　高橋はむっとして言った。

　近づくと、光を放つ鳥籠の輪りん郭かくがはっきりと見えてきた。闇に浮かび上がる鳥籠。その中にセーラー服姿すがたの女子生徒がぽつんと座っている。

　長い髪かみを垂らし、蒼あお井い典のり子こは少しだけ顔を上げて、視線を宙にさ迷わせていた。そんな光景は、籠かごに囚とららわれた悲ひ運うんな小鳥を連れん想そうさせる。

　さらに高たか橋はしが近づくと、蒼井ははっとしたように視線を周囲に投げた。

「蒼井さん、上うえ原はらだけどさ。ごめん驚かせて」

　上原がぎこちなく笑って鳥とり籠かごに近づいた。

「どう、蒼井ちゃん。鳥の気分は」

　高橋は鳥籠の横に立ち、にやっと笑った。

「悪くないわ。できれば、籠の外の鳥の気分を味わいたかったけど」

　蒼井は平然と微笑ほほえんだ。そんな表情には、微み塵じんも不安が感じられない。何て強い女の子なのだろうと、高橋は思った。鳥籠に入れられても、高橋が惹ひかれる変わらない蒼井がここにいる。

「危ないよ。足元」

　蒼井が言った。

　鳥籠の直径は二メートルほどか。その鳥籠の下の床には、直径三メートルほどの穴が空あいている。鳥籠はその穴の真ま上うえに吊つり下がっている。そんな配置の意味することは、鳥籠が高所に存在しているということだ。ぽっかりと空いた穴からは、下が見えないほどなのだ。上ってきた梯子はしごの長さから予想すると、七、八メートルはあるはずだ。

　蒼井の足元は闇やみだ。鳥籠の足場は数本の鉄の棒ぼうだけで組まれているため、深い闇を直ちよく視しせざるを得ない。そんな恐怖と不安を蒼井は強ごう引いんに抑えつけ、平へい静せいを演じている。

「食べ物を持って来たけどさ」

「ありがとう」

　蒼井は上原から、鳥籠越ごしに食べ物を受け取っている。

　高橋は複雑な感情で鳥籠を見つめた。アーチ状の鳥籠は、縦たての鉄の棒で構成されている。上からの二本の鎖くさりで吊り下がっているが、天てん井じようは暗くぼやけていて確認できない。鳥籠の中には、小鳥の止まり木のようなブランコが揺れており、そこには蒼井がタオルを引っかけている。蒼井が座っているのは中央のメタリックカラーの円えん柱ちゅうの椅い子す。その椅子の下部からはパイプが二本伸びており、外の床ゆかに設置してあるタンクのような機器と接せつ続ぞくされていた。上原はそのパイプの上にのって食べ物を蒼井に渡している。円柱の椅子はトイレを兼ねているのかもしれない。

　そして、一番目立つのは鳥籠の上部にぶら下がっている球きゆう体たいだ。それが光を発し、この鳥籠を照らしているのだ。この球体は、ただのライトなのだろうか。

　高橋が鳥籠を確認しているあいだ、上原が他のエリアのことなどを蒼井に説明していた。

「蒼井ちゃんは、どうやってここに？」

　高橋は口をはさんだ。まだ、はっきりと蒼井から経緯いきさつを聞いていないのだ。自分たちがここに来た理由は説明したが、それだけだ。他ほかの生徒の視線もあり遠えん慮りよしていた。

　蒼あお井いは、鳥とり籠かごの中で灰はい色いろの鉄てつ格ごう子しに手を添えながら、考え込むように立っている。それからしばらくして口を開いた。

「私は腕うで輪わを外はずしたから、六組のシェルターの外に出入りしていたの」

「そこに何かあった？」

「広いスペースがあっただけで何もなかったわ。たぶん、この下」

　蒼井は鳥籠下したのぽっかりと空あいた穴を指差した。

「そこのエリアにも、トイレがあってね、その個室の換かん気き扇せんが外れていたの。そこの通路からここに出て、まず目に付いたのがここ。微かすかに光ってて、まるで誘っているかのようだった。でも、中に入った瞬しゆん間かんに、今のような感じに明るく光って、気づくと扉とびらが閉まって……」

　蒼井は肩をすくめてみせた。

「小鳥を取ろうとしたら、逆に籠に閉じ込められてしまったドジな子猫ちゃんだったのか」

　氷ひ室むろから聞いたことだが、この鳥籠には腕輪をした生徒は入れないのだ。氷室もここを調べようとしたが、腕輪が締まって断だん念ねんしたようだった。

　ということは、この鳥籠は、もともと腕輪をしていない生徒を誘い込むトラップだったのかもしれない。しかし、何故なぜ、なんのために。

「まあ、高たか橋はしがなんとかしてくれるから大丈夫だよ」

　上うえ原はらが無責任なことを言った。

「期待してるわ」

　蒼井が高橋に微笑ほほえみかけた。何故蒼井に笑いかけられると、こうも心しん臓ぞうの鼓こ動どうが乱れるのだろうか。

「大丈夫、何か起こる前に──」

　高橋は口をつぐんだ。何かが起こるとしたら──想像はつくのだ。

　何故鳥籠の下に穴があるのか。考えればすぐに思いつく。落ちる可能性があるということに。

　いや、もともとこの鳥籠は、落下をさせることを前ぜん提ていに、こうした形態を取っているのだ。そうでなければ、この不自然な状況の説明がつかない。

　高橋は鳥籠の下の深く暗い闇やみをぼうっと見つめた。蒼井も気づいているはずだ。不安定な鳥籠の中で、深く暗い不安と恐怖にさらされている。

　顔を上げると、蒼井と視線があった。蒼井は高橋の思し考こうを読み取ったかのように、ほんの一いつ瞬しゆんだけ視線を落とす。しかし、その表情はすぐに消去され、次の瞬しゆん間かんには蒼井は清せい涼りよう感かんのあるいつもの笑えみを表ひよう示じした。

「奇き跡せきのオール10だものね」

「ああ、この天てん才さいにまかせてくれ。このフロアを調査したら何とかなる。何事も傾向と対策が重要だからさ」

　高たか橋はしは一年生の三学期の成績表で、公約どおりにオール10を取ったことがあるのだ。未いまだにそれは、奇き跡せきのオール10として語られている。

「高橋タブロイドの企画だったんでしょ」

「それで、オール10を取れなかったら、罰ばつゲームするって公約だったのにな。罰ゲームの企き画かくも沢たく山さん集まったのにさ。俺おれらは皆みな失敗すると思ってたけどな」

「三学期は期末テスト一回だけだから、短たん期き集中で勉強して、傾向と対策を練ねって、体育などの実技の鉄てつ棒ぼうは公園で練習したり、ハンドボールの授業は……」

「俺がパスをやって協力したよなあ」

「そうそう。いろいろ苦労したんだよ」

　高橋は、上手うまい具合に話題が逸それてホッとした。

「勉強はもともとできるんでしょう」

「うーん。それでも苦にが手てな教科はあってさ。英語なんか中くらいだった」

「英語は一いち夜や漬づけでなんとかなるものかしら」

「だから、英語教師をずっとマークして、何か弱みがないか調査をしたんだ。そうしたら、偶ぐう然ぜん生徒にセクハラをしている場面を見つけて」

「脅おどしたの？」

「穏おん便びんに話し合った。それで最大の懸けん案あんだった英語もクリアー。晴れてオール10を取って賭かけに勝ち、学食のＣセットのチケットが沢たく山さん手に入った」

　ただし、二年の一学期の成績は反動で急きゆう落らくし、教師たちとも関係もギクシャクしだした。別に優ゆう等とう生せいになりたいわけではないので構わないが。

「Ｃセットっておいしいよね」

　蒼あお井いはくすっと笑った。

「蒼井さん、何か食べたいものとかあるの？」

「大丈夫よ。女の子たちも気を遣つかってくれていろいろ持ってきてくれるから」

　蒼井を気遣い微び妙みように距離を置く男子とは違い、女子は積極的に蒼井のケアをしているようだ。食べ物や生活用品を渡したりと。その行為は純じゆん粋すいなものだと思うのだが、心の底に別の感情がないだろうか。例えば優ゆう越えつ感など。そんな視線と感情に、蒼井は晒さらされてはいないか。高橋はそんな憂ゆう慮りよを交えて蒼井を見た。

　蒼井は鳥籠の中を平然と整理していた。もらったタオルを丁てい寧ねいにブランコにかけ、食べ物などをタオルに包んでぶら下げている。

「意い外がいに順じゆん応のうしてるんだね。部屋の掃除？」

「そうよ、ここはリビングルームだもの」

　蒼井は整理を終え、椅い子すに腰を下ろした。立っていると鳥とり籠かごが揺れてしまうようだ。

「食べ物ありがとうね」

　蒼あお井いが上うえ原はらにお礼を言った。

「うちのエリアにはさ、食べ物なら大体あるんだ」

「四つのエリア、それぞれに別の物があるのね」

「俺おれのエリアはろくなものなかったな」

「ごめんね、そんな場所薦すすめちゃって」

　高たか橋はしは登とう録ろくする前に蒼井と相談をし、とりあえず全部のエリアに登録して様よう子すをみようと結論が出た。そんな理由もあって、高橋はひとりハッチに登録したのだ。

「確かに、高橋のところは、よく分からないアイテムばかりだよな」

「適当に購こう入にゆうしてみたんだけどさ」

　高橋は、ポケットから円えん筒とう状じようの物を取りだした。

「何それ」

「真実の目、だってウサギが言ってた」

　それは円筒状のスコープのようだった。高橋はそれを覗のぞき、適当に照しよう準じゆんをさ迷わせる。スコープを鳥とり籠かごに向け声をあげた。

「……わわわ！」

　高橋は目を丸くして、スコープ越しに蒼井を見つめる。

「すげえ」

「まさか……透すける？」

　上原が動どう揺ようしている。

　蒼井は手で胸を隠かくしかけたが、すぐに平へい静せいを取り戻し高橋を睨にらんだ。

「やると思ったわ」

「籠が明るすぎて何も見えないや」

　肩をすくめる高橋の横で、何故なぜか上原ががっかりとしている。

「とにかく、蒼井さんが出られるように、なんとかするからさ。それまでは、ここで我が慢まんして。まあ、どこも同じだよ、皆密みつ室しつに押し込められているんだ」

　高橋は思った。上原の言葉は違う。密室の中でも、生徒たちの立場は大きく違う。最初は同じだったが、確実に格かく差さが広がっている。この密室がひとつの世界だとするなら、生徒たちはすでに平等ではない。この蒼井の立場も同じく。

　蒼井を助けるには。やはりあの鍵かぎなのだろうか。アイテム一いち覧らんに載っていた自由への鍵。しかし、自由への鍵は高価だった。資金を貯ためるには時間がかかる。他ほかの生徒に協力を求めてもいいのだが、それは微び妙みようにバランスを取っている蒼井の立場を崩くずすことにならないか。また、いつまで続くか分からないこの状況において、自分自身の立場も守らねばならない。

　高橋はそんなもやもやとした考えを振り払おうと、何気なくスコープを覗いた。そして、はっと息を吞んだ。

「またかよ」

　上うえ原はらが高たか橋はしを睨にらんだ。

　しかし、高橋はじっと鳥とり籠かごの下の暗くら闇やみにスコープを向け続けた。これは暗あん視しスコープなのだ。下の暗いフロアがはっきりと見える。眼がん下かには、あのシェルターから腕うで輪わを外はずした生徒だけが出ることのできる何もない沈ちん黙もくの空間があった。

　そこに女子生徒が立っていた。闇やみに紛まぎれて佇たたずむ生徒は、上原が女め神がみと崇あがめるあの正まさ樹き愛まな美みだった。

　正樹愛美は真ま下したに立ち、こちらを見上げていた。




　　　　　＊




　高橋は、自分の居い場所のハッチに戻っていた。硬いソファーに座り、漠ばく然ぜんと考えをめぐらせる。

　このエリアにも資金を表現するダイヤのマークがある。それは、エリアに登とう録ろくしている人数×50のダイヤが、十二時間ごとにそれぞれのエリアに配はい給きゆうされることが分かった。

　他ほかにも時とき折おりキャラクターが、おこずかいなどと称してダイヤをくれるので、ダイヤの収入にはばらつきがある。ハッチに登録したら払うと言ったウサギのポケットマネーも、約束どおり入金されていた。

　基本的に、異常に無む駄だ遣づかいをしなければ、充分に生徒たちの欲求を満たせるのだ。

　その上で疑問があった。物資は確かに種類も内容も充実してはいるが、根本的には下のシェルターと変わらないのではと。では、この場所は、何を意味するのか。

　高橋は冷たいパックのコーヒーを飲みながらため息を吐ついた。このコーヒーは、先ほど上原にもらったものだ。このエリアからでも、他のエリアの物資は購こう入にゆうすることができるが、その場合基き本ほん価格の三倍程度かかり、その差さ額がくは購入した先のエリアの資金にプラスされる。その一連の動きをトレードというらしいが、高橋はそれを利用してはいない。

　生徒たちはほしいものがあれば、外のフリースペースを介かいして物資の交換をしていた。直接受け渡しをしているのだ。その行動は、生徒たちのコミュニケーションの一いつ環かんで、このフロアの生徒たちの関係を深めることにも繫つながっている。

　高橋はカフェイン中毒といっていいほどコーヒー好きなので、久々に飲んだコーヒーは、ずっと頭にかかっていた靄もやをすっきりと払いのけた。

　コーヒーを飲み終わって、高橋は何気なく画面を見つめた。そして、画面の変化に気づいた。

　何かがおかしかった。画面にはアイテム購入画が面めんのタッチパネルと、このハッチの資金と登録人数にんずうが表ひよう示じされている。それは今までどおり。しかし、何かが足りない。

　高橋は異い変へんの原因に気づいた。いなくなっていたのだ。

　高たか橋はしは急いでハッチの外に出た。エリアの出入り口の扉とびらを見る。しかし、そこの画面にもいなかった。

「ウサッチ、どこだ、どこにいった？」

　高橋はキョロキョロと辺りを見まわした。いつも画面にいたはずのウサギが姿を消していたのだ。

「……ここよ」

　声が聞こえた。高橋は周囲を見まわす。薄うす暗ぐらいスペースには生徒の姿は見えない。ただ、鳥とり籠かごのあるはずの中央付ふ近きんが、妙みように明るかった。

　高橋は鳥籠に向かって走った。

「ウサッチ？」

「ここにいるよ、高橋君」

　返答していたのは鳥籠の中の蒼あお井いだった。

「ウサッチ……」

　高橋は顔をしかめた。穴の近くの床ゆかにウサギが表ひよう示じされている。

「なんですか？」

　床のウサギが平然と返事をした。床はディスプレイではない。

「このボールじゃないかしら」

　蒼井が鳥籠の中の光る球きゆう体たいを指差した。蒼井が背伸びし手をかざしてみると、ウサギに手の形の黒い影が重なった。あの球体が、床をスクリーン代わりに映像を映しているのだ。音声も床から聞こえる。小さなスピーカーを床に隠かくしているのかもしれない。

　そして、ここにいるのはウサギだけではなかった。四つのキャラクター全すべてが集合していたのだ。カエルのケロリンとネコのミャンコとネズミのミッキーだ。

「何が始まるのかしら」

　蒼井はそんな光景を冷静に見つめている。

「なあ、ウサッチは、なんでここにいるんだ？」

　高橋はウサギに問いかけた。

「……私たち、仲良しだからこうして皆でゲームをすることにしているんですよねえ」

「だから、画面から消えたのか？」

「そうですよ。だって、私はひとりしかいないですから」

「なるほどね。遊園地のマスコットキャラクターみたいなものか」

　夢を壊さないように、同じ時間に複ふく数すう出現してはいけないのだ。

「十二時間に一回、こうして妖よう精せいさんの周りに集まるんですよね」

「妖精？」

　高橋は周囲を見まわした。妖精の姿など見当たらない。それとも心が綺き麗れいでないと見えないのか。

「ここにいるわ」

　蒼あお井いは自分を指差した。高たか橋はしはうなずいた。

「確かに妖よう精せいがこの世に存在するとしたら、蒼井ちゃんのような神しん秘ぴ的な……」

「違う違う。ここ」

　高橋は蒼井の胸を見てはっとした。蒼井の胸にパタパタと飛んでいる妖精らしき映像があった。セーラー服をスクリーン代わりにしているのだ。

　籠かごの中の妖精。まるで蒼井を表現しているようなキャラクターではないか、と、高橋はにやりとしてから首を振った。そのとおりだ。妖精は蒼井を象しよう徴ちようしているのでは。

「妖精を触さわってみていい？　ちょっと調べたいんだ」

　高橋は蒼井に聞いた。

「……本当に妖精を調べたいの？」

　蒼井が不ふ審しんそうな目を向けた。

「噓うそついた。胸を触ろうとした」

「正直なのね。だからって、触らせてあげないけど」

　高橋は、別のことにも気づいた。それぞれのキャラクターには数字が表示ひようじされている。




　ウサッチ　ハート１　オーレ12




　ウサギの数すう値ちの表示はこうだった。

　妖精にも数値が表示されており、ハート１、オーレ12とあった。

　何を意味しているのだろうか。ここに集まって、彼らは何をしているのか。

　違う。あまりにウサギたちに感情移い入にゆうしすぎて、事実を見失っていた。このキャラクターたちが、自分たちの欲求で集まったりするはずはないのだ。当然この行為は、生徒たちへのアピールであるはず。

「なあ、ウサッチ。なんのゲームをしているのか、俺おれに教えてくれないかなあ」

　高橋はウサギに優やさしく聞いた。

「カードゲームですよ。……よかったら、相談にのってくれます？」

「もちろんだよ。友達じゃないか」

　蒼井はそんな光景を静かに見つめている。

「十二時間に一回このゲームが開かい催さいされるんです。基本的にカードは二枚あって、そのどちらかを出して、勝ち負けを競きそうっていうシンプルなゲームなんです」

「なるほど、続けて」

「カードは人間と天使のカードです。強いカードを出したほうが勝ちです。それでオーレをやり取りするんです……」

　オーレとは、ゲームに使用するコインのようなものだったのだ。さらにウサギの説明で、ゲームの概がい要ようがつかめてきた。

　カードは二種類ある。人間と天使。

　強いカードを出したほうが勝ちである。その場合、負けたキャラクターから１オーレずつ奪える

　カードを出さずに参加をしなかったキャラクターのオーレの変動はなし。

　場に天使のカードしか出されず引き分けた場合、天使カードを出したキャラクターにプラス１オーレがプラスされる。

　人間のカードを出して引き分けた場合、オーレの移動はなし。

　ただし、ゲーム後に、カードを出す出さないに関わらず、全すべてのキャラクターはゲームの参加料として１オーレ失う。

「でも、何を出したらいいのか悩んじゃって、このままじゃカードを出せないですよ。参加料を払うだけで、ゲームに参加できなくなっちゃう」

「落ち着けウサッチ。問題はどっちのカードが強いかだ」

　高たか橋はしはそう考えた。カードに強さの数すう値ちが設定されている可能性もある。勝負には、その数値を基本に、ランダム要素が加わるなど、そんなルールを調べなくてはならない。

「天使は人間に強いんです。人間は綺き麗れいな容よう姿しの天使にすぐだまされちゃいますから」

「……じゃあ、出すべきカードは決まっているじゃないか。ウサッチは馬鹿だな」

　このゲームをまとめるとこうだ。
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　要するに、天使を出していれば、オーレが減へることはないのだ。天使を出して、他ほかの三キャラクターが人間を出せば、１オーレずつ奪え、合計３オーレも手に入れることができる。参加料を引かれたとしてもマイナスにはなることはない。

　一方ウサギが人間を出して、他の三キャラクターが天使を出せば、１オーレずつ合計３オーレの支出となってしまう。参加料も支払うので、さらにマイナス１オーレだ。

　とてもシンプルなシステムだ。というより、これはゲームなのだろうか。ゲームとして成立させるには、別の付ふ帯たい要素が必要なのではないだろうか。

「ウサッチ、天使を出すんだ」

　高たか橋はしはのんびりしているウサギに指示した。

「相談にのってくれますか？　だったら、出すカードを指示して下さい」

「だから、天使だって。早くしないと大事なオーレがなくなるぞ」

「カードを購こう入にゆうして下さいよお。そして、エリアの機き器きに挿そう入にゆうして下さい。指示どおりのカードを出しますから」

「カードを買う？」

「カードはハッチのアイテムとして売っていますよ。大いなる選択、というやつです」

　高橋は思いだした。大いなる選択は、ハッチのアイテム一いち覧らんにあったはずだ。ゲームができると、確かに説明があった。

「あと三分でゲームが始まっちゃいます。私だけじゃあ出すカードを決められませんよお。参加料だけ取られちゃう……」

　ウサギが言うので、高橋はハッチに戻ることにした。

「蒼あお井いちゃん、すぐ戻ってくるから」

　高橋はハッチに走った。

　扉とびらをくぐり、画面のアイテム購入パネルをタッチする。ハッチのアイテムを表ひよう示じ。大いなる選択の価格は30だ。

　大いなる選択をタッチすると、脇の取り出し口に、ストンとカードが落ちた。手に取り確認するとカードは二枚ある。このアイテムはカードのセットなのだ。

　カードを見て高橋はにやっと笑った。カードには女性の姿が描かれている。純白の衣ころもをまとった金きん髪ぱつの女性。背中には鳥のような白い翼つばさがついている。彼女はにこりと微笑ほほえみ、右手に一いち輪りんの花を握っていた。そんな天使のカード。

　もう一枚のカードを見て、高橋は顔をしかめた。写真のようにリアルな絵だった。カジュアルな服装の女性がこちらに向かってピースサインをして微笑んでいる。アルバムの思い出写真の一枚のようでもある。その絵は、何か違い和わ感かんを覚える。

　整った顔の黒くろ髪かみの女性。そんな彼女の微笑みは、全く楽しげではなかった。張りついたような笑えみ。カードの絵は、彼女の笑顔の裏の不安や恐怖をリアルに表現していた。そんな笑みを浮かべて、カメラに向かってピースサインをしている不自然なカード。

　これら二枚のカードは、何を象しよう徴ちようしているのか。

　高橋は時間がないことを思いだし、とりあえず天使のカードを手に取った。メイン画面の下に、カードを入れるような投とう入にゆう口ぐちがある。ここにカードを入れるのだろう。

　高たか橋はしは天使のカードを挿そう入にゆうし、再び鳥とり籠かごへと走った。

　鳥籠では、キャラクターたちに囲まれた蒼あお井いが静かに様よう子すを窺うかがっている。高橋は籠の脇まで走り、蒼井に目め配くばせをした。

「それでは……第一回ゲームスタートです」

　聞いたことのない声だった。高橋がキョロキョロしていると、蒼井が自分の胸をアピールするようにこちらに向け人差し指を添えた。これは妖よう精せいの声の設定なのだ。

「カードの提てい示じ」

　妖精が言った。しかし、なんの変化もない。どこにカードがあるのだ。

「高橋君、上」

　蒼井が指差した天てん井じようを見て、高橋は声をあげた。今度はこのフロアの天井に映像が表ひよう示じされていた。それは先ほど挿入した天使のカードの絵だった。

「ウサッチ、天使。その他ほかのキャラクターは提示なし。よって、天使で引き分け」

　一枚だけ提示された場合は引き分け扱いになるようだ。

「ウサッチに１オーレ。すべてのキャラクターは、参加料として１オーレずつ消しよう滅めつ。このゲームの開かい催さい料として、私のオーレから１オーレ消滅」

　天井に映しだされた天使は無む垢くな笑顔を浮かべている。そんな天使を見て、蒼井もつられるように微笑ほほえんだ。

　高橋はキャラクターたちに視線を向けた。数すう値ちに変動がある。
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　高橋は各キャラクターの数値を確認した。ウサッチは天使を出して引き分けとなり、オーレプラス１。参加料を支払い、差し引きゼロで、オーレ12のままなのだ。

　ゲームでやり取りをするオーレが何を意味するのか分からないが、ハートの数値だけは分かった。これは各エリアの登とう録ろく人数だ。何故なぜ、ゲーム時に表示されているのか分からないが。

　もうひとつ気になったことがあった。蒼井のキャラクターだろう妖精は、ゲーム開催料としてオーレを引かれるだけだ。ゲームでオーレを増やすことはできないのだ。

　高たか橋はしは自分の手に握られているものに気づいた。それは、あの人間のカードだった。カードの女性は強こわ張ばった笑えみを浮かべている。

「じゃあまたねー」

　考えをめぐらす高橋をよそに、キャラクターたちは挨あい拶さつをして消えていった。天てん井じようの天使の映像も消えている。残ったのは、高橋と蒼あお井いと沈ちん黙もくだった。

「変なゲームだったわね」

　蒼井がくすりと笑った。そんな蒼井の表情を見て、高橋はどきりとした。

　蒼井の笑みは、人間カードの笑みに似ていた。ぎこちない笑顔。蒼井の表情には不安と恐れが混ざっている。

　先ほどのキャラクターの行動。この異い質しつな密みつ室しつの中で、あのキャラクターたちの動きは、ただ気き味み悪かった。デフォルメされたウサギやカエルたちの仮か面めんの下はどうなっているのか。楽しげにはしゃぐキャラクターたちは、強烈な不快感と不ぶ気き味みさを撒まき散らしている。

「安心してほしい。必ずなんとかするから」

　高橋は蒼井を見つめた。蒼井はそんな高橋の言葉に、作った笑顔を消した。

「君もそんな真面目まじめな顔をする時があるのね」

「蒼井ちゃんの前だけだよ」

「何故なぜ？　私のこと好き、だったりする？」

　高橋は、蒼井に直ちよく視しされて心しん臓ぞうがドクンと高鳴った。

「好きだよ。愛してる」

「……」

「……世界で三番目に」

「一番目と二番目は？」

「一番は松まつ浦うら亜あ弥やで、二番目がニコール・キッドマン」

「キッドマンより下……か」

「間違えた。二番目は蒼井ちゃんを生んでくれたお母かあさんで、一番目は蒼井ちゃんを好きな俺おれ自身だよ……って言おうと思ったんだ」

「それだけは間違えちゃいけなかったわね」

「でも、鳥とり籠かごの中にいつまでも天使を閉じ込めておくわけにはいかないって気持ちは本物だから。必ずなんとかする」

　高橋がはっきりとそう言うと、蒼井は不ふ意いをつかれた様よう子すで目を見開いた。会話に微び妙みような間があいた。

「……本当は天使ってやめてほしいわ。そう呼ばれるようになったのは、高橋タブロイドが原因よね」

　蒼井は高橋を睨にらんでみせて、話題を変えた。高橋タブロイドとは、高橋が学校で発行している情報誌しのことだ。

「ああ、エンジェルブルーのコーナーか。あれは、エンジェルブルーファンクラブ会長にページを依い託たくしてるんだよ」

「誰だれなの私のファンクラブの会長って。表おもてに出てこないわよね。ファンクラブの会員も知らない謎なぞの会長」

「……教えられない。彼の名めい誉よもあるから」

「今週の女め神がみコーナーは誰が書いてるの。あの正まさ樹き愛まな美みさんの」

「あれは上うえ原はら」

「それらは別として、他ほかのコーナーは面白いわ。クラスの男の子から借りて読んでるの。あれって無料なんでしょ。私も契約すればよかったかしら」

「でもね、契約するにはゴールドプランに入らなきゃいけないんだ。そのプランにはお金がかかるんだよね。五月から九月までしか無料にならなかったり、他にも細かい誓せい約やくがあるから、実じつ質しつは無料とはいいがたい」

「それは予想外がいね」

「タブロイド発行には結けつ構こうお金かかるしさ、それでも赤字だよ。ウケ狙いでやっているようなもんだ」

「タブロイドを読むまでは、高たか橋はし君はもっとガリ勉なのかと思っていたわ」

「勉強もできるけど、飲む打つ買うだってこなすような、やんちゃな感じだよ」

「打ったりするの？」

　何故なぜか蒼井がそこを突っ込んだ。

「タブロイドでは競馬の予想はあったわね。他にギャンブルはしたりする？　例えば麻雀マージヤンとか」

「麻雀か。できるよ。学校のネット広場で、不正に開かい催さいされている麻雀大会があるの知ってる？」

「ええ。クラスの男の子がはまっていたわ」

「三日でルールを覚えて、それに参加をした。十回くらいやって、総合でベスト四には入ったかな。ハンドルネームは貴き公こう子し」

「へえ、それで？」

「ベスト四で竜りゆう王おう戦せんをやった。その時とき俺は三位だった」

「ダメだったのね」

「所しよ詮せん、顔の見えないネット麻雀なんて、ゲームの本質じゃない。ゲームっていうのは、複雑な駆け引きがないと面白くないんだよ」

　高橋は少々むきになって反論した。

「他の三人の印いん象しようはどうだった？」

　蒼あお井いは興きよう味みありげに高橋を見ている。こんな下くだらない話でも、蒼井にとっては、目の前の不安から目をそらす助けになるのかもしれない。

「優勝したのはイヴっていうプレイヤー。豪ごう腕わんで緻ち密みつな打ち筋すじだった。あいつは天てん才さいだと思う。でも、性格は悪いだろうな。それで、四位がレバニラっていうふざけたプレイヤーだった。そいつは守備重じゆう視しで、私し生せい活かつでも根ね暗くらなんじゃないかと思うよ。二位のアカギは……妖よう刀とうアカギって呼ばれているほど、変へん幻げん自じ在ざいな打ちかたをするんだ。でもアカギはそれ以上に運がいいんだ。なんていうか、天使にでも魅み入いられているかのように……」

　高たか橋はしが丁てい寧ねいに解説している横で、何故なぜか蒼あお井いは苦く笑しようしていた。

「どうしたの？」

「なんでもないわ。高橋君、それよりさ……」

　蒼井は困った表情を作ってみせた。

「そっか。俺おれは戻るよ」

　高橋は感づいて、鳥とり籠かごに背を向けハッチへ向かった。

「ありがとう、気分転てん換かんになったわ」

「こちらこそ」

　高橋は蒼井に手を振って、ハッチへと戻った。ハッチで、ウサギとコミュニケーションを取って、あのゲームの意味を考えねばならない。それに、いつまでも蒼井の前にいるわけにはいかないのだ。蒼井も人間であり、生理的欲よつ求きゆうが生じるはずだ。

　ハッチの扉とびらの前に立つと、ウサギが出現した。

「おかえりなさい」

　ウサギは平へい然ぜんと言った。

「今こん度ど出かける時は俺に断るように」

「すいませんねえ」

　高橋が扉の前でウサギと雑ざつ談だんをしていると、背後のフリースペースに人の気け配はいを感じた。

　とても騒がしい声が、鳥籠のほうへ向かっている。

　高橋はほんの少し迷って、再び鳥籠方ほう向こうへと歩いた。鳥籠が見える距離まで近づき、ぴたりと足を止めた。

　鳥籠の周囲には、数人の男子生徒がいた。すぐに黒くろ川かわたちだと分かった。ハッチの逆サイドにあるパークから出て来たのだ。

　彼らは酔よっ払ぱらっているようだった。鳥籠の前で座り込み、ニヤニヤと笑っている。彼らの視線の先には鳥籠の蒼井がいる。蒼井は冷たい表情で椅い子すに座っていた。

　高橋は唇くちびるを嚙かみ締めた。この光景は、蒼井の立場の危うさと不安定さを象しよう徴ちようしている。鳥籠の中の蒼井は何も抵抗できないのだ。

　高橋は蒼井を助けにいきたい欲求を吞み込む。

　単純な暴力がタブーであるこの密みつ室しつでは、緻ち密みつな行動が必要なのだ。感情に任せて相手を非ひ難なんしてもどうにもならない。

　これはゲームだ。強ごう引いんかつ繊せん細さいに、最さい善ぜんの結果を探るのだ。

　高たか橋はしは闇やみに立ち尽くして、黒くろ川かわたちを見つめた。

　蒼あお井いの立場の弱さを知られてはいけないと思った。自分たちが蒼井の運命を握っていると感じたら、奴やつらはそれにつけ込むだろう。

　今回のゲームだけは失敗できない。




　　　　　＊




　高橋はハッチの中でスタンガンを調べていた。

　このアイテムがどうしても気になったのだ。ボディーはボール紙でできており、先せん端たんから電でん極きよくが露ろ出しゆつしている。先ほど、意を決して自分に向けて使用してみたが反応せず。やはり生徒には使用できないのだ。では、このスタンガンは何のためにあるのか。

　他ほかにも高橋はウサギとコミュニケーションを取り、様々な情報を得ていた。ウサギはこちらから質問すると、ある程度の範はん囲いまでは回答してくれるのだ。

　そんなことをしているうちに、あっという間に時間は経過していった。フロアの調査や生徒のケアなど問題は山積みで、仮か眠みんもほとんど取っていない。

　高橋が特に調べていたのは、あの四匹ひきのキャラクターの行うゲームだった。あれから十二時間後に、第二回のゲームが行われた。

　他の生徒がゲームに気づいたため、高橋はカードを渡し、参加をさせることにした。高橋が購こう入にゆうした天使のカードを渡し、それぞれのエリアの機き器きにカードを挿そう入にゆうさせた。なので、第二回ゲームは、黒川のパーク以外の三匹のキャラクターがカードの提てい示じをした。もちろん三匹とも天使を表ひよう示じ。

　結けつ果か天使で引き分けとなり、参加料と天使の引き分けボーナスで相そう殺さいされオーレの変動はなし。意味なく引き分ける下くだらないゲームなのだ。それでも、パフォーマンスとして、生徒たちの反応は上々だった。十二時間ごとに行われる映像イベントのようなものだ。

　キャラクターにカードを指定する場合、そのエリアの機器にカードを挿入することになるが、挿入できるカードは一回のゲームに一人一枚。複数の生徒がカードを入れた場合、挿入された枚数の多いカードが選せん択たくされるというルールも分かった。上うえ原はらと真ま希きのエリアで色々と試してもらったのだ。生徒たちは、高橋の行動に疑問を持っているようだったが。

　そして、もうひとつ気になっていたのは、アイテムの自由への鍵かぎだ。この鍵であの鳥とり籠かごが開く可能性は充分にある。

　しかし高こう価かすぎる。このエリアでどれだけ節せつ制せいしようとも、時間がかかりすぎる。可能性があるとすれば、他のエリアの生徒が、ここのアイテムをトレードを利用して購入してくれること。そうすれば、差し引きの資金がこのエリアに貯ちよ蓄ちくされる。だが、このエリアには、魅み力りよく的なアイテムは存在しない。カードも高たか橋はしが購こう入にゆうし、直接渡わたしているので、トレードによる貯ちよ蓄ちくは全く増えない。

「レイクの生徒が来ましたよ」

　ウサギが言った。すぐに扉とびらが開き、そこから顔を覗のぞかせたのは真ま希きだった。

「どうした、マキマキ」

　高橋はソファーから立ちあがると、暗い表情をしている真希に近寄った。

「なんとかならないかなあと思って」

　真希はチラッと振りかえった。フリースペースからは騒がしい声が聞こえてくる。黒くろ川かわたちが騒いでいるのだ。

「マキマキは何かされたのか？」

「私は……からかわれた程度だけど」

「黒川から？」

「黒川君は別に何もしないけど、あの三人がね」

　物資の交換などはフリースペースを介かいするため、女子生徒もレイクの外に出てくるのだ。その他にも今後のことについて生徒たちで話し合う際も、そこに集まる。

「奴やつら、シートで映画でも見てりゃいいんだけどな」

　黒川たちは、自分のエリアに閉じ込もることをせず、薄うす暗ぐらいフリースペースに出てきている。それは、シート以上の娯ご楽らくを見つけたからなのだ。

「私たちは大丈夫だけど……蒼あお井いさんはかわいそう」

　この場所は安定していない。それは異い物ぶつの存在があるためだ。鳥とり籠かごの蒼井は、この場所での違い和わ感かんなのだ。

「でもな、力ずくでってわけにもいかない」

「でも、高橋君の言うことなら聞くんじゃないかな。もともとシェルターにいた時は、あの三人もおとなしくしてたよ」

「一回卑ひ屈くつに頼んだら、つけこまれる。だからといって、強ごう引いんに解決する方法はない」

　八組というグループの外に出てしまったのだ。彼らは、もう高橋とは距離ができている。

「そうかな、高橋君ならなんとかできると思うんだけど」

　真希は不満げだ。蒼井の心配というより、憂ゆう慮りよしているのは暴ぼう走そう行為が自分に及ぶこと、ではないだろうか。高橋は真希の表情を見て思った。

「様よう子すを見てこよう」

　高橋は真希の頭をぽんと叩たたき、ハッチから出た。

　ドーム形状だろうこのエリアには、下げ品ひんな笑い声が耳みみ障ざわりに反はん響きようしていた。その音源は鳥籠の周囲にある。

　黒川たちは酒を吞みながら、蒼井にちょっかいを出しているのだ。

　鳥とり籠かごが見えるまで接近すると、あぐらをかいてケラケラと笑っている男子生徒の姿が確認できた。鳥籠にしがみついて揺すっている生徒もいる。酔よっ払ぱらって行動が大だい胆たんになっているようだ。黒くろ川かわは、横向きに寝ながらそんな光景を黙って見ていた。

「変な薬とかもやってるみたいで」

「静かに」

　高たか橋はしは真ま希きを制して、薄うす闇やみの中からじっとその光景を見やった。これは排除すべき問題点だ。このままにしておくわけにはいかない。ゲームクリアーへの障しよう害がいだ。

　消去。高橋は念ねんじた。湧わき出る怒りや苛いら立だちなどの感情の消去。増ぞう殖しよくする感情は、理性と冷静さを失わせるマイナスの存在でしかない。全すべての感情は理性の管理下かに置き、コントロールするべき存在なのだ。

　蒼あお井いは鳥籠中央の椅い子すに、手を両膝ひざにのせ座っていた。身じろぎせず人形のように静かだ。自分の世界に閉じ込もり、周囲の雑音を遮しや断だんしているかのように、冷たく静かに佇たたずんでいる。

　真希は顔をしかめている。しかし、顔を背そむけることなく、食い入るように蒼井を見ていた。

「スカートめくってみせろ！」

　鳥籠を揺すっていた生徒が悪わる乗のりしている。同時に下げ卑びた笑いや手て拍子が響ひびく。

「……なんて稚ち拙せつなことを」

　高橋は唇くちびるを嚙かみ鳥籠に向かって歩きだした。口を開きかけたとき、別の方向から声が響いた。

「おまえら、いいかげんにしろ」

　鳥籠の光の中に入ってきたのは上うえ原はらだった。

　上原の形ぎよう相そうに、鳥籠を揺すっていた生徒は不満げに床ゆかに飛び降りた。上原の声の残ざん響きようが途と絶だえると、フロアが妙みようにシーンとなった。

「別にやめる必要はねえ」

　黒川が、振り向きもせずにポケットから煙草たばこを取りだした。

「外に出るなとは言わないけど、下くだらないことはするな」

「指さし図ずされる覚えはない。こんな場所に学校のルールを持ち込むんじゃねえ」

　黒川は立ちあがると、上原と向かい合い煙草の煙を吹きかけた。

「ふざけるなよ」

　上原は目を吊つり上げ睨にらんでいる。

「やってみるか上原少年。殴なぐっていいぜ」

　黒川は平へい然ぜんと言った。

「まあまあ。俺おれらは友達じゃないか」

　高橋は軽い口く調ちようで仲ちゆう裁さいに入っていった。

　ふたりの間に入ると、上原の胸をポンと押して目め配くばせをした。

「黒川もそのへんにしとけよ。喧けん嘩か両成せい敗ばいで、左手がなくなっちゃう可能性もある」

　黒くろ川かわからは酒の匂においがしたが、別べつ段だん酔よっ払ぱらっている様よう子すではない。黒川は単純に他人に指さし図ずされることが嫌いなのだ。中学時代、うるさい教師を殴なぐりつけたこともあるらしい。

「ピーチクパーチクと癇かんに障さわる」

「それが上うえ原はらのチャームポイントじゃないか。なあ、おまえらももう戻ったほうがいいんじゃないか」

　高たか橋はしは黒川の背中を軽く叩たたいてから、残りの三人の生徒に言った。

「うるせえな高橋」

　酔っ払ったひとりが迷めい惑わくそうに言った。シェルターで共同生活を送っていた時は、高橋に頼りっぱなしだったが、今や黒川という大たい樹じゆに寄より添そい平へい然ぜんと態度を変えている。

「戻ろう」

　そんな男子生徒たちに、黒川が言った。

　八組の三人は素直に従い、黒川も酒の入ったペットボトルを拾ってからパークへと戻っていった。

「やれやれ」

　高橋はため息を吐ついた。

「助かったよ」

　上原が黒川たちの背中を見送りながら言った。

「それは俺おれのセリフだよ」

「え？」

「なんでもない」

「大丈夫だった、蒼あお井いさん？」

　真ま希きが蒼井に声をかけている。

「ええ、大したことないわ」

　蒼井は笑った。そんな表情には、ほんの少しばかりの疲れが混じっていた。

「それにしても、あいつらをなんとかしないと」

　上原は、鳥とり籠かごの周囲に散らばったゴミを拾い集めている。

　高橋はぼんやりと鳥籠を見ながら考えた。どうすればよいのか。状況打だ開かいの方法はないものか。

　上原は、拾い集めたゴミを捨てるため、自分のエリアに戻っていった。

　真希は、蒼井に生活用品を頼まれ、同じくいったんエリアに戻った。

「高橋君」

　蒼井は、真希の姿が見えなくなると声をかけてきた。

「何か分かったことある？　カードゲームのこととか調べていたでしょ」

「なんとも言えないよ。でも、四匹ひきのキャラクターが賭かけているオーレの意味は分かった」

「オーレって、チップ代わりのものでしょ」

「あれは──時間を表現しているんだと思う」

　１オーレ十二時間。そんな時間を賭かけているのでは、と考えついたのだ。それは、できれば蒼あお井いには教えたくはなかったのだが、彼女はうすうす察しているだろう。

「そうかもしれないわね。じゃあ、そのオーレがなくなったらどうなるのかな。時間切ぎれになったら」

「分からない。天使を出し続ければ、なくなることはないってことだけが分かっている」

「でも、妖よう精せいの時間がなくなったら……」

　蒼井は視線を足元に向けた。妖精の時間は確実に減へり続けるのだ。

「落ちるかしら」

　彼女の表情には恐怖の色はない。蒼井のそんな部分に高たか橋はしは惹ひかれているのかもしれない。感情に流されヒステリックに振る舞う同級生とは違い、彼女は自分の感情をコントロールできている。そんな強くも脆もろい存在である蒼井。

「そんなこと、分からないよ。でも、そんなことには……」

　分からないのだ。どうなるかは分からない。高橋は強烈な息いき苦ぐるしさを感じた。

「ねえ、またカードを見せてくれないかな。ゲームに使うカード」

　蒼井は話題をずらした。

　高橋は蒼井に気を遣つかわせたことを恥じつつも、ポケットのカードの束たばを取りだし、蒼井に渡した。

「……天使と人間。どんな意味なのかしら」

　蒼井は、高橋が集めた二種類のカードを一枚一枚めくっている。ふと、蒼井の手が止まった。眉まゆ根ねを寄せてじっとカードの一枚に視線を向けている。

「どうしたの？」

「変なカードが混ざってるの。妙みように厚いカードがあるから調べてみたら、天使カードの後ろにもう一枚張りついていたの」

　蒼井は首を傾かしげて、一枚のカードを高橋に返した。

　高橋はそのカードを見て目を見開く。

「禍まが禍まがしいカードだな」

　こんなカードがあっただろうか。天使カードにぺったりとくっ付いていたため気づかなかったのだ。購こう入にゆうした時に混入したのだろう。

　そのカードには、漆しつ黒こくのマントを羽は織おった銀ぎん髪ぱつの女性が描かれている。女性の背中には蝙蝠こうもりのような翼つばさがある。鋭い瞳ひとみは真まっ赤かに光り、唇くちびるからは牙きばが覗のぞいていた。そして、彼女の開いた右手は、真っ赤な血に染まっていた。

「悪あく魔まのカード」

　高たか橋はしはつぶやいた。これこそ、ゲームを成立させるための第三のカードではないだろうか。

　カードの女性は、唇くちびるを吊つり上げ笑っていた。







「……このカードは少々特とく殊しゆでしてねえ、他ほかのカードは機き器きに入れると回かい収しゆうされますけど、このカードはゲーム後に戻ってくるのですよ。そして、最大の特とく徴ちようはキャラクターのハートの変動です……」

　画面上でウサギが解説をしている。高橋がカードについて尋たずねると、あっけなく教えてくれたのだ。

　高橋は説明を聞いて、ごくりと唾つばを吞み込んだ。このカードは慎しん重ちように扱わねばならない。高橋はルールを要よう約やくしてみる。

　勝ち負けで１オーレずつやりとりする基本ルールは変わらない。しかし、付ふ帯たいルールがあった。

　悪あく魔まカードで勝った場合、負けたキャラクターから１オーレずつもらえると同時に、負けたキャラクターのハートを消しよう滅めつさせることができる。消滅させるハートの数はゲーム開かい催さい回数分。

　悪魔カードだけが場に出て引き分けた場合、全すべてのキャラクターのハートが全て消滅する。

　悪魔カードで負けた場合、勝ったキャラクターに１オーレずつ奪われると同時に、悪魔カードを使ったキャラクターのハートがゲーム開催回数分ぶん消滅する。

　ウサギはそう説明したのだ。

　ハートの消滅。

　この要素の意味が分からない。ハートが消滅することの生徒への影えい響きようは。

　また、一いつ番ばん重要なことがある。

　悪魔のカードの強さ。

　これは重要なことだ。ウサギはそれは教えてはくれなかった。

　天使は人間より強い。悪魔はどうなのか。天使より強いのか、天使と人間の中間なのか、それとも最さい弱じやくのカードなのか。また、さらに別の種類のカードが存在する可能性はある。その場合最さい強きようカードを求めて、カード捜そう索さくがエスカレートすることになる。

　まだ悪魔カードは高橋以い外がいは手に入れていないはずだ。カードを購こう入にゆうしているのは高橋だけだからだ。そんな状況のうちに、悪魔カードの意味を知っておきたかった。

　高橋はテーブルに三枚のカードを並べてみた。このカードに法則があるのかもしれない。

　天使が一いち輪りんの花を握っているカード。

　悪魔が血まみれの手を広げているカード。

　人間がピースサインをしている記念写真のようなカード。

　これらのカードの絵は、何を暗あん示じしているのか。

　高たか橋はしはこの三枚のカードをしばらく見つめてはっとした。この三枚のカードの法則が分かったのだ。

　これは三枚で一セットなのだ。

「……分かった」

「分かりました？」

　高橋の声に反応したウサギが、こちらを見てにやりと笑った。




　　　　　＊




　フロアの混乱は増していた。

　特に上うえ原はらと黒くろ川かわは衝しよう突とつを繰り返している。腕うで輪わという絶対的なルールのため一いつ線せんを越えることはなかったが、それゆえ歯がゆいストレスを溜ためこんでいるようだった。

　黒川たちのそのストレスは弱いものへと転てん稼かされた。

　この場所で一番の弱者。それは蒼あお井いだった。腕輪を外はずしている蒼井は守られるべきルールの外にいる。唯ゆい一いつの防ぼう壁へきは、皮ひ肉にくなことに蒼井の自由を奪う鳥とり籠かごだった。

　高橋が様よう子すを見にいくと、やはり鳥籠のそばにはパークの男子がいた。酒とドラッグに溺おぼれ、下げ品ひんな言葉を蒼井に投げかけている。

　酒に酔よっ払ぱらい、鳥籠の下に空あいている穴に落ちることを高橋は期待していたが、まだそこまで馬ば鹿かになっていないようだった。

　鳥籠の椅い子すに静かに座る蒼井は濡ぬれていた。水をかけられたようだ。セーラー服が蒼井の体にぴったりと張りつき、胸のラインを露ろ出しゆつさせている。それでも蒼井は、冷たい瞳ひとみを闇やみの一点に向け身じろぎもしない。その姿は、ライトを浴びたショーウインドーの精せい巧こうなマネキンのようだった。そんな綺き麗れいな人形で遊びたいという黒川たちの気持ちは、ほんの少しだけ分かる気がした。

　高橋は鳥籠から距離を置き、じっと待っていると、いつものように上原が来て黒川たちの行動を非ひ難なんし始めた。

　上原が黒川に向かって怒ど鳴なっている。ふたりが鳥籠脇わきで衝突し、それを高橋が仲ちゆう裁さいするというパターンができていた。高橋は、できるだけ黒川寄よりで仲裁をしていた。それが、作戦の第一歩だった。

　高橋はタイミングを見計らって鳥籠の前にでた。

「どうした、上原」

「どうしたもないだろう」

　上原はむっとした顔を向けた。

「上原の怒鳴り声で、女子たちがびびってる」

「だからってさ……」

　上うえ原はらが黒くろ川かわを睨にらむ。

「こんな密みつ室しつで、感情的になるなよ。パニックのもとだ」

「そうだ、おまえは騒ぎすぎなんだよ」

　調子にのった男子生徒が言った。他ほかの二人は、やり取りを横よこ目めで見ながらも、床にベタっと座ってペットボトルを口につけている。彼らは八組のグループにいた時は、集団を乱す行動はしなかったが、今や彼らは別の存在なのだ。黒川を中心としたグループの中で、協調して足並みを揃そろえ、こうした態度を取っている。

「なあ高たか橋はし、このままでいいと思ってるのか」

「俺おれから話すから、今回は戻ってくれ」

　高橋は上原に目め配くばせをして言った。

　上原はしばしためらっていたが、高橋に促うながされ渋しぶ々しぶ戻っていく。このフロアの平へい穏おんを保つためとはいえ、黒川を甘やかすことを不満に思っているようだ。

「奴やつの介かい入にゆうにはうんざりだ」

「確かにそうだな」

　高橋は肩をすくめてみせた。振り返ると、相変わらず人形のように固まった蒼あお井いと視線が合った。蒼井はすっと視線をずらした。蒼井の視線に違い和わ感かんを感じた。見られている側を感じさせない、まるでこちらを観察しているかのような視線。

「なんとかならねえか、上原の奴」

　黒川がつぶやいた。

「俺は面白いものを手に入れたよ」

　高橋はにやりと笑って、黒川にカードを一枚渡わたした。

　黒川はカードを不ふ思し議ぎそうに見ている。彼らはまだ、あのゲームのルールも知らないのだ。

　高橋は、黒川に一から丁てい寧ねいにゲーム方法を教えてやった。もちろん全すべてを教えるわけではない。

「これやるよ。ウイスキーくれたお返しだ」

「何が起こるか分からねえだろ」

「誰だれかが怪け我がするわけじゃない。使うんなら一回だけの脅おどしとすればいい。上手うまくいけば誰も、もう文句を言ってくることはなくなる。このフロアも静かになっていい」

　高橋がそう説明すると、黒川はカードだけは受け取った。慎しん重ちような黒川が行動を起こすかは分からない。しかし、黒川は他より上の立場を欲する性格だ。周囲に取り巻きのような人間を集めていることでも、それは分かる。

　その後、黒川たちは蒼井にちょっかいをだしながら酒を吞んだ。黒川自身が行動するわけではなかったが、他の三人は黒川の庇ひ護ごの元もと欲望のままに行動している。黒川は、何も言わずそんな様よう子すを見ているといった感じだった。

　高たか橋はしは黙ってそれに付き合った。水をかけられたり、下げ品ひんな嘲ちよう笑しようを黙って耐えている蒼あお井いの姿を目にして、高橋は怒りと罪ざい悪あく感かんと、ほんの少しばかりの興こう奮ふんを覚えた。

　それからしばらくし、やっと黒くろ川かわたちは自分たちのエリアへと戻っていった。

　高橋は蒼井から視線を背そむけたまま、小さく息を吐はいた。蒼井のほうを見にくかった。

「争いは愚おろかな行為だわ」

　振り向くと、蒼井はタオルで濡ぬれた髪かみを拭ぬぐっていた。ずっと硬こう直ちよくさせていた手足の関かん節せつを揉もみ解ほぐすように伸びをした。濡れたセーラー服から下着のラインが見えた。

「争いって？」

「私のことだったら気にしなくていいわ。彼らはこの籠かごの中には入ってこられないんだから」

「別に蒼井ちゃんのためじゃない。それに、できるだけソフトに解決する」

　うまくいくはずだ。このフロアを安定させ、それと同時にこの鳥とり籠かごを開ける。俺にはそれができるはずだ。高橋はそう決意した。

「どんなにおしとやかに動いても、争いは必ずエスカレートするのよ。小さな火ひ種だねが燃え上がり大きな炎ほのおを呼ぶように」

「経験があるように言うね」

「醜みにくい争いは経験したから」

　蒼井は自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべてみせた。







　フロアの時間は、不ふ穏おんな空気を隠かくして流れていき、第三回ゲームが始まろうとしていた。

　高橋はフロアのフリースペースに立っていた。

「マキマキ、言われたとおり、カードは入れていないな」

「うん、大丈夫よ」

　真ま希きが不ふ思し議ぎそうな表情をしながらも答えた。

「皆がさ、あれを見たいって言うんだけど。綺き麗れいなショーだし」

「分かった、じゃあ遠とお目めからで。黒川たちの件もあるしさ」

　高橋が言うと、真希は素直に従い、レイクのドアの中に入っていった。

　高橋はそれを見届けると、鳥籠方向へと向かった。すでに鳥籠の周囲には、男子生徒の姿がちらほらと見えた。マーケットの男子生徒が出てきているのだ。

　また、その集団から距離を置いて、黒川たちの姿も確認できた。黒川は、鳥籠の脇わきに座って薄うす笑わらいを浮かべている。

　もうすぐ時が来る。

　高橋は鼓こ動どうを早めた。あの悪あく魔まのカード。あれは使いこなせるものなのだろうか。悪魔の力を制せい御ぎよできずに、荒こう廃はいした世界だけが残る可能性もある。

　すでに、四匹ひきのキャラクターは集まっていた。ゲーム開始の十五分前にここに集合するのだ。床に映しだされたキャラクターたちは、仲間たちと無む駄だ話をしたりと楽しげだ。そんなパフォーマンスを、上うえ原はらたちも興きよう味み深ぶかげに見つめていた。女子生徒もエリアから出て眺ながめている。このゲームの時間だけは、険けん悪あくな雰ふん囲い気きは薄れていた。

　高たか橋はしはそんな光景を見て、少しだけ後こう悔かいをしていた。もしかしたら、他ほかの解決方法があったのではないかと。生徒たちを信頼し、まとまって解決策さくを見つけるべきではないかと。

　自分は間違っていたのでは？

　──しかし、もう遅い。

「それでは……第三回ゲームスタートです」

　蒼あお井いの胸に映しだされた妖よう精せいが言った。

「カードの提てい示じ」

　同時に男子生徒たちがどよめいた。

　天てん井じように絵が表ひよう示じされたのだ。一つはにこやかに微笑ほほえむ天使。

　そして、もう一つ表示されたのは、禍まが禍まがしい笑えみを浮かべる悪あく魔ま。

　天井の天使は微笑み悪魔と向かい合った。悪魔は血に染まった手を広げながらゆっくりと天使に近づく。天使と悪魔のそんなシーン。

　高橋は、天使の笑みが消えたのを見た。天使の表情はみる間に凍りつく。悪魔はそんな天使の胸に血まみれの手を押し付けた。

　悪魔は天使の胸に押しつけた手を、ぎゅっと握り込む。天使が悲ひ痛つうに顔を歪ゆがめた。悲鳴が聞こえてくるかのような表情だ。悪魔は天使の心しん臓ぞうを握りつぶしているのだ。天使は握っていた一いち輪りんの花をはらりと落とし、悪魔の足元に崩くずれ落ちた。

「ミャンコ、天使。ミッキー、悪魔。その他のキャラクターは提示なし」

　ミャンコは上原のマーケットのキャラクター。ミッキーは黒川のパークのキャラクターだ。

「よって、ミッキー悪魔で勝ち、ミャンコから１オーレ移動します。同時にミャンコのハートが第三回ゲームなので三つ消しよう滅めつ。全すべてキャラクターは参加料として１オーレずつ消滅。このゲームの開かい催さい料として、私のオーレから１オーレ消滅」

　天井の天使は消えていた。手を真まっ赤かに染めた悪魔だけが笑っていた。

　悪魔は天使より強いのだ。高橋の予想どおり。

「じゃあ、またねー」

　四匹のキャラクターは、高橋の複雑な心しん中ちゆうをよそに無む邪じや気きに挨あい拶さつをして消えていった。同時に天井の悪魔も消滅した。

　ショーが終わり、フロアに微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。その沈黙を破ったのは男子生徒の悲鳴だった。

　声をあげた男子生徒は愕がく然ぜんと立ち尽くしている。

「どうした氷ひ室むろ」

　上うえ原はらが声をかける。高たか橋はしはすぐに気づいた。氷室の足元に落ち、光を冷たく反射している物。それは手首にはまっていたはずのあの腕うで輪わだった。

「腕輪が……外はずれた」

　氷室は怪け我がでもしたかのように左手て首くびを押さえている。上原が急いで腕輪を拾い上げ、氷室の手に装そう着ちやくしようと試みたが、一回外れた腕輪が再びつくことはなかった。

　腕輪の外れた生徒は他ほかにもいた。あと二人の男子生徒も愕然と立ち尽くしている。合計三人の腕輪が外れたのだ。ハート三つぶんと同等だ。第三回のゲームなので、三つの腕輪が外された。

　ハートの消しよう滅めつ。それは、腕輪が外れるという意味だったのだ。

　そんな氷室たちを見て、周囲の生徒はおろおろとしている。しかし、黒くろ川かわは違った。そんな様よう子すを薄うす笑わらいを浮かべて見ていた。

「おまえ、何をした」

　上原が黒川に詰め寄る。

「俺おれはルールどおりにゲームをやっただけだ」

　黒川は平へい然ぜんと答えた。

「あの悪あく魔まっていうのは何だ？」

「さあな」

　高橋は、そんなやり取りを暗がりから見守っていた。

　怒ど号ごうをあげる上原を無視して黒川は煙草たばこを吸っている。周囲の生徒も徐じよ々じよに感情が高まってきたのか、上原に荷か担たんする仕し草ぐさを見せた。

　高橋は、そこで間に割って入った。

「蒼あお井いちゃんだっているんだぞ。こんなところでよせ」

「そんな場合じゃないだろ」

　上原はさすがに興こう奮ふんしている。

「待て、黒川を触しよく発はつするなよ。また、同じことが起こるとは考えないのか」

　高橋はそう囁ささやき上原をなだめ、氷室に近寄る。

「腕輪程てい度ど、なくても大丈夫だ」

「違う。腕輪は、ここでの存在そんざい証明みたいなものなんだ。それがないと、販売機だって使えないんだ」

　氷室は苦しげに首を振った。

「だとしても、ここの食糧事じ情じようが切せつ羽ぱ詰つまっているわけじゃない。とにかく今はマーケットに戻るんだ。あとは俺と上原で話し合うから」

　高たか橋はしはそう言い、何とか氷ひ室むろたちをエリアに戻した。氷室は顔面蒼そう白はくで戻っていく。まるで腕うで輪わが外れた人間の末まつ路ろがどうなるか知っているかのような表情だった。

　マーケットに生徒たちが戻り、鳥とり籠かごの周囲には、黒くろ川かわたちパークの四人と上うえ原はらだけが残っていた。

「もう俺おれに下くだらねえこと言うんじゃねえ」

　黒川は勝ち誇ったように上原に宣言した。ただし、パークのほかの三人は複雑な表情をしていた。少々やりすぎではないかと考えているようだ。しかし、この行動はパーク全体の意い思しだ。もうこの四人は、ひとつのグループとして運命を共にするしかない。

　今この集団は完全に孤こ立りつした。

「行こう上原」

　高たか橋はしは、顔を真まっ赤かにしている上原の背中に手を回し、マーケットへと誘ゆう導どうした。

「どういうことなんだ。あの──悪あく魔まのカード。ゲームでそんなことを言ってた」

　上原は未いまだ混乱と興こう奮ふんがおさまらない。

「すまない、あのカードを渡したのは俺だ」

「なんだって、何故なぜそんなことをした」

「そんなルールがあるとは思わなかった。黒川たちもあのゲームに参加すれば、場が和なごむと思った。だから、珍しいカードを黒川にやった」

「一枚だけか？　じゃあもう使えないのか」

「あれは、特殊なカードらしくて、何回も使えるんだ。だから、黒川はまだカードを持っていることになる」

「なんだよ、どうするんだよ」

「俺が責任を持って対策を見つけてやる。今は冷静になれ」

「対策なんて取れるのか？」

「対策が取れないゲームは存在しない」

「俺は、奴やつらを許さないぞ」

「落ちつけ、俺の考えが正しければ、奴らが調子にのってられるのは、次のゲームまでだ」

　高橋はなんとか上原をなだめた。




　　　　　＊




「あのー」

　高橋は声に目を開けた。ソファーに座ったまま寝てしまったようだ。頭を振って意識を覚かく醒せいさせる。

「なんだよ、ウサッチ」

　声はウサギだった。ウサギは目覚し時計のようなものを持ってこちらを見ている。

「次のゲームの一時間前まえになったら教えろって言ったじゃないですかあ」

　ウサギがむっとした表情で目覚し時計をブンブンと振った。

「そっか、もうそんな時間か」

　高たか橋はしはソファーからがばっと立ちあがった。目の前の壁に書かれた文字が眼めに入った。




　悪魔カード

　　　[image: ]

　天使カード

　　　[image: ]

　人間カード




　紙と鉛えん筆ぴつがないため、真ま希きから口くち紅べにをもらい、高橋がハッチの壁に直じかに書いたのだ。生活用品は口紅まで売っている。

　生徒たちのフォローをした後、ここで考え事をしているうちに、つい寝てしまったのだ。

　混こん沌とんとした雰ふん囲い気きの中、時間だけは冷れい酷こくに過ぎていった。

　今、ワイルドカードは黒くろ川かわの手元にある。みすみす黒川に渡したのは、武器は自分自身で誇こ示じする必要はないと考えたからだ。危機が存在する。そんな事実が存在すればよい。

　そして、その混乱の中、高橋にとっての最良の解決方法を手に入れる。

「起こしてくれてありがとうな」

「それより、壁、汚よごさないで下さいよね」

「はいはい」

　高橋は苦にが笑わらいをしてウサギの表ひよう示じされた画面を見た。

　画面のダイヤ、つまり資金はハイペースで増えていた。十二時間ごとの収入プラス、他のエリアからカードセットの購こう入にゆうがあるため、トレードによる利益が貯たまっている。大いなる選択、というカードセットはハッチのアイテムであるため、トレードシステムを介かいして、このハッチから購入せねばならないからだ。

　悪魔カードの出現による混乱。まず生徒たちは、悪魔カードを手に入れるべく行動した。悪魔のカードは、カードセットに混じっている。レアカードとして、たまに出現するのだ。そんな理解の元、悪魔捜そう索さくが始まった。そこで、黒川たち以外の生徒たちがまとまって悪魔カード探しに尽じん力りよくし、それに伴い高橋のハッチの資金も貯まっていった。

　しかし、まだ、自由への鍵かぎを購入できるまでにはほど遠い。そこまで貯めるには、爆発的な勢いを生じる何かが必要なのだ。

「レイクの生徒が来ましたよ」

　ウサギが言い、続いてドアが開いた。ドアの外には真ま希きがいる。

「どうした、何かトラブル？」

「そんなわけじゃないんだけど」

　真希は首を振る。高たか橋はしは真希と共に外に出た。鳥とり籠かごの方向を確認すると、そこから笑い声などが聞こえてくる。

「俺おれの言ったようにしているか？」

「うん、カードは入れてないよ」

「じゃあ大丈夫。上うえ原はらたちとも意見は統一している。奴やつらが遊んでいる間にさ」

　ゲームの準備は整っている。あとは、結果がどうなるか。

「他ほかの連れん中ちゆうは何をしてる？」

「皆、ケロリン──私たちのエリアのキャラクターと喋しやべってる。カードゲームのルールとか、皆みな気になりだして、悪あく魔まカードのこととかも教えてもらっているの。聞けば答えてくれるから。カードも買ってるけど、天使と人間しか出てこなかったの。上原君のエリアもそうみたい。やっぱり一枚しかないんじゃないかな」

「悪魔カードが見つかったら必ず俺に言うんだぞ」

　一いち連れんの事件で、皆は慎しん重ちようになっている。今までのように、怠たい惰だに時間を消費することはなくなった。ゲームのルールや、悪魔カードの意味も聞いている。他のキャラクターもウサギと同じまでの情報は喋しやべるはずだ。

「この腕うで輪わが外はずれる可能性があるんだよね」

　真希が暗がりの中、壁に寄りかかりながらつぶやいた。

「そんな心配をしていたのか。大丈夫、マキマキの腕輪が外れる心配はない。もしも外れたとしても、問題ないだろ。販売機やシートが使えなくても、他の生徒からもらえばいい」

　腕輪が外れた生徒は、ここのシステムがほとんど利用できなくなっていた。しかし逆にいえば、その程度のペナルティーなのだ。

「でもさ」

　真希は不安げだ。腕輪の現実的な効果より、外れることへの不安が大きいのだ。その他大おお勢ぜいの枠わくから外れてしまう。

「腕輪が外れたら、俺のエリアに来るか？」

「え、どうしようかな。高橋君てすぐにエッチなこと言うからなあ」

「俺は言うだけだけどな。言わない奴らこそ、やることやってるんだよな」

「うちのクラス、カップル多かったもんね。私の家に泊まることにして、旅行に行ったりしてね」

「上原が主しゆ催さいしたキャンプに無理やり参加をさせられた時、夜中焚たき火してたら、いつの間にか俺と上原だけになっていたことがあった。あとの連れん中ちゆうは恋人同どう士しで参加をしてたから、どこだか暗くら闇やみに消えていったんだな。仕方なく俺おれたちもてない者同士で酒を酌くみ交わして語り合ったな。あの時だけは、上うえ原はらがいい奴やつに思えたな」

「上原君はいいひとだよ。他ほかの人の腕うで輪わが外はずれたことに、すごい怒ってたもん」

　氷ひ室むろたち三人の立場は被害者だった。黒くろ川かわ暴ぼう走そうの被害者であり、集団の中で同情を買う存在となっていた。なので、エリアのシステムが使えなくなっても、他の生徒からの保護を受けていた。

「でも、なんか、変な感じになっちゃったね。ギスギスしているし。だったら、下のほうがよかったかもしれない」

「下のほうがもっとギスギスしてただろ。俺はもう、あんな生活は無理だ。どれだけクラスメイトを殴なぐりつけようかと思ったことか」

　シェルターでの序じよ盤ばんの混乱を高たか橋はしは思いだした。ぐずり続ける女子や、パニックに陥おちいる男子。高橋はそんな彼らにうんざりとしていた。感情はコントロールするもので、垂れ流すものではない。何故なぜ、神は人間にこれほど強い感情を与えたのか。制せい御ぎよできる程度の小さなものでよかったはずだ。

「でも、生活は安定していたよ。最初は混乱したけどさ」

「あれは安定じゃない、ただ無む気き力りよくになっただけだ。さらに言うなら、バランスを崩くずすほどの要素が見つからなかっただけだ」

　ここには資源、そして蒼あお井いという弱者もいる。だから摩ま擦さつが起きギスギスと音をたてている。

「でも、この場所は怖い」

　怯おびえというより、甘えたような声だった。

「黒川たちは、あの籠かごがあるから、マキマキたちには関心を向けないだろ」

　このフロアに玩具オモチヤとして蒼井より魅み力りよくのある存在はいないのだ。手が届かないゆえ、ウインドーのきらきらとした商品のように魅力的に目に映る。

「蒼井さんはかわいそう」

「しょうがないさ。マキマキがエッチなことされるよりはいいさ」

　高橋はにやっと笑ってやった。

「そ、そうかな」

「ああ、マキマキのポニーテールを触さわっていいのは俺だけだ」

　高橋が軽かる口くちを叩たたくと、真ま希きは恥ずかしそうに下を向いた。

「そうだよ。触っていいのは高橋君だけだよ」

　真希は高橋の体に頭を押し付けてきた。高橋はそんな真希の頭を撫なでてやりながら、ぼんやりと光る鳥とり籠かごの方向を見つめた。







　約やく一時間後ご、鳥とり籠かごの周囲にキャラクターが集合していた。

　高たか橋はしは画面にウサギがいないことを確認して、鳥籠へと向かった。

　鳥籠の周囲は騒がしい。生徒たちが集まっているのだ。暗がりの中、遠とお巻まきに見つめている女子たち。その内側にはマーケットの男子生徒。さらにその内側から、上うえ原はらの声が響ひびいていた。

「どうなってる？」

「また、始まったよ。だから高橋を待っていた」

　男子生徒のひとりが指差した。そこでは、上原が黒くろ川かわに向かってわめいているいつもの場面があった。

「上原、やめろって」

　高橋は上原の元へと駆け寄る。足元では四匹ひきのキャラクターが喧けん騒そうなどお構いなしにゲームの開始を待っている。

「でもよお」

「見ただろ、あのカード。また誰だれかの腕うで輪わが外はずれたらどうする」

「だからって、黙ってられるかよ」

　上原は黒川を睨にらみつけている。上原は、悪あく魔まのカードの提てい示じの後も、変わらず黒川と対立していた。あの威い嚇かく行為で降こう伏ふくすることはなかった。

　そんな上原に対して、黒川は余よ裕ゆうの表情を浮かべている。

「やっぱり、もう一回痛いたい目見ないと分かんねえよな」

　黒川が言った。そんな黒川を、高橋は横よこ目めで確認しうなずいた。準備は整っている。

　ちらりと鳥籠を見ると、蒼あお井いは胸に妖よう精せいを抱き、温度の低い視線をこちらに向けていた。蒼井の鳥籠だけは凪ないでいた。周囲の不ふ穏おんな空気や感情、そんなドロドロとした風は、鳥籠の中には吹き込まない。

「もう始まるから」

　高橋は上原に目め配くばせをして距離を取る。上原はむすっとしながらも、一いつ瞬しゆんだけ瞬まばたきをした。

「出すカード、相談してくれますか」

　高橋の声に反応したのか、ウサギが言った。

「今回は相談にのれないんだ」

　高橋は口に指をあて、周囲の生徒を静かにさせる。同時に鳥籠の中のスピーカーから声が発せられた。

「それでは、第四回ゲームスタートです」

　妖精の声だ。

　蒼井は周囲の生徒に見えるよう、髪かみをかきあげてから胸をアピールするように晒さらした。胸のふくらみで少々歪ゆがんでいるが、羽は根ねをパタパタと動かしている妖精が確認できた。

「カードの提てい示じ」

　高たか橋はしの心しん臓ぞうが高鳴った。カード提てい示じは、高橋の考えたとおりの組み合わせとなるか。

　天てん井じようを見上げて息を吞む。映像が表ひよう示じされた。

　悪あく魔まと人間。血まみれの手を広げる悪魔に、ピースサインをする人間。そんなふたつの映像。

　黒くろ川かわは、再びカードを使用したのだ。それは、圧倒的優ゆう位いな立場を取るため、威い嚇かく行為ではない武力の行使。

　対する人間のカードを提示したのはマーケットのミャンコだ。高橋が助言したとおりに上うえ原はらも行動し、グループの意見調ちよう整せいを行ったようだ。この状況でよくぞ意見をまとめたものだった。と、いうより、それしか手段はないのだが。

　笑えみを浮かべた悪魔はゆっくりと人間に近づいていく。血に汚よごれた手を人間の胸へと添そえる。

　周囲から悲鳴に似た声があがった。また、先ほどのように腕うで輪わが外はずれてしまう。そんな思し考こうからの悲鳴だ。

　当然だった。人間のカードは天使のカードよりも弱い。そして悪魔は天使よりも強い。当然人間より悪魔が強いという図ず式しきは成立する。人間のカードは最さい弱じやくで、悪魔は最さい強きようのカードなのだ。

　しかし、突とつ如じよ悪魔の動きがぴたりと止まる。その状態から、プツリと糸が切れたかのように悪魔は崩くずれ落ちた。人間は変わらず微び妙みような笑みを浮かべたまま立っていた。

「ミャンコ、人間。ミッキー、悪魔。その他のキャラクター提示なし」

　悪魔対たい人間。高橋の考えが正しければ──

「よって、ミャンコ人間で勝ち、ミッキーから１オーレ移動します。同時にミッキーのハートが第四回なので四つ消しよう滅めつ。すべてのキャラクターから参加料として１オーレ消滅。このゲームの開かい催さい料として、私のオーレから１オーレ消滅」

　悪魔は消滅し、天井に残った人間はピースサインをしたまま微笑ほほえんでいる。人間は悪魔より強かったのだ。

「ああ……」

　誰かの声が聞こえた。脱力したような、それでいて機械的な声。

「ハートが全部なくなっちゃったチュウ」

　ミッキーの声だった。黒川たちパークのキャラクター。第四回のゲームに敗退しミッキーのハートはゼロとなっている。

　ミッキーは立ちあがると、とても悲しそうな表情をした。

「静かに」

　高橋は、動どう揺ようしざわつく周囲に言った。これからどうなるのだ。ここからの行動は、高橋の予測の範はん囲い外がいなのだ。

　ミッキーはとぼとぼと戻っていく。自分のエリアのパークの方向だ。

　他の生徒がミッキーの行動を見ている中、高橋はふとウサギたちに視線をやった。

　他ほかの三さんキャラクターは笑っていた。ゲームの敗者を見送り、優ゆう越えつ感かんを得ているような、そんな傲ごう慢まんで残ざん虐ぎやくな笑いがデフォルメされつつも表現されていた。

「ミッキーが離り脱だつしました」

　妖よう精せいの声だった。

「皆さんこの調子です。上の立場を得られるのは、一つのエリアだけなのです。この調子で、他のエリアのキャラクターを出し抜きましょう」

　妖精は妙みようなことを言った。

　高たか橋はしはミッキーを追って走った。すでに、床ゆかのミッキーの映像は消えていた。しかし、ミッキーの向かった方向に続きの映像があるのではと考えたのだ。

　薄うす闇やみを走ると、ぼやっと光る扉とびらが正面にあった。パークの入り口のドアだ。そこにはミッキーがいた。

　高橋は、はっと立ち止まる。ハートをすべて失ったキャラクターの末まつ路ろだった。扉の液えき晶しよう画面では、ミッキーが首を吊つり揺れていた。

　扉に手を添えてみたが反応せず。このパークが、ミッキーの死と共に封ふう鎖さされたということだろうか。

　ハートは生徒の人数と同時に、キャラクターの生命を表現しているのだ。ハートを失ったキャラクターは死亡する。

　さらに喧けん騒そう。

「……高橋君」

　水みず野の由ゆ香かが高橋を呼びにきた。

「どうした？」

「黒くろ川かわ君たちの腕うで輪わが外はずれちゃって、騒いでるの」

「黒川の？」

「四人ともだと思う。パークの……」

　当とう然ぜん黒川たち四人の腕輪も外れたのだ。第四回のゲームなので、ハートがマイナス四。

「分かったすぐ行く」

　高橋は笑いをこらえながら走った。天てん罰ばつだ。力を乱らん用ようし自じ爆ばくしたのだ。自分の力ちから以上の武力は身を滅ほろぼすのだ。

　走り去る高橋の背後では、ロープに垂れ下がったミッキーが揺れている。そんな不ふ吉きつなシーンを見た女子生徒は、驚きと気き味み悪わるさをミックスさせた複雑な笑えみを浮かべた。










　　　　　＊




[image: ]




　高たか橋はしは床ゆかに書いたゲームの表を確認した。最終的にこの形になることが確認されたのだ。やはり、高橋が予想したとおりの形だった。

　そして、悪魔カードで負け、キャラクター死亡により閉へい鎖さされたパーク。

「トレードも不ふ可かか」

　高橋は画面を確認した。パークのアイテムの購こう入にゆうもできなくなっていたのだ。

「ミッキーさん死んじゃったし、一いつ定てい期間トレード停止になるんですよね」

　ウサギが腕でバツ印じるしを作っている。

　そこまでは健けん全ぜんでよかった。アルコールもドラッグもこのフロアの秩ちつ序じよを保つためには排除するべきファクターだった。

　しかし、災わざわいの芽めは残り、さらに成長していた。今後の課題は、そのバグを、どう消去するか。

「他ほかのエリアの生徒が来ましたよ」

　ウサギが言った。

　開いたドアの向こうに立っていたのは、上うえ原はらと真ま希きだった。

「どうした？」

「今後の対応を話し合いに来た」

「もう大丈夫だろ。今後悪魔カードの脅きよう威いにさらされることはない。悪魔カードはゲーム後に挿そう入にゆう口くちから返へん却きやくされるようだけど、パークは閉鎖された。今後カード購入の際に悪魔が出現したとしても、それを使う奴やつはいないはず」

　悪魔はパークと共に封ふう印いんされたのだ。

　黒くろ川かわたちもろともパークに封ふう印いんされる可能性もあったが、その後どうなるか予よ測そく不可能なので、この結果で良かっただろう。

「でも、どうして、悪あく魔まより人間が強いって分かったの？」

「キャラクターに聞いても、それは教えてくれなかったことだよな。高たか橋はしは何か知ってたんじゃないか。そして俺おれたちに隠かくしている」

「そんな言い方ないよ。高橋君は私たちのために……」

「まあ待て」

　高橋は二枚のカードを見せた。

「ここに天使と人間の二枚のカードがある。そして、悪魔。あの天てん井じように映った悪魔はどうだった？」

「……気き味み悪かったよね。黒い翼つばさに──あと、手が血まみれだった」

　真ま希きは右手を広げてみせた。

「そして、残りの二枚のカード。絵を見て何か気づかない？」

　上うえ原はらと真希は首を傾かしげている。

「人間カードが分かりやすい」

「……あっ」

「分かったのか、マキマキ」

「上原君は分からないの？　はい、高橋君」

　真希は小さく手を上げた。

「マキマキどうぞ」

「これは──チョキです。ピースサインじゃなくてね」

「そ、そうか。じゃあ、天使はグーで悪魔はパーだったのか」

　上原はやっと理解したようだった。

　花を握っている天使のカードはグーを表現。ピースサインをしている人間はチョキを表現。血まみれの手を広げている悪魔はパーを表現している。これは三枚で一セットなのだ。

「だから、人間のカードを提てい示じしろって言ったのか」

　黒川に突っかかる上原を見て、高橋はもう一回黒川が悪魔カードを提示すると読んだのだ。この結果は、高橋の思おも惑わくどおりだった。

「でもさあ、状況は変わってないよ」

　真希は苦にがい表情をして振り向いた。

「今はどうしてる？」

「パークに入れないから、籠かごの周りにいる。相変わらず蒼あお井いさんにちょっかいを出したりしている」

「そうか。腕うで輪わが外はずれたからって、ここからいなくなるわけじゃないからな」

　高たか橋はしは思った。確かに、蒼あお井いの言うとおり争いは醜みにくい。力に対して力で解決を図はかったこの行動。残ったのは憎にくしみだけだった。混乱の火ひ種だねはくすぶり続けている。

「なにのんきなこと言ってる。もとはといえば、高橋がカードを渡したからだろ」

「待ってよ上うえ原はら君。高橋君だって、悪わる気ぎがあった訳じゃないよ」

「でも、あいつら、物を分けてくれって頭を下げるならまだしも……」

　上原は焦じれている。腕うで輪わが外はずれ、物資購こう入にゆうの権利が消失したのだ。明らかに立場はあちら側の方が下だ。しかし、黒くろ川かわたちは依い然ぜん、強気の態度を保っている。

　フロアは混乱していた。混乱の因いん子しは歪ゆがみだろうか。立場が下である人間が、そうであるように振舞っていない。そんな歪んだ状況がフロアのバランスを崩くずしている。

「悪かった。俺おれの責任だよ」

　高橋は素直に頭を下げた。

「い、いや、悪いのはあいつらだ。高橋にだって、計算違ちがいはあるよな」

「そうだよ、高橋君が謝るなんて、らしくない」

「どうすればいいかな。さすがの俺でも、どうすればいいのか分からない」

「皆で考えようぜ。黒川たちの態度を許しておくわけにはいかない」

　上原が言った。

「じゃあ、どうするってんだ？」

　上原を突き飛ばして、高橋だけしか入れないはずのハッチに入ってきた生徒がいた。

　その生徒は、高橋の胸むな倉ぐらをつかむと、そのまま壁に押しつけた。真ま希きが悲鳴をあげた。

　高橋の胸倉をつかんでいるのは黒川だった。

「俺をはめたようだな」

　黒川はぎろりと高橋を睨にらみ付ける。強烈な力に、高橋のワイシャツのボタンがぶちっと吹っ飛んだ。

「やめろ、黒川」

　上原がエリアの外から叫んだ。

「黙ってろ少年」

「上原いいから。マキマキを連れて戻ってくれ」

　高橋は怯おびえる真希を見て言った。上原はしばし迷っていたが、真希を連れて戻っていく。

「とにかく離してくれ」

　黒川は依い然ぜんぎらついた表情のまま、胸倉をつかんだ手だけを離した。

「おまえのせいで酒も吞めなくなった」

「俺もルールに精せい通つうしていたわけじゃない。それに、あのカードを二回も使うとはな。一回限りの脅おどしにしておけばよかったんじゃないか？」

「俺は下くだらねえ言い訳を聞きにきたんじゃない。それに、カードは奴やつらが勝かつ手てに入れやがった」

　二回目の悪あく魔まカードを提てい示じしたのは黒くろ川かわではないようだ。残りの三人が、調子にのって武力をアピールしたかったのだろう。空からっぽの人間ほど、自分以上の力を誇こ示じしようとする。

「物資はもらえるだろ。エリアにも自由に入れるようになった。生活に不自由はないはず」

「俺おれのエリアの物資は？」

「パークの嗜し好こう品ひんなんかは購こう入にゆうできなくなったが、再び回復するかもしれない。それまで待ってればいい」

「頭を下げ続けて、ここのフロアに居させてもらえってか？」

「今だって頭なんか下げてないだろう」

「高たか橋はし、おまえ勘かん違ちがいしてないか。おまえの嫌いや味みを聞きに来たんじゃねえぞ」

「勘違いなんてしてない。殴なぐっていいぞ。俺は抵抗できないんだからな」

　高橋は左手の腕うで輪わをアピールした。

「分かってないのはおまえらだよ。さっき、俺を壁に叩たたきつけたが、本来ならあの行為はペナルティーだ。しかし、なんのお咎とがめもなし。分かるかこの意味が。俺はおまえに一方的に殴られようと耐えているしかない。……そんな弱い立場は理解しているつもりだよ」

「なるほどな。このフロアでは、腕輪をしていない人間が一番強いって考え方もあるな」

「なあ、あまり無む茶ちやするな。この場所は何とかバランスを取っている状態なんだ。特にあの三人は調子にのるだろ」

「知ったことか」

　黒川は高橋を乱暴に突き飛ばして出ていった。

　壁にぶつかった高橋は、ため息を吐ついてからエリアの外に出た。そこには、様よう子すを見に来たらしい数人の男女が、出ていったばかりの黒川を避けるように立っていた。

「高橋君、大丈夫？」

　怯おびえた表情の水みず野のが声をかけてきた。

「俺は心配ない」

「私たちは、どうすればいいかな」

「水野さんは皆を連れてエリアに戻ったほうがいい。男子も上原の指し示じを仰ぐこと。状況が変化したから」

「黒川たちは、どうなる？」

「大丈夫だって。なんだかんだいって同じ学校の生徒だろ。あっちだって無茶はしない。こっちもある程度のフォローをすればいい」

　高橋は男子生徒にそう言い、それぞれのエリアに戻した。クラスメイトは怯えていた。このフロアの異い物ぶつを感じ取っているのだ。

　周囲に生徒がいなくなると、高橋はぐったりと壁に寄りかかった。これからさらにバランスが崩くずれるはずだ。もう崩れた積み木を積み直すことはできはしない。

　高たか橋はしはちらっと鳥とり籠かごの光を見てから、尻しりポケットのスタンガンを確認するように握りしめた。
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　ぎりぎり保たれていたフロアの秩ちつ序じよはあっさりと崩ほう壊かいした。

　あの第四回のゲームから六時間ほどしか経過していない。しかし、その間に積み上げた安定というブロックは突き崩くずされた。

　黒くろ川かわたちは勝かつ手てにエリアに出入りするようになり、脅おどして強ごう引いんに食べ物や飲み物を要求した。当然、生徒も上うえ原はらを中心に反抗したが、上原は黒川に殴なぐられたうえ、抵抗した時の暴力ペナルティーとして、手首が切り落とされるほどまで腕うで輪わを絞めつけられた。

　争いの帰き趨すうはあっけなく決してしまったのだ。

　しかし、それで終わりではない。立場の有利さを感じた黒川サイドは、さらに態度を大きくした。

　黒川以い外がいの三人は、ずっと八組で節せつ制せいを強しいられ耐えてきた。そんなストレスがここで爆発したかのように暴ぼう挙きよに出た。手持ちの残りの酒を吞みながら、女子生徒にもちょっかいを出すようになった。

　そんな行動がさらに混乱を加速させる。しかし、抵抗はできないのだ。だからといって、自ら腕輪を外はずす決意はできない。

　混乱は続く──

「ちくしょう……」

　上原が歯ぎしりをしている。口元は血が滲にじみ青いあざができていた。

「結けつ構こうやられたな。もうこれ以上抵てい抗こうしないほうがいい」

　高橋と上原は、距離を置いて鳥籠を見ていた。

「腕輪を外している奴やつらが頑がん張ばれば……」

「それは言うな。黒川は中学時代は真面目まじめに空から手て道場に通っていたらしいしな」

　抵抗する方法がないわけではないのだ。第三回ゲームで腕輪を外された三人の生徒がいる。彼らも腕輪が外れているのだから、抵抗しても腕輪のペナルティーはない。しかし、黒川の存在もあり、正面から反抗することはできなかった。

「おとなしくしてるだけならまだいい。でも、あの態度は許せねえ」

　上原の怒りはもっともだった。

　腕輪を外されたマーケットの生徒三人。その中の氷ひ室むろ以外の二人は、あっさりと寝ね返がえった。黒川の誘いにのり、他の生徒に圧力をかける側にまわったのだ。

　群むれの数に比ひ例れいして暴ぼう走そう行こう為いも増す。罪ざい悪あく感かんは群の数で割られ、暴走の正当性は群の数だけ増す。

　鳥籠の周りでは、腕輪を外した六人がひとつのグループとして騒いでいる。団だん結けつ力を高める宴うたげを開いているのだ。

「腕うで輪わが外はずれてから数時間なのに、何でこんなに暴れられるんだ。クラスメイトを傷つけて」

「数時間じゃないからだよ。俺おれたちはすでに十日以上も密室に閉じ込められ精神的に痛めつけられている。この数時間はただのきっかけにすぎない。今までの十日は助じよ走そう期間で、このきっかけで一気に不満が爆発した」

「こうなったら、腕輪を外すしかない。それで戦う」

「それはダメだ。さっきもそうだっただろう。報ほう復ふくは憎にくしみしか生みださない。暴力では絶対に安定は取り戻せない。報復は連れん鎖さする。湾岸わんがん戦争だってそうだったろ。今回だって取り返しのつかないところまで、暴力がエスカレートする可能性が高い」

「じゃあどうする。そろそろ下の生徒を呼んでくるか。あと三クラスいるんだ」

「腕輪をしている生徒をいくら呼んでも状況は改善しないだろ。いいから落ち着け。上うえ原はらが正面から争ったら、奴やつらに暴力の正当性を与えることになる。奴らはまだ、ぎりぎり良りよう識しきがある。男子を殴なぐったり、女子に抱きついたり。それでも、死人も出ていないし、レイプされているわけでもない」

「……すごいこと言うな」

「当然あり得ることだろ。それに、黒くろ川かわの挑ちよう発はつにのってここまで混乱をエスカレートさせたのは、上原の責任でもある。だからここはこらえて、腕輪を外すこともやめること」

「こらえて、状況が好こう転てんすればいいんだけどな」

　上原は吐はき捨てるように言った。

　その数時間後ご、上原の危き惧ぐどおり、状況は全く好転していなかった。さらに悪あつ化か、混乱。

　今まで抑えつけていた欲望が一気に破は裂れつしたように、暴走は加速していた。

　女子生徒の悲鳴が薄うす暗ぐらいフリースペースに響ひびく。女子たちが生活しているレイクの出口から、数人の女子生徒が逃げだした。

　腕輪を外した男おとこ数人が、レイクの中に入って暴れているのだ。卑ひ猥わいな笑い声がエリアの中から聞こえた。レイクの外では、スカートを脱がされたらしい下着姿すがたの女子が泣いている。

　また、フリースペースで、逃げる女子をふざけて追いかける男子生徒数すう人にん。捕まった女子は服を脱がされ悲鳴をあげている。また、そんな行動を見て、怒り立ちふさがった腕輪つきの男子生徒は、一方的に殴られていた。

　そんな反吐へどの出るような光景を高橋は冷静に見つめていた。

「高橋君！」

　ハッチ前に走ってきた女子生徒がいた。

「……マキマキ」

　真ま希きは激しい勢いで高橋の胸に飛び込む。スカートは穿はいておらず、シャツからは白い上うわ腿ももが無む防備に見えている。

「もうやだ……」

　腕うで輪わのない男子生徒は遊び感覚なのだ。しかし、逆の立場からすれば、強烈な嫌けん悪おと恐怖。女子たちも、本気で抵抗せずに、あしらってればよかったが、過か敏びんすぎるほどの反応が、彼らを触しよく発はつしたのだ。抵抗する腕輪をしている側の男子生徒の存在も暴走を加速させた。暴走行こう為いのエスカレートは、感情をコントロールできなかった、このフロア全ぜん生徒の責任だ。

「高たか橋はし、マキマキをよこせよ」

　真ま希きを追いかけてきたらしい、二人の男子が高橋の前に立った。シェルターでは高橋に頼りっぱなしだった生徒の態度の面おも影かげはない。

「マキマキでなにする？」

　高橋は真希を抱きしめながら聞いた。

「鳥とり籠かごの前でヌードショーでもやろうかなって。皆で相談したら、マキマキがいいってなってさ」

「高橋君……」

　真希は顔を歪ゆがめこちらを見上げている。

「皆で下着姿すがたを楽しむのか？」

「下着の下を楽しもうと思ってさあ。もう皆みな集まってる。特別に高橋も見てもいいぜ」

　クラスメイト、いや、元クラスメイトの男子は平へい然ぜんと笑っていた。高橋はそんな彼らを見て、何故なぜか笑ってしまった。

「分かった」

　高橋は、硬こう直ちよくする真希を突き飛ばすように彼らに渡した。

「た、高橋君？」

　真希は驚いたように目を見開いた。

「高橋の許しが出たから行こうぜ」

　二人の男子生徒は、真希を両サイドから抱えるように、鳥籠へと引っ張っていく。

「なんで……高橋君まで」

　水みず野のが信じられないといった表情で見つめている。いつのまにか近くに来ていた女子生徒たちが、非ひ難なんの視線を向けていた。

　高橋は連れ去られた鳥籠方ほう向こうをチラッと見ると行動を開始した。

「いいか、女子は女子で一いつ箇所に固まれ。そうしたら動くな」

　高橋はそう言うと、マーケットに向かって走った。すぐにマーケットの前で焦じれている上うえ原はらを見つける。絶対におとなしくしているよう言っておいたのだ。

「高橋、もう腕輪を外はずすぞ」

「聞け、俺の言うとおりにするんだ」

　高橋は上原の胸むな倉ぐらをつかむと、今後の行動を手て短みじかに説明した。

「……並へい行こうして、男子生徒もまとめるんだ。連れん携けいが必要だ、分かったな」

　高たか橋はしは上うえ原はらをマーケットに押し込むと、今度は鳥とり籠かごに走った。

　鳥籠の周囲を確認すると、六人。このフロアの背はい反はん勢力が全員集あつまっていた。

　鳥籠の脇わきで、真ま希きを囲んで手を叩たたいている。

「ぬーげ、ぬーげ、ぬーげ……」

　間ま抜ぬけな掛け声と手て拍子の中心では、真希がシャツと下着だけの姿でぽつんと立って呆ぼう然ぜんとしている。

　高橋は状況の確認をする。まだ準備は整っていないようだが、ヌードショーが行われるうちに、混乱の第一段階は収しゆう束そくするはずだ。

　高橋は真希を視し界かいに入れながら、自分の感情を制せい御ぎよした。怒りや嫌けん悪お感かん。そんなマイナスの感情は消去。すべて消去され理性だけ残れ。

「彼女が嫌がってるわ。程度の低い行動はやめなさい」

　毅き然ぜんとした声は鳥籠からだった。鳥籠の中の蒼あお井いの表情は冷たい。

　高橋はどきりとした。あんな状態で蒼井が意見するとは思わなかった。当然、彼らの興きよう味みの矛ほこ先さきは蒼井へとシフトする。

「蒼井さんが脱いでもいいぜ。彼女の代わりに」

　言ったのは黒くろ川かわだった。黒川は乱らん痴ち気き騒ぎの外で静かに座っていたのだが、蒼井の介かい入にゆうに口をはさんだ。

「いいわ、それで気がすむのならね」

　蒼井はすっと立ちあがった。鳥籠が小さく揺れた。

　手拍子も掛け声もやみ、蒼井に視線が注そそがれている。そんな中、蒼井は平へい然ぜんと視線を受けとめ、スカートのホックに手をかけた。

　蒼井の冷たい視線は、見られている側を感じさせなかった。周囲で好こう奇きの視線を絡からみつかせている男を観察しているかのような。

　蒼井は、ストンとスカートを足元に落とした。

「やめろ」

　高橋は進みでてしまった。

　周囲の彼らは蒼井に視線を絡みつかせたまま、横よこ目めで高橋を睨にらみ付けた。

　すぐに真希が高橋の元に逃げてくる。

「来てくれると思った」

「マキマキ戻ってろ」

「でも……」

　真希はチラッと蒼井を見た。

「勝かつ手てなことすんなよな、高橋」

　邪じや魔まが入ったことに、ひとりが声を荒あらげる。

「何かあったら、これで身を守れ。安全装そう置ちはないから、このボタンを押すだけでいい」

　高たか橋はしは囁ささやき、真ま希きの手を握った。

「勝かつ手てなことするなって言ってるんだよ」

　男子生徒が真希の手をつかんで乱暴に高橋から引き剝はがした。

「俺おれたちはクラスメイトじゃないか」

　高橋は、八組のクラスメイトに諭さとすよう語りかけ、鳥とり籠かごへと近寄る。

　しかし、彼らが返した言葉は──

「もともと、気に入らなかった」

「俺たちとは違うって感じだったもんな」

「ずっとむかついてた」

　彼らは口々にこのような感じの言葉を投げつけた。これが本ほん音ねなのだろう。学校の教室という密みつ室しつで全すべての生徒は演技をしていた。それぞれの役割を演じていた。それだけの関係だったのだ。

「気が合うね。俺もおまえたちは好きじゃなかった。確かに俺とおまえたちは違うよ。いっしょにしてほしくない」

　高橋は言った。

「よお高橋、このまま戻ったほうがいい。上うえ原はらのように無む駄だに殴なぐられることはないだろ」

　声は、ゆったりと立ちあがった黒くろ川かわのものだった。

「戻っていいよ。別に見られたって減へるもんじゃないし」

　蒼あお井いはすらりと伸びた足を露ろ出しゆつさせた状態で高橋を見ていた。

「そんなことさせられないよ」

「子供の頃は、近所の男の子たちに裸はだかにされたりしたわ」

「今の体とは違うじゃないか。──子供の頃のにも興きよう味みはあるけど」

「私は嫌じゃないから、大丈夫よ」

「俺が嫌なんだ。蒼井ちゃんの体を誰だれにも見せたくない」

　高橋は鳥籠を挟んで蒼井と見つめ合った。

「おい」

　男子生徒のひとりが高橋の服を乱暴につかんだ。

　その時、フラッシュのような光が点てん滅めつし、フロアに悲鳴がこだました。

　腕うで輪わをしていない生徒たちが、ぎょっとした表情で振り向く。そこには、うずくまって体を震わせる男子生徒と、悲ひ痛つうな表情で立ちすくんでいる真希の姿があった。

　男子生徒は床に這はいずり体を痙けい攣れんさせ、ぼたぼたと涎よだれを垂らした。そんな状態のまま目を見開き、低いうめき声をあげ続けている。電気ショックで体の自由が利かないのだ。

　真希はスタンガンを握りしめ、高橋を非ひ難なんするように見つめていた。

「動くな」

　高たか橋はしは自分の服をつかんでいた男子生徒の首くび筋すじにスタンガンをあてた。

「なんだよ、危ないだろ」

「危ないよ。首にヒットすると確実に意識が飛ぶ」

「それは何だ？」

　混乱している生徒の中、黒くろ川かわの声は低く響ひびいた。

「スタンガン。ハッチのアイテムのネメシスの電でん光こう」

「暴力行こう為いは禁きん忌きのはずだろ」

「このスタンガンにもそう説明があった。生徒には使用できないって。でも……」

　腕うで輪わを外はずした生徒は、生徒ではないのだ。腕輪という権利を外したことで、生徒として庇ひ護ごを受ける権利が消失する。それに、この十二時間の彼らの行為自じ体たい、すでに学校の生徒としての行動を踏み外している。彼らはすでに他ほかの存在だ。

「単たん発ぱつだろ、それ。俺おれもハッチの武器は調べた」

「腕輪をしていないと使えないけどな」

「やってみろよ。そいつにスタンガンを使った瞬しゆん間かんに、おまえを取り押さえることはできる。ここまでやったんなら、相そう応おうの覚かく悟ごはできているんだろ」

　黒川は高橋をじっと睨にらんだまま、隙すきを窺うかがうように忍しのび寄る。周囲の生徒も同調し、高橋を取り囲む仕し草ぐさを見せた。

「おまえらも相応の覚悟はできてるんだろ」

　声を聞き、高橋はふっと息を吐はいた。上うえ原はらがスタンガンを構えており、その背後には同じくスタンガンを持った男子生徒が立っている。

　あれからスタンガンを購こう入にゆうし、腕輪をはめている男子生徒に配ったようだ。この短い時間で生徒たちの意い思し統一をした上原の動きはさすがだった。

　腕輪をしていない生徒たちは、それでも強気の姿勢を崩くずさずにいる。あっけなく反はん転てんした立場をまだ理解しきれていないのだ。上原に悪あく態たいを吐つく生徒たち。

「分かった、降こう参さんする」

　しかし、黒川はあっさりとそう言った。

　黒川の態度に、他ほかの五人もすぐに同調。態度を急きゆう変へんさせる。上原はスタンガンを構えたまま彼らを囲んだ。

　高橋は少々意い外がいに感じた。ここでもっと混乱があると思ったのだ。黒川の状況判はん断だん力りよくが高いのかもしれない。劣れつ勢せいである状況を鋭く感じ取ったのだ。

「もう何もしない」

　ひとりがへらへらと言った。その表情はゲームに負けてしまった、と、そんな笑いだった。

「いや、おまえらはやりすぎた。このまま許すわけにはいかない」

　上原は当然のように言った。

「いいぜ、それでバチンとやってくれ」

　黒くろ川かわは平へい然ぜんとしている。

　黒川に憤ふん怒ぬの表情を向けていた上うえ原はらは、ちらりと高たか橋はしを見た。意見を求めているようだ。

「とりあえず、このフリースペースに出しておくわけにはいかない。だから──エリアに入れておこう。しばらく出さない。ある程てい度ど反省したと分かったら許してやろう」

「どこのエリアに？」

「俺おれのハッチでいいよ。もともと俺ひとりだったし。食べ物は俺が運んでやるから。それでいいな、黒川」

「ああ、俺は選べねえ」

　黒川はうなずいたあと、にやりと笑って上原を見た。

「高橋のシナリオどおりか？　あのカードを渡したのは高橋だぜ。これで、上原をおとなしくできるって渡された」

「高橋から、カードをおまえに渡したことはすでに聞いている。だから高橋もこの混乱の責任を感じていた」

　上原は黒川の言葉に耳を貸さずに、六人をハッチ方向に促うながす。

「おまえたちも一緒だ。それは当然だろ」

　困こん惑わくしている二人に上原が言う。その二人は、もとマーケットの男子生徒。腕うで輪わが外はずれたことで、黒川たちに途中から同調したのだ。彼らは、途中参さん加かだから罪が軽くなると考えたのだろうか。

「皆で囲んで連れて行こう。それで見張りをつける」

　上原がてきぱきと指示を出し、六人をハッチに運んで行く。未いまだに体を痙けい攣れんさせうめき声をあげる生徒にも肩を貸し、囚しゆう人じんを運ぶように、慎しん重ちように囲んで移動していった。

「もっと早く解決できたんじゃないかしら。そうすれば、生徒同どう士し憎にくしみ合うことなく……」

　高橋は蒼あお井いを向いて、すぐに視線を逸そらした。蒼井はぺたんと椅い子すに座ってスカートを穿はいていた。

「大丈夫だった、蒼井ちゃん」

「私より、彼女」

　蒼井はちらりと視線を投げた。視線の先には、真ま希きが呆ぼう然ぜんと立っていた。

「もう済んだから安心しな。マキマキもスカートを穿きに戻ったほうがいい」

　高橋は優やさしく声をかけ、真希の頭をなでてやった。

「ありがとう。私のことも心配してくれて」

　真希は硬い表情のまま、レイクの方向へ走り去った。

「私のことも心配してくれてありがとう」

　ひとり立ち尽くす高橋に、蒼井が皮ひ肉にくっぽく笑いかけた。

「当然だよ。俺おれは蒼あお井いちゃんのことを……」

　本当は黒くろ川かわたちにスタンガンを向けるつもりはなかったのだ。しかし、蒼井の危機につい飛びだしてしまったことは事実だった。蒼井の前だと感情の制せい御ぎよができなくなる。

「……キッドマンの次に好きだから？」

「違うよ。さっきの蒼井ちゃんの綺き麗れいな足を見て、ランキングが上がった。ニコール・キッドマンを抜かして現在げんざい二位」

「どうすれば松まつ浦うら亜あ弥やを抜かして君の一位になれる？」

　蒼井は立ちあがりガラスのような双そう眸ぼうを向けた。

「蒼井ちゃん……」

　高たか橋はしは蒼井に引き寄せられるよう鳥とり籠かごに近づいた。

「あっ」

　高橋が鳥籠に手を伸ばそうとした時、蒼井が声をあげた。蒼井の胸に妖よう精せいが出現したのだ。

「こんにちは」

　妖精は蒼井に挨あい拶さつをした。

　周囲を見ると、やはり集まっていた。四匹ひきではない。すでに死んだネズミを抜かした三匹のキャラクターが集合している。

　第五回ゲームの開かい催さい十五分前なのだ。

「ウサッチ、久しぶりにゲームに参加できるな」

「出すカード、指示してくれてありがとうです」

　床ゆかに表ひよう示じされたウサギが笑った。

　そんなゲームの開始合あい図ずを感じとって、次々と生徒たちが集まってくる。女子生徒たちも災わざわいの原因が排除されたことを知り、安あん堵どの表情を浮かべていた。

「どうなってる？」

　高橋は、戻ってきた上うえ原はらに聞いた。

「ハッチに押し込んで、二人に見張らせている。見張りは交代制せいだな」

　周囲を見ると、男女とも笑顔を取り戻していた。クラス内のカップルは危機を乗り越えて、周囲の視線を気にせず抱き合ったりとしている。

「そういえば、上原エリアはカードは？」

「そんな余よ裕ゆうなかったな。誰だれか入れたかな。分からない」

「どう？」

　高橋はそばに立っていた水みず野のに聞く。

「えっと、もう心配はないからって誰かが天使カード入れたって言ってたけど……駄だ目めだったかな」

「オーケー。もう悪あく魔まカードはないからそれでいい。だからグーの天使を出してればオーレは減へらない。オーレの意味はよく分からないけどさ」

　高たか橋はしはうなずいてやった。混乱で悪あく魔まカードのことは生徒の頭の中から消えている。悪魔より大きな混乱があったからだ。そして、その混乱が排除されたことへの安あん堵ど感かんが、思し考こうを麻ま痺ひさせている。

「ありがとうね。上うえ原はら君と高橋君のおかげだね」

　水みず野のは笑った。そんな表情を見て、高橋の胸がズキンと痛んだ。お礼を言われる行動など取っていないのだ。そして、これからも。

「高橋のおかげだよ。スタンガンの使い方に気づいてさ」

「いや、上原のおかげだよ。あれだけ迅じん速そくに皆をまとめて行動できるなんて、普段の信しん頼らい関係があるからだよな」

「いやいや、オール10高橋のおかげだよ」

「いやいやいや、闘とう将しよう上原のおかげだって」

「それでは……」

　妖よう精せいの声だった。

「早くないか？　まだ十五分も……」

　高橋は首をひねった。

「それでは、ゲームも三分の一が終わったということで、改めてルール説明を行いたいと思います」

　上原が口をつぐみ妖精を見る。高橋もじっと蒼あお井いの胸むな元もとを凝ぎよう視しした。

「皆さん知ってのとおり、このゲームは三種類のカードを出し合い、勝ち負けを競きそうものです」

　キャラクターがゲームをしているという設定を無視し、生徒たちに説明をしている。今までの四ゲームは、デモプレイのようなものだったのだろうか。これから、本格的な生徒同どう士しのゲームの本番が始まると。

　周囲の生徒たちも妖精の言葉に聞き耳を立てている。

「ゲームは十二回戦です。すでに四ゲーム終わりました」

　それは予想できたことだ。妖精の初回の持ちオーレが12ポイントだっだからだ。参加料を毎回引ひかれるので、十二回しかゲームを開かい催さいできないことになる。

「オーレの説明をいたします。オーレとはゲームに使用するチップです。ゲーム開催中、オーレがマイナスになった場合、エリアが閉へい鎖さされてしまいます。でも安心して下さい。借金もできますから。ハート一つを担たん保ぽに１オーレ換かん金きんいたします」

　オーレが全すべてなくなった後は、ハートが減っていくということだ。ひとりずつ腕うで輪わが外はずれていくと。

「担保もなくなり、オーレが全て失われた場合、エリアは閉へい鎖さされてしまいます」

　パークの閉鎖。ハートが全て失われても閉鎖となる。

「十二回戦終しゆう了りよう時じ、キャラクターが複ふく数すう残っていた場合、ドローとなります。鳥とり籠かごはリセットされ、新たな生いけ贄にえが入った後にニューゲームが始まります」

　高たか橋はしははっと蒼あお井いを見た。蒼井は生け贄なのだ。新たな生け贄が入った時に次のゲームが行われる。だとしたら、蒼井はどうなるのか。鳥籠のリセット。頭に浮かぶ鳥籠の転てん落らく。

　キャラクターが複数生いき残ると、蒼井は救われないということか。

「残ったキャラクターが一つの場合、そのエリアの生徒は、他ほかの生徒よりも上の立場を約束されます」

　周囲の三匹びきのキャラクターがぱちぱちと手を叩たたいた。

　上の立場？　どういった意味なのか。

「ですから、皆さん頑張がんばって出し抜いて下さいね」

　妖よう精せいは声のトーンを少々低くしてそう言った。周囲に不ふ穏おんな空気が流れた。疑ぎ心しん暗あん鬼き。出し抜こうと考えているのではない。出し抜かれるのでは、との考えがよぎったのだ。

「最後に皆さんの興きよう味みがあるだろう、悪魔カードについて説明いたします。悪魔カードを破は壊かいしたりダストシュートから破は棄きしたりすることは禁きん忌きです。悪魔カードの使用方法は他の二種類と同じですが、悪魔カードを挿そう入にゆうした場合、他のカードが何枚入はいろうと、悪魔カードが優ゆう先せんされます……」

　妖精は悪魔カードの説明を始めた。それは、高橋がウサギから得た情報の範はん疇ちゆうだった。当然、他のエリアの生徒もこの情報を知っているだろう。しかし、高橋は妖精の最後の言葉に驚きよう愕がくした。

「……悪魔カードは三枚あります。すでにフロアに出現し誰だれかの手元にあります」

　生徒たちがどよめいた。あの災わざわいのカードが一枚だけではないと分かったからだ。視線を交差させる生徒たち。疑心と不安。協調してカード購こう入にゆうを進めた上で、悪魔カードは見つからなかったはずだ。それとも、誰だれかが噓うそをついていたのか。そして、誰かの手元にカードがあるのか。

「三枚目のカードがあるのか」

　高橋はつぶやいた。

「それでは、第五回ゲームスタートです」

　様々な思し考こうが混こん濁だくする中で、妖精は平へい然ぜんとゲームのスタートを口にした。周囲の生徒は啞あ然ぜんと立ち尽くしている。思し考こう停てい止し状態。高橋は身じろぎせずにゲームの成り行きを見守った。

「カードの提てい示じ」

　妖精が言った瞬しゆん間かん、悲鳴が沸わき起こった。

　悪魔の出現だった。

　天てん井じようには、悪魔と天使が表ひよう示じされていた。

「ウサッチ悪魔、ケロリン天使。その他のキャラクター提示なし」

　全すべての生徒の視線が高たか橋はしに注そそがれた。

「高橋、おまえ……」

　上うえ原はらが愕がく然ぜんと高橋を見た。

「違う。俺おれは入れてない」

　高橋は強こわ張ばらせた顔を横に振った。

「よってウサッチ悪あく魔まで勝ち、ケロリンから１オーレ移動します。また、第五回ゲームなので、ケロリンのハートが五つ消しよう滅めつします。全てのキャラクターは……」

　高橋は妖よう精せいの説明を聞き終わる前に駆けだしていた。硬こう直ちよくする生徒たちを避け、ハッチにダッシュする。

　ハッチには黒くろ川かわたち六人がシートに座っており、駆け込んできた高橋に奇き異いの視線を向けた。

　高橋は六人を無視して、カード挿そう入にゆう口ぐちを見る。ちょうどカードが挿入口から飛びだした時だった。手にとって確認してみると、カードには悪魔が描かれていた。

　ウサギがこの二枚目の悪魔カードを行使したのだ。

「よお、またなんかたくらんでるのか」

　高橋は、声をかけてきた黒川を無視してハッチの外に出た。

　当然のように、フリースペースではパニックが広がっている。第五回ゲームでの悪魔の呪のろいは、五人の生徒を消しよう滅めつさせたはずだ。

　十五人のレイクの女子生徒のうち五人の腕うで輪わが外はずれたのだ。

　鳥とり籠かごの横で、呆ぼう然ぜんとしている真ま希きがいた。

「マキマキ、外れたのか？」

　高橋は真希の左手をつかんだ。

「私は、大丈夫だったけど……」

　悪魔の選択は、真希以い外がいだったようだ。真希の左腕には腕輪が冷たく光っていた。

　腕輪が外れた生徒はすぐに分かった。皆、必死で腕輪をつけ直そうとしている。それを見て高橋は、戦争映画で爆ばく風ふうでちぎれた腕をつけ直そうとしている、そんなシーンを思いだした。

　水みず野のも愕がく然ぜんとした表情をしている。彼女は外れた腕輪を手に取り、腕に巻きつけ足搔あがいていた。それは残ざん酷こくな光景だった。

　周囲の生徒は当とう然ぜん高橋に詰め寄ってくる。悪魔カードを提てい示じしたのは、高橋のキャラクターのウサギなのだ。

「確かに悪魔カードがあった。俺のハッチに」

　高橋は手に持った悪魔カードをアピールした。そんな高橋に向けられる冷たい非ひ難なんの視線。

「高橋がやったんじゃないんだろ」

　上原の声が震えている。

「もちろん俺は入れていない。でも、カードは確かにハッチの挿入口から出てきた。だから……俺おれ以外の誰だれかが入れたとしか思えないんだ」

「でも、誰もハッチに入れない」

　男子生徒が言った。

　この犯人探さがしの時間。多く喋しやべらないほうがよい。高たか橋はしは、ただ悪あく魔まカードを持ったまま沈ちん黙もくした。

　周囲の生徒からぽつぽつと意見が出始める。

「入っているよな。あいつらが」

「でも、腕うで輪わをしてないわ」

「マーケットでは、腕輪をしていない奴やつは、人間も天使のカードも使えなかった」

「悪魔カードは使えるのかもしれない」

「あいつらは、悪魔カードをもう一枚隠かくし持っていたんじゃないか」

「だから、あんなにあっさりと降こう参さんしたんだよ。それで、復ふく讐しゆうしようとした」

「三枚目も彼らが持っていたら……」

　疑ぎ惑わくと不安が激しく膨ふくらんだのだ。高橋が言い訳をするまでもなく、生徒たちの解答は大きく逸それた。議ぎ論ろんは過か熱ねつし加速する。

「上うえ原はら、あのままじゃまずいって」

　生徒たちは上原にバトンを託たくした。

「自由にエリアを行き来できる奴らを、ここに置いておくわけにはいかないか」

　上原はチラッと高橋を見た。

「八組の教室に戻らせるか？」

　高橋はそう意見した。

「それで解決するのか？」

「分からない。監かん視しできないし、あのシェルターには、まだ分からないシステムがあるし、ソフィアもいる。妙みような行動を起こされたりする可能性はある」

「正直に言ってくれ。どこに追放するのが一番いい？」

「──下かな」

「ん？」

　上原は顔をしかめた。

「この下」

　高橋は鳥とり籠かご下したの穴を指差した。

「実じつ質しつ出入り口は一箇所。他ほかのシェルターのドアを開けることはできない。そして、ある程度は監かん視しできる。ここに入ってこないように、スタンガンを購こう入にゆうして守ることは容易だ。食べ物はここから受け渡せばいい。だから、イニシアチブを握ることができる」

「なるほど」

　上原はうなずき、周囲の生徒に目め配くばせをしてハッチに向かおうとして足を止めた。

「一番重要なことを忘れていた。悪あく魔まカード。持ってるよな」

　高たか橋はしはうなずき、カードを見せた。

「それはどうする？　高橋に持たせているわけにはいかない」

「それは、俺おれ以外でも同じだよな」

「ダストシュートから捨てるか？」

「それはタブーだったろ」

「俺が預かろうか。皆で監かん視ししてくれていい」

　上うえ原はらがそう言ったが、高橋は首を振った。

「信用はできるが、疑ぎ念ねんだけは消えない。だったら、他ほかに適任者がいる」

「誰だれ？」

　高橋は振り向くと、鳥とり籠かごに近づいた。

「預かっておいて。このカードを」

「ええ、分かったわ」

　高橋は蒼あお井いにカードを渡した。渡すとき、指と指がほんの一いつ瞬しゆんだけ絡んだ。蒼井の細い指は冷たかった。

「じゃあ行こう」

　上原は周囲の男子生徒に声をかけ、ハッチへと向かった。

「いったん戻ったほうがいい。腕うで輪わがなくても大丈夫だって、慰なぐさめてやるんだ」

　高橋は真ま希きに言った。腕輪が外はずれた五人の女子生徒は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているのだ。

　他の十人の生徒は、彼女たちを囲んで、レイクへと戻っていった。

　鳥籠の周囲は、妙みように静かになった。感情の渦うずが一気に凪ないだような感じだった。高橋はひとり真っ黒な海に漂っているような感覚を得た。

「あの時……」

　蒼井が悪魔カードを握ったまま口を開いた。

「最初に悪魔カードを発見した時のこと覚えている？」

　高橋はうなずいた。

「私に天使と人間のカードの束たばを見せてくれたよね。その時悪魔カードが紛まぎれ込んでいたんだよね」

「そうだよ」

「その時、紛れ込んでいた悪魔のカードは──二枚だったよね」

　蒼井の瞳ひとみは氷のように冷たく光っている。

「そうだよ」

　高橋はうなずいた。あの時カードの束には、確かに悪魔カードが二枚紛れていた。調べたら二枚あったのだ。そのうちの一枚はパークに封ふう印いんされ、残りの一枚はここにある。この事実は高たか橋はしと蒼あお井いしか知らない。

「私のためなの？」

「違うよ」

「私を助けるために、あんなことしているのかと思ったわ」

「俺おれのためだよ。これは自じ己こ満足の行動だよ。だから、非難してくれてもいい」

　蒼井を助けたいと思う自分自身のための行動なのだ。

　蒼井を汚けがそうとした連れん中ちゆうを許すことはできなかった。この場所で監かん視ししているだけでは生ぬるい。奴やつらは暗くら闇やみに落ちるべきなのだ。また、混乱によってハッチのアイテムの需じゆ要ようが高まる。現にトレードによる差さ額がくのダイヤが急激に貯たまっている。この鳥とり籠かごを開ける鍵かぎも購こう入にゆうできるはずだ。全すべてはこれで上手うまく回転する。

　先ほどの悪あく魔まは高橋だったのだ。あの悪魔は自分の心を表現しているかのごとく、醜みにくく残ざん虐ぎやくだった。たかだか腕うで輪わごときとはいえ、クラスメイトを裏切った事実は変わらない。

　高橋は闇やみを感じた。悪魔に魂たましいを売った自分自身は闇に包まれている。

「ありがとう」

　蒼井が言った。

「違う。蒼井ちゃんのためじゃない。だからお礼なんて言わないでほしい。蒼井ちゃんは関係ない」

　彼女まで闇に手を染める必要はないのだ。

「でも、私だけは君の孤こ独どくを分かってあげられる」

「俺はもともと独ひとりだから。友達の輪の中にいる時ほど疎そ外がい感を感じる。たぶん、自分は違うって思って距離を取っているんだと思う」

「深い関係になるのが怖い？」

「そうかも。いつかずれてしまう時がくるだろうし」

　高橋は遠くを見つめた。お互いの感情がずれて修しゆう復ふく不能になる時は必ずくる。

「そんな思い出があるの？」

「……」

「私に話してほしい」

「……そうだな、俺はさ、深夜にいつも近くの公園でロッククライミングをしてるんだ。そこ、クライミングウオールがあるからさ。ある時、野の良ら犬が迷い込んできて、それ以い来らい毎日深夜に会うようになった。野良犬にしては毛並みがよくってさ、俺はその犬にチャッピーって名前をつけて、毎日遊んでいた。孤独な野良犬のチャッピーに感情移い入にゆうしてたのかなあ。お互い孤独な者同士、心の中で繫つながっていた、とそう思っていた」

「……ふーん」

「でもそんな時間はあっさり失われた。ある日を境にぱったりと来なくなった」

「理由があるの？」

「ああ。テスト勉強で徹てつ夜やして、早朝にコンビニに行ったんだ。そうしたらさ、犬を散歩している人がいた。その犬がふと振り向いて目があった。犬はチャッピーだったよ。チャッピーは、あっ、って顔をして──それ以い来らい公園に来なくなった」

「意い外がいに悲しいエピソードね」

「飼い犬だったんだな。それを隠かくして、俺おれと遊んでいたんだ。なんていうか、隠していた真実を目にしたら、無傷じゃいられないっていうか」

「幸せに飼われていればいいわね」

「チャピー元気だといいな。あいつパンダみたいな顔でさ、背中にオリオン座のような斑はん点てんがあるんだ」

「それ、うちの近所の田た中なかさんちの凜りん太た郎ろう。よく夜中に首輪を外はずして抜けだしていたもの」

「凜太郎元気？」

「ええ元気よ」

「そっか……」

　高たか橋はしは口をつぐんだ。足音が聞こえた。上うえ原はらたちが戻ってきたようだ。女子も数人鳥とり籠かごへと戻ってきた。

「早かったな」

「ああ、黒くろ川かわはおとなしく従った。ここの下に行くことをすぐに受け入れた。体を調べたけど、三枚目の悪あく魔まカードは持っていなかった」

　高橋は黒川の素直さが気になった。従じゆう順じゆんを示した陰で牙きばを研といでいるのではないだろうか。

「黒川たちは、一応カードは入れていないって言っていた。あの悪魔カードは持っていなかったと」

　上原は、高橋の反応を窺うかがっている。

「そう言うだろうな」

「黒川が言うには、ダイヤが相当貯たまっているらしいじゃん」

「そうだよ。カードやスタンガン買ってるだろ。トレードの差額が貯まったんだろ」

「何かたくらんでないだろうな。そんなにスタンガンでも必要なのか。いつか使うために」

　高橋に視線が集中していた。被ひ告こく高橋で、審しん議ぎが行われている。黒川たちがあまりにもあっさりと従ったため、疑ぎ惑わくがこちらに向いてしまったのだ。

「高橋は、カード購こう入にゆうにトレードを使ってくれって言ってた」

「出し抜こうとしてるんじゃないか？」

「上に立てるのが一つのエリアとか、そんなようなこと妖よう精せいが説明していた」

　生徒の声。疑ぎ念ねんと疑惑が絡み合い、高橋を締めつけている。

「なあ高橋、俺は高橋を信じてる。だからこそ、疑いは消しておきたい。なんのために、ダイヤを貯ためている？」

　上うえ原はらは高たか橋はしを直視している。

「……」

　高橋は迷っていた。真実を言っていいのかと。

「高橋、まさか……」

「私のためだったの」

　口をはさんだのは蒼あお井いだった。高橋は唇くちびるを嚙かんだ。

「ハッチのアイテムに、自由への鍵かぎがあって、それだけが何に使うか分からないらしいの。それで、高橋君はこの鳥とり籠かごの鍵かもしれないって考えて……だから、ダイヤを貯めてくれていたの」

　蒼井は顔を歪ゆがませそう言った。なんと絶ぜつ妙みような表情をするのだろう。自分の顔のパーツの微び妙みような変化を全すべて把は握あくしていなければ作れない表情だ。

「でも、それでこの鳥籠が開くか分からないわ。だから、皆に強制はできないって……だから、言わなかったの」

　蒼井の目元はキラキラと光っていた。目に溜たまった涙が、鳥籠の光を集めて輝いている。一回だけ瞳ひとみを瞬まばたき、数すう粒つぶの涙を落とした。

　ゆったりとした風を感じた。疑ぎ念ねんや不安などの黒い雲は飛び去り、陽ひが差し込んだ。

　生徒たちの心は蒼井に奪われた。蒼井のためにも、資金を貯めようと、そんな結論が出る。注意の逸それた高橋にとっても、蒼井にとっても好こう結果だ。

　しかし高橋は、蒼井にそんな言葉を言わせざるを得ない状況を作ってしまった自分を恥じた。これは自分のミスだ。

　変化。蒼井に対する視線は今いま変わった。周囲の生徒たちは、蒼井に感動しつつも、立場の変化を心の底で察さつ知ちしているはずだ。蒼井は、自分たちに助けられるべき、下の立場であると。
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　フロアの状況は表面上好こう転てんしているようにみえた。

　混乱の元げん凶きようだった黒くろ川かわたちの排除。

　鳥籠の周囲は笑い声で満たされている。男子生徒たちが蒼井の周りに集まっているのだ。

　男子生徒たちは、平然と蒼井に話しかけている。その光景は今までなかったものだ。それまでは、男子生徒は蒼井にどう接していいのか分からなかった。それは、自分と蒼井の立場がぼやけたものだったからだ。鳥籠の中の蒼井はふわふわとした、何だか分からないものだった。

　生徒たちは話し合いの末、ダイヤを貯めようと結論を出していた。その後、トレードを利用しダイヤをハッチに移し、自由への鍵を購こう入にゆうする。そんな計画だった。

　それは、蒼あお井いにとってもいいことだった。鳥とり籠かごが開くか分からないまでも、可能性は試してみるべきだからだ。

　蒼井は鳥籠の中から笑顔を振りまき、生徒たちひとりひとりに対応している。蒼井と男子生徒たちは接近し始めた。

　高たか橋はしはそんなシーンを、距離を置いて見つめていた。

　フロアの空気は和なごやかに流れている。それでも、高橋の気分は優れなかった。大切にしていた人形を皆に渡してしまったような、そんな気持ちもあった。

　女子生徒たちは、平へい穏おんを取り戻しくつろいでいた。まずは安あん堵ど感を満まん喫きつしている。

　ただ、ほんの少しだけ男子との距離が開いていた。男子生徒たちは強烈に輝く人形に夢む中ちゆうで、女子生徒の存在を一時忘れたかのような。

　そして、フロアの時刻は進んでいく。このフロアの時間の概がい念ねんとして、信用できるものはあのゲームだった。デフォルトとして、十二時間ごとに行われると説明された。現在フロアの時間は第六回ゲームへ向かって刻まれている。

　黒くろ川かわを下に追放するに際して、問題がひとつだけあった。それは一組の正まさ樹き愛まな美み。スコープでも姿を確認したが、愛美は様よう子すを見るため、コンスタントに下のフロアに出てきている。

　黒川たちと愛美が鉢はち合あわせをしてしまう、という可能性がでてくるのだ。そこで、高橋は石いし橋ばしに愛美の監かん視しを頼むことにした。石橋は、氷ひ室むろや真ま希きと同じ立場の先にこのフロアに来ていた一組の生徒だ。彼に一組に戻って愛美が外に出ないよう誘ゆう導どうするようにと頼んだのだ。止められなければ、愛美にだけはある程度の理由を話していいと言った。

　石橋から聞くところによると、すでに鳥籠に気づいているはずの愛美だが、まだクラスメイトにはそれを話していないらしい。おそらく状況を解明できた後に全すべてを説明する気なのだろう。そんな性格の愛美なら、真実を知っても冷静に行動してくれるはずだ。

　思し考こうを止め鳥籠を見ると、いつのまにか周囲の男子生徒の姿がなくなっていた。やっと自分のエリアに戻ったようだ。

　高橋は鳥籠に近づき足を止めた。

　椅い子すに座った蒼井は、瞳ひとみを閉じて口を動かしていた。リズムを取るように人差し指で膝ひざを叩たたいている。歌を口ずさんでいるのだ。

　高橋がそんな蒼井に見とれていると、気け配はいに気づいたのか、蒼井は、ふっと目を開け高橋に笑いかけた。この状況でも、彼女はなんて綺き麗れいに微笑ほほえむのだろう。

「疲れない？　ずっと皆の相手をして」

「慣れてるもの。私は人気者だから」

　蒼井は小こ首くびを傾かしげてみせた。

「それより、彼らはどうなったかな」

　蒼井は鳥籠の下を見た。

　高たか橋はしは、ポケットからスコープを取りだして下を覗のぞいてみる。しかし、黒くろ川かわたちの姿は確認できない。

「食べ物は持って行かせたらしいから、しばらくは大丈夫だろうけど」

　蒼あお井いが手を伸ばしたので、高橋はスコープを渡した。

「見えないわ。腕うで輪わをしていないからかな」

「そうだろうね」

「でも、どんな設定をしているのかしら。例えばスタンガンは腕輪をしている生徒には発動しないし」

　高橋はしばらく考えてから口を開いた。

「座ざ標ひようで管理しているのかも。全すべての生徒をいったん仮か想そう世界にとり込んで、クッションをおいている」

「は？」

「ＲＰＧゲームのようなもんだよ。俺たちはゲームのキャラクターで、データをシンプルにして管理している。蒼井ちゃんの体も仮想空間にデータとして取り込まれているんだよ。要するにこの場所は、宇宙のミニモデルかもなあ。人間たちは座標に存在し、宇宙というメモリーで管理されている。だとしたら、この世界の神はデータを管理しているコンピューターなのかも……」

　高橋は口をつぐんだ。蒼井が椅い子すに座った状態で寝ていたのだ。やはり、疲労が溜たまっているのだろう。

　高橋は静かに鳥とり籠かごから離れた。




　　　　　＊




　鳥籠の下から怒ど号ごうが聞こえた。

　下のフロアに堕おちた生徒たちが声を荒あらげているのだ。そんな声に晒さらされ、蒼井は微わずかに表情を曇らせる。蒼井は下から無む防備に覗かれている。

　笑い声が響ひびいた。鳥籠の周囲に座っている男子生徒たちからだ。彼らはパックの飲み物を手に取ると、穴から下に投げ落とす。

「必死でキャッチしてやがる」

　スコープを覗いた生徒がニヤニヤとしている。立場の逆転。黒川たちは、このフロアの生徒の娯ご楽らくの要素となり下がった。

　食べ物や飲み物は、直接この穴から落としている。それは、黒川たちのためではあったが、徐じよ々じよに生徒の優ゆう越えつ感かんを満たすための行動に変わっていた。

　また、いつも蒼井の周囲にいる男子生徒に対し、徐々に増す女子生徒の不満。そんな不満を、彼女らは視線に織り混ぜて蒼あお井いに向けていた。

　そんな複雑な感情が渦うず巻まく中、第六回ゲームの時間がやってくる。

「それでは、第六回ゲームのスタートです」

　黒くろ川かわたちの排除により、悪あく魔まカード提てい示じの心配がなくなった第六回ゲーム。このフロアは、足並みを揃そろえている生徒たちのコミュニティーなのだ。悪魔の恐れはない。

　しかし、妙みようなことがおこった。カードの提示。

「ミャンコ、人間。ケロリン、人間。ウサッチ、人間。よって引き分けとなり、オーレの変動なし。全すべてのキャラクターは参加料として……」

　生徒たちは啞あ然ぜんと天てん井じようを見上げている。天井には三人のピースサインをする女性が表ひよう示じ。女性は強こわ張ばった笑えみを浮かべている。

　その表情は、まるでこのフロアの生徒たちの感情を表現しているかのようだ。恐れ、不安、疑ぎ念ねん。そんな笑み。

　天使で引き分ければ、１オーレのボーナスがある。しかし人間で引き分けた場合、オーレの変動はなく、ただ参加料が失われるのだ。

　何故なぜ、生徒たちは天使を表示しなかったのか。

　高たか橋はしが人間カードを表示したのは、三枚目の悪魔カードの所在が分からないからだ。だから様よう子すを見た。

　三枚目がすでにこのフロアにあることが事実なら、誰だれかが悪魔カードを持っているはずだ。しかし、悪魔カードを持っている生徒は名乗りでなかった。それは悪意なのでは？

　そして、同じくそんな疑念を抱いた生徒は、投とう入にゆう口ぐちに人間のカードを挿そう入にゆうした。

「俺おれは天使カードを入れたんだけどな」

　上うえ原はらがつぶやいた。マーケットの提示は人間。天使カードより人間カードを挿入した生徒のほうが多かったのだろう。それほど、疑念があった。

「皆で天使を出せば、オーレも減へらなくてすむのにね」

　真ま希きが言った。そのとおりなのだ。しかしそれは建たて前まえだ。

　今、このフロアの平へい穏おんが上うわっ面つらであると暴ばく露ろされた。平和と信頼で満たされているとしていたが、一枚皮をめくるとドロドロとした疑いや恐怖などが存在する。

「なあ、次のゲームは天使カードで統一しよう。もう悪魔の心配はないからさ」

　上原が生徒たちに言った。皆は曖あい昧まいにうなずく。

　また、高橋はエリアにひとりであるため、人間表示の責任を問われた。他の生徒たちを信用していないのか、と、そんな視線と言葉をぶつけられた。他のエリアの生徒は、多数決けつの結論としてひとりひとりの意見はぼやかされているが、高橋の結論は明確な個人としての意見なのだ。

「蒼井さん、カードは持ってる？」

　上うえ原はらは蒼あお井いに聞いた。蒼井はうなずき、鳥とり籠かごの中で悪あく魔まのカードをアピールした。

「だから大丈夫。悪魔カードはもう出てくることはないさ」

「……でも、最後の一枚がどこにあるか分からないじゃんか。誰かが隠かくし持っているのかも」

　高たか橋はしはそんなやり取りを横よこ目めに思った。表面上協きよう調ちようを取り繕つくろっていたこのフロアは、今瓦が解かいした。

　あのゲームは、生徒たちの心の中を簡単に露ろ出しゆつさせる。そんなシンプルなコミュニケーションだったのだ。
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　徐じよ々じよに分かったことがあった。

　それは、妖精が説明した上の立場という要素。ゲームに勝ち残ったエリアの生徒は上の立場を約束されます、と。

　それは、このフロアの状況を見て、図はからずも察せられた。

　再びぎくしゃくと軋きしみだしたフロア。生徒たちはそのストレスを下のフロアの黒くろ川かわたちに向けた。

　檻おりの向こうの動物に餌えさを投げ込むように、乱暴に穴から食べ物を放り投げる。そして、必死に食べ物を受けとめようとする生徒の姿をスコープごしに楽しんでいた。

　表おもて向むきは食べ物を受け渡す善意の行動。しかし、はっきりとストレス解かい消しようの行為に成り代わっている。

　ひとりの生徒が、水を直接穴あなへ垂れ流している。

「見ろよ、あいつら、必死で手で受けとめてやがる」

　ケラケラと笑う生徒たち。

　高橋はそんなシーンを横よこ目めに回想した。被ひ災さい地ちに寄付を募つのります。恵まれない人々に救いの手を。そんな人間に金銭や物資を寄き付ふするのは表向き善意だった。しかし、違ったのでは。その行為はこのシーンそのものなのだ。自分自身の優ゆう越えつ感かんを満たすための行為。また、相手に寄付をし、相手より自分が上の立場にいることを確認する行為だったのだ。そんな醜みにくい心理の行動。

「何か食べたいものはある？」

　穴に水をこぼした生徒が、平然と蒼あお井いに聞いた。

　蒼井は黙って首を振る。そんな蒼井を見て、その生徒は微び妙みようにむっとした表情を浮かべていた。

　彼らは気づいていない。下のフロアの生徒と、蒼井を同じように扱っていることに。

　明確な立場の違い。ピラミッド型のヒエラルキーのような階級、上下階かい層そう。

　それに気づいた生徒たちは、当然この上の立場もあるのでは、との思し考こうにいきつく。

　ゲームに勝ち残ったエリアの生徒は上の立場を約束されます。

　これがその意味だったのではないだろうか。ゲームに勝ち残ったエリアの生徒は外に出られます、ではないのだ。上に行ける。この場所よりも上の階級に。どのような優ゆう遇ぐう措そ置ちが取られるのかは分からないが、この場所において確実に立場の上下は存在する。

　他ほかの生徒よりもさらに優遇される上の立場。ただし、ピラミッド型の格かく差さ社会と同じく、上の立場を得られる人数は少ない。他人を出し抜かないと、上にいけないのだ。

　そこで発生した更さらなる疑ぎ惑わくと疑ぎ念ねん。

　蒼井が持っている悪あく魔まカードに向けられる視線。そして、三枚目の悪魔カード探し。

　生徒たちは悪魔カードを使用したいのではないのだ。悪魔カードを使用されることを恐れている。

　だから、フロアが混乱し始めたのだ。

　このフロアで腕うで輪わをしていない生徒は現在六人。男子の氷ひ室むろと、女子の五人。その六人の持ち物は厳きびしくチェックをされた。悪魔カードを持っていないか。腕輪をしていない生徒は、どこのエリアにでも入れるので、悪魔カードを持っていたら脅きよう威いとなる。その理由から、むやみに動くことも禁止された。

　同時に腕輪をしている生徒の間でも、所持品のチェックなどが行われる。

　高たか橋はしは特に厳しくチェックをされた。ハッチは、腕輪をしていない六人を使って捜そう索さくされ、男子生徒の前で服を脱いで潔けつ白ぱくを証明した。当然カードは出てこない。持っていないのだ。

　高橋の疑念はなんとか晴れたが、マーケットとレイクの対立は深まった。

　マーケットの男子生徒がレイクの女子生徒の服を脱がして調べることはできない。逆もしかりだ。この状況でも、年とし頃ごろの高校生なのだ。

　女子は女子、男子は男子で調べはしたが、あくまで同エリアの生徒が調べたのだ。ここで疑念。もしかしたら、相手のエリアで、悪魔カードが見つかったのでは。しかし、こちらには黙っている。エリアの強力な武器として、悪魔カードを隠かくし持っている。そんな疑念と疑惑が交差した対立。

　現在、女子と男子の間には大きな隔へだたりができていた。

　女子と距離を取った男子たちは、異性への視線を蒼井だけに向け始める。

　そんな男子を、女子が監かん視ししている。女子たちは、男子が蒼あお井いから悪あく魔まカードを手に入れるかもしれないと、そうした疑ぎ念ねんもあるのだ。

　さらに深まる対立と並へい行こうし、男子は蒼井とさらに密着し、女子は疑いと、蒼井への憎にくしみを募つのらせる。

「……大丈夫？」

　高たか橋はしは、男子生徒たちがいなくなった短い時間を見つけて、鳥とり籠かごに近づいた。

「ええ」

　返答する蒼井を見て、高橋はどきりとした。蒼井は異常にやつれていた。いつもの整った笑えみを浮かべられず、凍りついたように表情を固めていた。

「……視線が怖くて」

　蒼井はつぶやいた。

「視線？」

「なんていうか……アクアリウムのエンゼルフィッシュの気分。観かん賞しよう用として役目を果たして、代わりに餌えさをもらうの」

「マイナスに考えすぎだよ。耐えられなくなったら、俺おれが奴やつらに言ってやるから」

「もっと怖いのは下」

　蒼井は鳥籠の下の闇やみを指差す。

「こっちからは見えないけど、きっと下からは私のことが見えるはず。薄うす暗ぐらい中から、ずっと私のことを観察しているような気がする」

　蒼井はぎゅっと自分の体を抱きしめた。

「気にしすぎだよ。ほら、誰だれもいない」

　高橋はスコープで下の様よう子すを窺うかがい、はっとする。下には、床ゆかに座り込み鳥籠を見上げる生徒の姿があった。

　何もない暗くら闇やみの中、この鳥籠は唯ゆい一いつの光なのだろう。

「ね、見てるでしょ」

　蒼井が隈くまのできた目を向けた。そんな表情に高橋はぞっとした。精神的にも限界が近いのではないだろうか。

　高橋は思った。やはり、蒼井の鳥籠は、ぼんやりとしたよく分からないもの、であるべきだったのだと。

　高橋は蒼井に歩み寄ろうとして立ち止まった。視線を感じたのだ。振りかえると、やはり背後に数人の女子生徒が立っていた。

「蒼井さんと何を話してたの？」

　真ま希きがじっと高橋を見つめている。

「なんでもないよ」

「蒼あお井いさん、カードは？」

　別の女子が言った。蒼井は顔をあげずに、悪あく魔まカードをちらりとだけ見せた。

「最近水みず野のさんとか見ないけど、どうした？」

　高たか橋はしは腕うで輪わが外はずれた女子生徒の名前を出し、真ま希きに聞いた。

「腕輪が外れた子は、エリアの外に出さないことにしてるの。もしもカードを手に入れられたら、この前のようになっちゃうでしょ」

　真希は当然のように言う。

　そんな横で、女子が蒼井に話しかけている。

「シャワー浴びるでしょ。操作してあげるよ」

　鳥とり籠かごの上にはシャワー装置がついているのだ。それは、レイクから操作できる。

　蒼井はシャワーを断っていたが、高橋は気を遣つかってその場を離れようとした。

　その時、いきなり鳥籠のシャワーが作動した。驚いて振り返ると、蒼井は服を着たままずぶ濡ぬれになっている。

「ごめんなさい」

　女子たちは口々に謝った。エリアの機き器き操作との伝達が上手うまくいかなかったようだ。

「いいのよ」

　蒼井は力なく笑い、長い髪かみを絞しぼっている。

　高橋は見た。そんなずぶ濡れの蒼井に向ける女子の視線。満足感や爽そう快かい感。そんな光が満ちている。また、目の前の真希の瞳ひとみも光を帯びていた。

　高橋はその場から早足で離れた。

　高橋は自分に欠けているものを見せつけられた気がした。今までの生活において、自分はただ上手く立ち回っていた。傾向を調べ対策を練ねるだけの行動、そして人間関係。

　自分にはこの混乱を解決するカードは持っていない。学校生活で友達同どう士しコミュニケーションを取り磨みがき上げたカードがないのだ。

　消去。高橋は念ねんじた。怒りや焦しよう燥そう、憎ぞう悪おや嫌けん悪お、全すべて消去。しかし、それらの感情は消去しても高橋の心の中で自己増ぞう殖しよくしていく。消去、消去、消去。

　ハッチに駆け込もうとした高橋は、フリースペースの壁かべ際ぎわにいる上うえ原はらを見つけて方向転てん換かんをした。

「この状況は、おまえの責任じゃないのか？」

　高橋は上原に怒りをぶつけた。

「いきなりなんだよ、高橋」

　上原は手首の柔じゆう軟なんをしながら、面めん倒どうそうにこちらを見た。相変わらずトレーニングをしているのだ。

「こんな時こそ、おまえが先頭に立って、混乱を収めるべきだろう。こんな時に役に立たなくてどうするんだ」

「俺おれに言うなよ。なんともならない。皆の心の中まで指さし図ずできるわけないだろ」

「派は手でなイベントがないと、引っ張れないのか？」

「威い張ばるな。だったら、高たか橋はしがなんとかすればいい」

「俺はやるだけやった」

「でも、皆はついてこないだろ。駆け引きばかりで、高橋は信用がない。だから、こうなったんだろ」

「八組はまとまりのあるクラスだなんて、噓うそっぱちだったな。上うえ原はらが引っ張っていたなんてのも幻げん想そうだよ。この状況を見れば分かる。上原はクラスメイトからうざい奴やつだって思われてたんだな」

「その言葉は返す。高橋はずっと信用されていなかった。誰だれも心を許していなかったんだ」

　高橋が上原を睨にらんでいると、ふと上原が鳥とり籠かごのほうを見た。

「……始まる」

　上原がつぶやいた。鳥籠の周囲が明るくなっている。第七回のゲームが始まるのだ。

「カードは？」

　高橋は鳥籠に向かいながら聞いた。

「……意見は天使カードで統一した。強制的に入れさせることはできないが、たぶんうちのエリアは天使。そっちは？」

「今回は天使」

　女子のレイクはどうだろうか。前回のゲームでは人間を出し様よう子すを見たものの、悪あく魔まカードの提てい示じがないことが分かり、今回は天使を表ひよう示じするだろうか。

　オーレがゼロになると、次はハートが減へっていくのだ。長期的に考えれば、そろそろ天使を表示し、協調を図はかるはずだ。

　よって天使が揃そろい、ボーナスの１オーレが入り、参加料と相そう殺さいされ差し引きゼロ。そうなるはずだ。

　すでに鳥籠の周囲には三匹びきのキャラクターが集合している。同時にゲーム開始に気づいた生徒たちも集まり始める。

　ずぶ濡ぬれの蒼あお井いに気づいた男子が何があったのか聞いているが、蒼井はただ首を振っていた。

　場は妙みように静かだった。男子と女子の会話はない。ゲーム開始までの時間が妙に長く感じられる。時とき折おり、キャラクターの声が聞こえるだけだ。

　このぎくしゃくとした雰ふん囲い気きを解消するには、カードを提示するしかない。協調を意い思しとするカードを表示するのだ。

　思った。天使のカード。天使は協調だ。仲間の中に悪魔がいないことを信じます、との意思を見せる。皆で協調して、仲良くポイントを得ましょう。協調するのです。

　対して、悪あく魔まのカードは裏切りだ。協調しようとした生徒を裏切る行為。そんな悪魔の意い思し。信じた生徒は裏切られる。

　そして人間のカード。人間は疑ぎ念ねんと恐れだ。悪魔を恐れるあまり、協調できずにいる弱い人間。私たちは、あなたたちを信用できません。人間のカードはそう言っている。

「それでは、第七回ゲームのスタートです」

　蒼あお井いの濡ぬれた胸にいる妖よう精せいが言った。

　高たか橋はしはごくりと唾つばを飲み込んだ。今回、高橋は天使カードを挿そう入にゆうした。それは確かだ。他ほかの生徒を信頼したのではない。ただ、前ぜん回かい人間が出で揃そろったことで、三枚目の悪魔カードは誰だれも持っていないと判断したのだ。

　前回天使を出したエリアがあったら、たぶんそのエリアに悪魔カードがあっただろう。三枚目の悪魔カードの所在が分かっているために、安心して天使を出すことができる。しかし天使は出なかった。ということは、どのエリアも悪魔カードを確認できていないのだ。

　そして、今回は怯おびえていた自分を叱しつ咤たし、天使を表ひよう示じするはず。疑念や疑ぎ惑わくを表示することはやめるだろう。生徒たちは理性で表おもて向むきは協調するはずだ。

「カードの提てい示じ」

　すでに、全すべての生徒は天てん井じようを見上げている。

「ああ……」

　高橋はうめいた。

　一人の天使と、二人の人間。人間が天使に跪ひざまずいている映像。

「ウサッチ、天使。ミャンコ、人間。ケロリン、人間」

　不安と恐怖は晴れていなかった。恐れに負け、人間のカードを挿そう入にゆうしてしまったのだ。人間の感情という波は、理性という壁をあっさりと崩ほう壊かいさせた。
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「じゃあねー」

　三匹びきのキャラクターは、挨あい拶さつをして去っていった。

　呆ぼう然ぜんとしていた高橋は、ふと生徒たちの視線がこちらに向いていることに気づいた。

「どうした？」

　高たか橋はしは聞いた。

「上手うまくやったな」

　誰だれかが言った。

「待て、なんでそんなことを言う。俺おれは天使を表ひよう示じした。信じたんじゃないか」

　他ほかのふたつのエリアの生徒は、怯おびえて人間を表示。それこそ恥じるべき行為なのだ。高橋の天使を責せめるのは筋すじ違ちがいだ。

　結果的に、天使でひとり勝ちした高橋にオーレがプラス２となっただけだ。それはあくまでも結果にすぎない。

　ドロドロとした感情が渦うず巻まくフロア。

　複雑な感情が絡み合ったこの状況を収しゆう束そくさせる術すべはないのだろうか。

　ちらりと蒼あお井いを見た。本当なら、蒼井の存在が光となるはずだった。しかし、今の蒼井は力なく椅い子すに座っているだけだった。蒼井の光は消えかけている。

　高橋は呆ぼう然ぜんとフロアに立ち尽くした。

　その時、高橋はフロアに入ってくるひとりの男子生徒を見た。高橋を見つけて歩み寄ってくるその生徒は、一組の石いし橋ばしだった。

　高橋は、はっと気づいた。この混こん沌とんとした場を収めることのできる存在があると。

　この場所に出すべきカードがあるのだ。
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「やっぱり上へのルートがあったんだね」

　セーラー服の彼女は、栗くり色いろの髪かみをさらさらと揺らしながら大きな瞳ひとみを瞬まばたかせた。

「時間がないから、簡単に説明させてもらうよ」

　高橋は急いでこれまでの経緯いきさつを説明した。高橋の隣となりには、呆然とした様よう子すで立ち尽くしている上うえ原はらがいる。

「なるほどねえ」

　高橋の説明を聞き、彼女は真剣な表情でうなずいている。こんな特とく異いな状況でも、彼女の表情は学校のそれと変わらなかった。

「だから、まずは皆を落ちつけてほしいんだ。こんなことを頼むのは都つ合ごうがいいかな？」

「言いたいこともあるけど、そんな場合じゃないしね。このフロアのルールを知るのはそれからだね。そうしたら、また話し合おう。それでいいと思う」

　正まさ樹き愛まな美みはそう言った。

　彼女は二年一組の生徒で、男女関わらず信頼と人気を獲かく得とくしている存在だ。機き知ちに富み温和で正義感溢あふれる彼女を、女め神がみと崇あがめる男子生徒は多た数すう存在する。上うえ原はらもそのひとりなのだ。

「正まさ樹きさんが無事でよかった」

　上原の声は震えている。

「私も上原君のこと心配してたよ」

　愛まな美みはにこりと笑った。愛美の笑顔は変わらなかった。みる間に精神を削そぎとられ疲ひ弊へいしていった蒼あお井いの笑顔とは全く違った。ナチュラルでとても温かい。

「そんな暇ひまはない。あまりシェルターから抜けだすと不ふ審しんがられる」

　高たか橋はしは上原を制して言った。

「そうだね。私もあまりトイレが長いと思われるのは嫌だし」

　先ほどの石いし橋ばしは、外に出ようとする愛美を止められず、ついに理由を話してしまったと、高橋に報告に来たのだ。そこで、再び石橋に一組に戻ってもらい、愛美をここに呼び込んだ。

　高橋は早さつ速そくフロアの入り口に愛美を誘ゆう導どうする。

　混乱した暗くら闇やみに光を投入するのだ。愛美は、高橋と上原を従えるようにフロアへの扉とびらをくぐった。







「問題はひとつひとつ解決していこう。私たちならできると思う。特に八組は、あんなに協調性豊ゆたかなクラスだったじゃない」

　愛美の周囲にフロアの全すべての生徒が集まっている。皆呆ぼう然ぜんと愛美に視線を向けて、ただ言葉を聞いている。

「まずはここで行われているゲームのこと。詳しよう細さいは高橋君から聞いたよ。皆が恐れているのは、ゲームの罰ばつ。腕うで輪わが外はずれることでしょ。それが怖いから、ちょっと混乱している。でも、だからって友達同どう士し憎にくしみあうのは違う」

　愛美はフロアに入り、すぐに生徒たちを集めたのだ。そんな態度は堂々として全く不安や恐れなど感じさせない。彼女は自分が求められていることを自覚している。

「腕輪が外れてしまった生徒を監かん視しするようなこともやめよう。腕輪をしていなくても同じ友達だよ」

　愛美は腕輪を外していた。序じよ盤ばんに腕輪を外し、シェルターの外を調べる役を買ってでたらしい。

「でも、三枚目の悪あく魔まカードがどこにあるのか……」

　ひとりの女子生徒がおどおどとつぶやいた。

「同じだよ。現実の社会だって、そんな恐れはあってさ、でも社会は信しん頼らい関係で成り立っているじゃない。ここは、さらに友達だけで構成されたコミュニティーなのよ。信頼し合えないはずはないじゃん」

　愛まな美みは表情をくるくると変えて演説をしている。高たか橋はしもそんな愛美に引き込まれてしまった。

「それに、三枚目のカードはなんとかするよ。どうにかして見つけるから安心して」

　愛美は周囲の生徒を安心させるように笑いかけた。意い図としてやっているわけではないだろうが、彼女の演説には、硬こう軟なん織り交ぜた上手うまさがある。言葉とそれに合わせて動く表情は、リズミカルで音楽的だった。

「そしてさ、あの待たい遇ぐうもひどいと思う」

　愛美は瞳ひとみを冷たく光らせた。

「あの待遇って？」

　上うえ原はらが小こ声ごえで聞いた。

「黒くろ川かわ君たちのこと」

　周囲の生徒は顔を歪ゆがめた。再び彼らをここに呼び込むことには、拒きよ絶ぜつ反応があるのだ。

「奴やつらはそれなりのことをやったんだよ、正まさ樹きさん」

「高橋君から聞いたよ。私はね、その六人を下に追放したことを責せめているわけじゃないよ。その行動は仕方なかったかもしれないし、私は判断できない」

　生徒たちに安あん堵どした空気が流れる。

「でも、私が許せないのは、穴から食べ物を投げ落としているような行為。それって、明らかに一線を越えているよ。同じ学校の生徒とは思えない」

　愛美に睨にらまれ、皆は口をつぐんだ

「それは仕方なく。俺おれたちは、楽しんでやっていたわけじゃないよ。あいつらだって、食べ物がなきゃ……」

　男子のひとりが言った。彼は笑いながら食べ物を放り投げていたが、それには口をつぐんでいる。

「それは分かるよ。だからこそ、もうそんな行動はやめよう」

「じゃあ、あいつらの食べ物は？」

「それは、私が直接持っていくよ」

　愛美はきっぱりと言った。

「それはまずいよ」

　間かん髪はつを入れずに上原が言った。黒川たちの怒りが臨りん界かい点てんに達しているだろうことを察さつ知ちしているのだ。スタンガンで脅おどされ追放され、その後あと遊び感覚で食べ物を投げ入れられた。そんな場に、のこのこと出ていったら、ただではすまないだろう。

「一組から直接出ていって、食べ物と飲み物だけは直接渡わたしてくる。それで、しばらくはあそこの場所で我が慢まんするように私が説得するから」

　愛美の決意は固いようだった。そんな愛美の表情を見て、上原は何も言えない。

「……だから、もう食べ物を投げ落とすようなことはやめてね」

　愛まな美みは表情を和らげ言った。

　生徒たちは、まるで母親にしかられた子供のような表情をしていた。

「愛美ちゃん、時間がない」

　高たか橋はしは愛美に囁ささやいた。

「少しさ、皆で話し合いな。私もこれからちょくちょく来るようにするから。私はちょっと話があるから行くね」

　愛美は生徒にそう言い残しその場を離れた。残された生徒たちは、ぎこちないながらも、上うえ原はらを中心に話し合いが始まった。また、協調性豊ゆたかな八組を取り戻せるかもしれない。

「上手うまくやってくれた」

　高橋は移動しながら言った。

「上手くやったとか、そんなつもりはないよ」

　愛美はそう言いながら、鳥とり籠かごへと接近した。

「久しぶり」

　愛美は距離を置いて声をかけた。

　鳥籠の中でうずくまるように座っていた蒼あお井いが、顔をあげ目を見開いた。

「あれからあの場所に来なくなったから、ずっと心配してたよ」

　愛美は平然と言った。愛美と蒼井は、下の黒くろ川かわたちのいるエリアで交流を取っていたらしい。

「そうしたら頭上で光る鳥籠を見つけて、最初はすごく驚いちゃった。中にいたのは、やっぱり蒼井さんだったのね。それから何回か様よう子すを見に行ったんだけど、何が起こってるか分からないから、呼びかけることもできなかったの。それにしても、こんな状況だとは思わなかったよ」

「……そうね」

　蒼井は力なく笑った。

「大丈夫？」

　愛美は横付けされたパイプの上を歩き、鳥籠の格こう子しをつかんで蒼井に声をかける。

「心配しないで」

　蒼井はふらっと立ちあがり愛美に近づいた。

「ここが開く可能性があるんだったら、あの鍵かぎを試してみようって話したから。だからそれまで我が慢まんしていて。それが駄だ目めだったら別の方法を考えよう」

　愛美は鳥籠ごしに蒼井の手をぎゅっと握った。

「眠ってないの？　肌はだがかさかさだよ。蒼井さんのストレスになるから、ここにあまり近づかないよう言っておいたから安心して」

「ありがとう」

　愛美は蒼井の長い髪かみを撫なでながら、お互いの額ひたいをくっ付け合うようして話している。

「私が助けてあげるから」

　愛まな美みは微笑ほほえんだ。

「……だから、三枚目の悪あく魔まのカードを出してほしい」

　愛美の言葉に、高たか橋はしは目を見張った。

「愛美ちゃん、蒼あお井いちゃんは確かに一枚持っているけど、それは違うよ。預かってもらっているだけだよ」

「三枚あるんでしょ。あの様よう子すだと、皆血ち眼まなこになって探したはずだよ。それこそお互いの所しよ持じ品ひんまで。でも、未いまだに見つからない。だったら、調べられないこの場所しか残っていないじゃない」

　愛美と蒼井は至し近きん距離で見つめ合っている。

「ええ、持ってるわ」

　蒼井は小さくため息を吐ついて二枚のカードをポケットから取りだした。二枚の悪魔カード。

「なんで黙ってた？」

　高橋は驚きと共にそのカードを見た。

「タイミングがなかっただけ。もともとカードを持っていたことを知られたら、混乱の黒くろ幕まくだって疑われたかもしれない。それに、この混乱は悪魔カードだけが原因じゃないわ。だから、黙っていたの」

　高橋が黒くろ川かわたちのせいにして、一回だけ使用した悪魔。それは蒼井のためだったのだが、そんな行動が蒼井を追いつめていたのかもしれない。

「カード、渡してくれる？」

「二枚とも？」

「うん」

「それは断るわ。一枚は、私の自じ己こ防衛のためにも持っていたいの。もともとこの鳥とり籠かごの中にあったカードだもの」

　蒼井ははっきりと言った。そんな蒼井に愛美は少しだけ不満そうな顔をしたが、そこは妥だ協きようした。

「一枚でいいよ。三枚目のカードの出で所どころは隠かくしておくから大丈夫」

　蒼井は一枚をポケットに入れ、もう一枚を愛美に握らせた。

「これで大丈夫。あとは、ゲームのルールなんかを確認していけばいいだけ。それが終わったら、この場所を他ほかの生徒にも教えよう。皆平びよう等どうにね」

　愛美は高橋に振り向きにこりと笑った。

　高橋は愛美を愕がく然ぜんと見つめた。この時、蒼井と愛美の光量の違いを感じてしまった。

「じゃあ戻るね。ずっとトイレに閉じ込もっていたら怪しまれちゃう」

　愛美は蒼井に小さく手を振ってから鳥籠から離れる。そんな愛美を、蒼井は無表情に見送っていた。

「カードは皆に言う？」

「まだ黙ってよう。蒼あお井いさんの言ったとおり、ここの混乱の原因は悪あく魔まのカードだけの要素じゃないもん。カードは私が預かっていいね」

「それはもちろん」

　高たか橋はしは声を潜ひそめてうなずく。出口に向かう愛まな美みに気づいた生徒たちが手を振っていた。彼らの話し合いは良い方向に転化したのか、笑顔が戻っている。愛美も軽く手を振り返した。

「ありがとう。おかげで状況が好転した、と思う」

　高橋は愛美を、あの出入り口まで見送りお礼を言った。

「いいよ。ここを教えてくれてありがとう。高橋タブロイド、友達に借りて読んでいたよ。女め神がみって呼ばれるのは、それが原因でちょっと嫌だったけどね」

　愛美はくすっと笑った。

　そんな笑顔に、高橋にも自然に笑顔が浮かんでしまった。思った。自分たち人間は無線機のようなものなのではないかと。様々な感情は、物質として空間を飛びまわっているのだ。感情は、人間が発信したり受信したりできる。愛美はそんなプラスの感情を発信させる存在なのかもしれない。だから周囲はこんなにも笑顔で満たされるのだ。

　愛美は一組のシェルターに戻っていった。
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　高橋と上うえ原はらは固唾かたずを吞んで見守っていた。

　床に這はいつくばり、鳥とり籠かごの下の穴にスコープを向ける。鳥籠の中の蒼井も、様よう子すが分からないながらも耳をすましていた。

　あれから愛美はちょくちょくとこのフロアに顔を出していた。そして、先ほどこの下のフロアに出て、黒くろ川かわたちと交流すると言ったのだ。

　黒川たちの様子はここから見える。ほとんどこの下にいるのだ。そして、光り輝く鳥籠を見上げている。

「出てきた」

　上原が強こわ張ばった声で言った。

　愛美が薄うす暗ぐらいフロアに出て来たのだ。一組のシェルターから外へ。

「止めればよかったんだ」

　上原はうめいている。上原は、一緒に行くと愛美にしつこく食い下がった。しかし、愛美はそれを断り、ひとりで出ていったのだ。

　危険なのは愛美だけではない。愛美は一組の物資を、一組のシェルターからの連れん絡らく通路を通って渡しに出たのだ。もちろん戻れるようにしてだ。なので黒くろ川かわたちが一組のシェルターを占せん拠きよしようと考える危険がある。

　石いし橋ばしには、スタンガンを持たせ一組に戻ってもらっている。黒川たちが不ふ穏おんな行動を取り、シェルターに侵しん入にゆうしてきた場合、その時にはクラスメイト全員に訳を話し、スタンガンを配って撃げき退たいするしかない。

　ただし、そんな準備は黒川も気づくだろう。危険を冒おかし、一組のシェルターに侵入する可能性は低い。

「静かに」

　暗がりの中から愛まな美みが出現した。愛美は微笑ほほえんでいるように見える。そんな愛美に対し、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている六人の男子生徒。

　声は聞こえないが、愛美は何かを言った。男子生徒の反応は薄い。その中で、ひとり愛美に近寄った男子生徒がいる。黒川だった。高たか橋はしはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　愛美が笑い手を差しだした。黒川は間を置いたあと──愛美の手を握った。

　ふたりは握あく手しゆをしているのだ。愛美は手を離すと、中央のベンチに持ってきたらしい食べ物などを置きだした。

「さすが女め神がみ様じゃないか」

　高橋はほっと一息ついて顔を上げた。上うえ原はらはまだ心配なのかスコープを食い入るように見ている。

「どうだったの？」

　蒼あお井いが聞いた。

「大丈夫だった。変なことされてもいない」

　この状況で愛美の存在はありがたかった。正義感を持ちつつも現実的な彼女。愛美は蒼井の問題が解決するまでは、一組の生徒にこの場所のことを黙ってると約束してくれた。黒川たちのことも、クラスメイトには上手うまくぼかして物資を運んでいるはずだ。

「そっか、よかったね……どうしたの？」

　蒼井は、表情を変えた高橋に聞いた。

「胸。始まりそう」

　高橋は蒼井の胸を指差した。そこには妖よう精せいが表ひよう示じされている。周囲を見ると、同じく三匹びきのキャラクターが床ゆかに映しだされていた。第八回ゲームの十五分前なのだ。

　ゲームは十二回戦。ほぼ終しゆう盤ばん戦だ。

　蒼井が鳥とり籠かごに入り、スタートしたこのゲーム。ゲームの終わりはどうなるのか。

　腕うで輪わが外はずれる恐怖を与え、生徒たちを混乱させる。そんな様よう子すを見て楽しんでいる存在があるのかもしれない。このシステムを作った側だ。

　そんな思おも惑わくにのって混乱を加速させてしまった高橋だったが、今度は安定を求め愛美に頼った。どうなるだろうか。現在の生徒たちの心の中はどうなっているか。

　彼らはまだ三枚目が発見されたことを知らない。それでも、他ほかの生徒を信じることができれば、天使を提てい示じするはずだ。

　ゲームの開始を察さつ知ちし、徐じよ々じよに生徒たちが集まってくる。前のゲームのように、男女が離れ牽けん制せいしあっている様よう子すはない。表情もやわらかい。

「上うえ原はら、いつまでも見てるなよ」

「あ、ああ」

　高たか橋はしに言われ、上原は立ちあがった。愛まな美みは問題ない。彼女の笑顔は、黒くろ川かわまでも軟なん化かさせることができる。問題はこのフロアの生徒たちの心なのだ。

　天使は協調。悪あく魔まは裏切り。人間は不安と恐怖。

　今回は何が提示されるか。

「それでは、第八回ゲームのスタートです」

　妖よう精せいが言った。高橋はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「カードの提示」

　高橋は天てん井じようを見上げてほっと息を吐はいた。全すべての生徒は目を細め表情を緩ゆるめた。

　三人の天使が微笑ほほえんでいた。

　天使は協調の象しよう徴ちよう。生徒たちはお互いを信頼すると、そう宣言したのだ。

　そんな天使を見て、周囲の生徒たちは照れたように視線を合わせていた。一時期の混乱はすでに過去のものだった。

　天井から光の粒つぶが降ってくるように感じた。天使が安あん堵どや喜びなどのプラスの感情を降り注そそいでいるかのようだ。

　高橋がそんな光景を眺ながめていると、フロアを走ってくる足音が聞こえた。

「正まさ樹きさん」

　上原が安堵の表情を浮かべた。

「ゲームの結果はさ……」

「知ってる、天使が揃そろったのね」

「なんで知ってるの？」

　上原が、すでに映像の消えた天井を見た。

「だって、下から見えたもの。三人の天使が笑ってた」

　愛美は親指を立ててみせた。そんな愛美の周囲に生徒たちが集まってくる。

「やっぱり信頼し合えるんだよ。悪魔のカードの恐怖に打ち勝ってね。そして、見つけた三枚目のカードはここにあるの」

　愛美はあの悪魔のカードを取りだした。

　生徒たちはどきりとした表情でそのカードを見つめた。

「出で所どころは聞かないで。でも、これが正しよう真しん正しよう銘めい三枚目。これで、完全に悪あく魔まに怯おびえることはないわ」

　拍手が湧わき起こった。愛まな美みを中心に皆が一体となった。

　そんな横で、鳥とり籠かごの中の蒼あお井いは、膝ひざを抱えて沈ちん黙もくしていた。
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　フロアの安定。

　愛美は一組のシェルターと、このフロア、そして下のフロアをコンスタントに行き来していた。

　このフロアの生徒たちは、いがみ合っていた自分たちを恥じ、協調をし始める。生活もある程度節せつ制せいをしてダイヤを貯ため込んだ。あの自由への鍵かぎの購こう入にゆう資金だ。

　蒼井の精神状態はなかなか元に戻らなかったが、それでも多くの生徒に囲まれ監かん視しされているような時間はなくなっていた。気を遣つかい、ある程度ひとりの時間を与えられるようになった。

　と、いうより興味が移ったのかもしれない。蒼井よりも強烈な光を放つ愛美に。

「相談にのってもらったおかげで、私のひとり勝ちですよお。ありがとうございます」

　画面でウサギが喋しやべっている。

「お礼なんていいさ」

　高たか橋はしはひとりハッチにいた。

「実は私、妖よう精せいさんのこと好きなんですよね」

　ウサギが、手で顔を隠かくすジェスチャーをした。

「そっか、種しゆ族ぞくを超える愛、か」

　高橋はハッチにいる間は、ウサギとコミュニケーションを取っていた。ウサギがよく喋るのだ。これは、ウサギが他ほかのキャラクターと違うところだ。カエルもネコも必ひつ要よう以上に喋らないらしい。

　女子は積極的にカエルのケロリンとコミュニケーションを取ったようだが、返答はルール説明を中心に乾いた会話があるだけらしい。

　それに比べると、ウサギは饒じよう舌ぜつだ。無む駄だ話も多いが、妙みようにこの状況に突っ込んだ話題も話してくれるようになってきた。他のキャラクターと違う設定となっているのか。だとしたら何故なぜか。

「鳥籠が落ちたら、妖精さんが死んじゃいますから」

「落ちるのか」

　高橋はどきりとウサギを見た。

「鳥籠は落ちますよ」

「それを防ぐには？」

「ゲーム終了後ご、キャラクターがひとりだけ生き残っていれば、鳥とり籠かごは落ちないんです。複数残っていると、鳥籠を落としてリセットしなきゃならないですからねえ。そうすると、鳥籠の中の妖よう精せいさんは死んじゃいます」

　ウサギは蒼あお井いのことを言っているのだ。このまま順調にゲームを消化し続けると、鳥籠は落下し蒼井は死ぬと。

「妖精さんを助ける協力ならしてやるよ」

　高たか橋はしは蒼井に向ける感情を悟さとられないよう、ウサギに言った。

「してくれます？」

「ああ、あの自由への鍵かぎなんてどうだ？　鳥籠が開くんだろ」

　高橋は軽い口く調ちようを装い聞いた。自由への鍵については、情報が得られないのだ。ルール上制せい約やくがあるのだろう。

「……」

「なあ、自由への鍵ってなんなんだ？」

「あれは、妖精さんからもらったんですよねえ」

　ウサギはそれだけしか言わなかった。

「このゲームにはなんの意味があるんだろう。なあウサッチ」

　高橋は少しだけ話題をずらした。

「四人で遊んでるだけですよ」

「鳥籠がゲームスタートのスイッチなのかい」

「ゲームスタートには条件があるのです。鳥籠に妖精さんが入ること。四つのエリアにそれぞれ生徒が入ること。このフロア全体の登とう録ろく人数が十人以上となること。それが満たされたら、ゲームをすることができます」

「四人のキャラクター、それぞれ設定──性格とかあるのかい」

「そうですねえ、マーケットのミャンコさんは普通の性格ですよ。自分が大事という、極めて普通のタイプです。パークの今は死んじゃったミッキーさんは欲張りだったですね。皆の足並みを乱すタイプでした。レイクのケロリンさんは、温おん和わな性格です。時とき折おりヒステリーを起こしますけど。ちなみに私は、こう見えても慎しん重ちようで冷静で計算高くて」

　四つのキャラクターの性格。微び妙みようにエリアに入っている生徒に重なっているのかもしれない。まずどこのエリアに登録するかと聞かれたら、食料の豊富なマーケットを選択するだろう。生活用品などがあるレイクには女子が入りそうだ。

　高橋はふと思った。そんなキャラクター設定は誰だれのためにあるのだろうかと。四匹ひきのこのキャラクターがやり取りするゲームが、本当のゲームなのだろうか。

「一緒に妖精さんを助けような」

　高たか橋はしはウサギに笑いかけた。

　もしも、自由への鍵かぎで鳥とり籠かごが開かない場合、ゲームをこなさねばならない。あと二匹ひきのキャラクターを脱落させ、ゲームを完了させる。でなければ蒼あお井いは死ぬ。

　そのためにも、このフロアの安定がほしかった。悪あく魔まを恐れ疑ぎ心しんを持ってる人間を出し抜くことはできないからだ。

「妖よう精せいさんも好きですけど、私……高橋さんのことも好きですよ」

　ウサギがこちらをじっと見て、初めて高橋の名前を口にした。

「……ウサッチ」

「だから、高橋さんも助けてあげますから」

「あ、ありがとう、ウサッチ」

　高橋はどもりつつお礼を言った。

「誰だれか来ましたよ」

　振り向くと、開いた扉とびらに人ひと影かげがあった。

「いいかな、高橋君」

　高橋がうなずくと、ひとりの女子生徒がハッチの中に入ってきた。

「コーヒー持ってきたから。上うえ原はら君からだけど」

　水みず野の由ゆ香かがテーブルにパックのコーヒーを置いた。彼女は腕うで輪わを外はずしているので、自由に出入りできるのだ。

「サンキュー、助かるよ。俺ってカフェインが切れると、暴れだすから」

　テーブルの上には、コーヒーのパックの他、琥こ珀はく色いろの液体で満たされたペットボトルが置かれている。

「これって……」

「高橋君が飲んでたの見たから、トレードで買ったの」

　小さなウイスキーのボトルだった。

「じゃなくて、パークのアイテムはトレード停止中だったろ」

「もう買えたよ」

「第八回ゲーム後に、トレードだけ再開されたんですよ。ミッキーさんは死んだままで、パークも閉へい鎖さされたままですけどね」

　水野は、ウサギの声にキョロキョロと部屋を見回している。

「ウサッチの声。俺おれの友達」

「すごいね、ウサギさんは積極的に会話に参加してくるのね」

「それより、レイクで酒とか買ってるの？」

「そんなことないよ。でも、さすがに下に行った人たちもかわいそうだから、差し入れしてあげようって、皆で話し合ったの」

「酒とか？」

「うん、愛まな美みちゃんを通してね。……まずかったかな」

　高たか橋はしは少々嫌いやな予感がした。

「それより水みず野のさんは大丈夫？」

　水野が不安そうな顔をしたので、高橋は話題を変えた。

「うん。もう自由に動けるよ」

　水野は質問の意味を理解して答えた。

「腕うで輪わがないとやっぱり不便？」

「うーん……。そうでもないかな。外はずれるまでは、外れることが不安だったけど、外れたらすっきりした感じ」

「そっか」

「でも、これから困るかな」

「大丈夫だよ。腕輪がなくても、クラスメイトだってことは変わりないからさ」

「高橋君は優やさしいね」

　水野は目を細めて高橋を見ている。

「水野さんだけだよ、俺を褒ほめてくれるのは」

「私は、だって……」

　水野ははにかんだ表情を浮かべてうつむいた。そんな表情は教室でもよく目にしたことがあった。高橋タブロイドの製作を水野によく手伝ってもらっているのだ。彼女は赤みのかかった放課後ごのパソコン室の一番後の席で、データを打ち込んでくれている。高橋がデータを受け取りお礼を言うと、そんな表情をしてくれた。

「俺が優しくするのも、水野さんだけだけどね」

「ありがと。でも高橋君は……蒼あお井いさんのことが好きなんでしょ」

　高橋はどきりとした。

「なんで？」

「なんでって言われても、なんていうか、蒼井さんの前だとなんだか態度が違うような。女の子の勘かんかな」

「……それは、だって、あんな鳥とり籠かごに入れられてたらさ、誰だって心配する。水野さんが鳥籠に入れられていたら、もっと心配して取り乱してたよ」

「そう？」

「そうだよ」

　高橋の目の前で、水野が照れた表情を浮かべている。そんな雰ふん囲い気きの中、高橋はふと気け配はいに振り向いた。

「どうしたの？」

　水みず野のは、誰だれもいない開きっぱなしの入り口に視線を向ける。

「ちょと待ってて。ここでゆっくりしてていいから」

　高たか橋はしはそう言って、ハッチの外に出て扉とびらを閉めた。

「どうした？　なにしてんの？」

　ハッチの入り口のすぐ横の壁に、真ま希きが寄りかかるようにして立っていた。

「……高橋君を待ってたの」

　真希は不満そうに瞳ひとみを瞬まばたいている。

「声かければいいじゃんか」

「邪じや魔ましちゃいけないと思って。高橋君は怒るから」

「マキマキに怒ったことないだろ」

「怒ったことはないけど、私がわがまま言ったりすると、いったん目を逸そらしてから笑顔を向けるでしょ。その間が怖い」

「馬ば鹿かだな。俺おれとマキマキの仲じゃないか」

　高橋は苦く笑しようした。真希とは同じ団地に住んでいるため、たまに一緒に下校する。そんな時も、真希は高橋の放課後ご活動を邪魔することなく、高橋の下校時間をじっと待っていた。

「それで、何かあったのか？」

「ちょっと下が騒がしくて。些さ細さいなことでも報告しろって高橋君が言ったから」

　真希は高橋の手をつかんで鳥とり籠かご方向へ引っ張っていく。

　鳥籠の周囲には人ひと気けはない。蒼あお井いに気を遣つかっているのだ。鳥籠の中の蒼井は、椅い子すの上で片かた膝ひざを抱えて座っていた。

　鳥籠下の穴からは、確かに声が聞こえる。下にいる男子生徒の声だった。何やら呼びかけているようだ。

　高橋はポケットからスコープを取りだし、下の様よう子すを窺うかがった。

「何か分かった？」

「……上うえ原はらを連れてきてくれ」

　高橋は顔をあげてから真希に言った。真希は素直に従いフロアを歩いていった。

「どうしたの」

　立てた膝に顎あごをのせたまま蒼井が聞いた。

「まずいことになってね」

　高橋は唇くちびるを嚙かんだ。油ゆ断だんしてしまったのだ。

「愛まな美みさんね」

　蒼井が言った。

「そう。正まさ樹き愛美が黒くろ川かわたちに捕まっている。奴やつらは正樹愛美をカードに交こう渉しようを求めている」

　高橋はもう一度スコープを覗のぞいた。見えたのは、手を縛しばられた愛美と、得意げに手を振る黒川たちの姿だった。

「まいったな」

　高たか橋はしは顔を上げてからため息を吐ついた。そんな時、こちらを見つめる蒼あお井いを見て、高橋は気づいた。

「そうだ、蒼井ちゃんに話がある」

　このトラブルは利用できる。
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「ふたりか？」

　男子生徒が言った。下に追放した六人のうちの一人だ。

「ああ、そうだ」

　高橋はトイレを出てからうなずいた。すぐに上うえ原はらもトイレから出てくる。ここは、下のフロアと上のフロアを繫つなぐルートだ。黒くろ川かわを追放したのも、このルートからだった。

　あれから全すべての生徒に、愛まな美みが捕らわれた事実を伝えた。場は相当に混乱したが、とりあえず黒川たちにアプローチすることになった。代表として、やはり上原と高橋が選ばれた。

　高橋と上原は、男子生徒に先せん導どうされるよう薄うす暗ぐらいフロアを歩いた。真まっ暗くらではなかったが、静かで寒気を感じるフロアだった。黒川たちはこんな場所に追放されたのだ。

　柱の乱立するエリアを抜けると、開けた場所に出た。中央に円形のベンチのようなものがある。

「ここで待て」

　生徒はそう言い、柱の陰に姿を消す。

　上を見て驚きよう嘆たんする。上にははっきりと蒼井の鳥とり籠かごが確認できた。眩まぶしいばかりに輝く鳥籠。そして、力なく座っている蒼井の姿も見えた。これほどまでに明めい瞭りように存在を晒さらしていたのだ。また、鳥籠の周囲でスコープを覗のぞいている生徒の影も確認できた。皆も愛美のことが気になるようだ。

「よお、久しぶり」

　声に視線を下げた。柱の脇わきに黒川が立っている。黒川は冷たい笑えみを浮かべて小さく手をあげた。

「おまえ……」

「待てよ。話し合いだろ」

　高橋は上原を制した。

「相変わらず冷静だな」

　黒川が皮ひ肉にくっぽく言った。

「まずは理由を聞きたい。何故なぜそんな行動を取ったか」

「俺おれたちの待たい遇ぐう改善のためだ」

「それは、正まさ樹きが一番努力したはずだけど」

「だから、おまえらにも誠せい意いを見せてもらいたい」

「正樹さんを出せ」

　上うえ原はらが口をはさんだ。

　黒くろ川かわは、背後の柱に声をかける。すると、柱の陰から正樹愛まな美みが出てきた。愛美は手を縛しばられた状態で、ふたりの男子生徒に両りよう脇わきから捕まえられている。

「正樹さん……」

「ごめんね」

　愛美は、上原と高たか橋はしの姿を見て、安心したような悲しんでいるかのような表情をした。

「何もしてないだろうな」

「今のところはな」

　黒川が薄ら笑いを浮かべている。

　高橋は、今にも飛びだしそうだった上原の肩をつかんだ。

「待て、奴やつはそれほど馬ば鹿かじゃない」

　この現状、黒川の存在は悪くもあり良くもある。黒川は欲望に流されず、冷静に愛美を交こう渉しようカードにするタイプだ。しかし、それ以上に冷れい徹てつに愛美に手をかけるようなタイプでもある。それは交渉次し第だいだろう。

「俺が話す。上原は下がってて」

　高橋は一歩前に出た。

「いいだろう。話は早いほうがいい」

「最初に言っておくけど、俺は別に彼女がどうなろうと関係ないけどな」

「下くだらねえ駆け引きはいい」

「俺たちへの要求は？」

「食べ物と生活用品をここに運んでくること」

「食べ物は、正樹が運んでるだろ」

「それは一組の物資だな。俺らはおまえらからもらうことにした。上のは食べ物の質も違うからな。あと──酒だ」

「酒の類たぐいは……」

「回復したんだろ、パークのアイテムは。これから指示するものを購こう入にゆうして持ってこい。投げ落とすなんて下らねえことするなよ」

　黒川の要求は上のフロアの物資補ほ給きゆうのほぼ限界だった。要求を吞むと、上のフロアの生徒は極度の節せつ制せいを強しいられることになる。

「なあ、少し妥だ協きようしてくれ。そうしないと、生徒も自じ暴ぼう自じ棄きになる。正まさ樹きがどうなってもいいって考えるようになったら、黒くろ川かわにとってもよくはない」

　もうすぐ自由への鍵かぎが購こう入にゆうできるほど資金が貯たまるはずだった。しかし、黒川の要求を吞み続けると、その計画は破は綻たんする。

「なるほど、交こう渉しよう決裂か。上に戻っていいぞ。そしてスコープで覗のぞいてみるんだな。裸はだかで逃げ回るこいつの姿が楽しめる」

「てめえ、ふざけんな」

　上うえ原はらが怒ど号ごうを上げた。愛まな美みは黒川の言葉を聞いて、目をまん丸に見開いた。

「俺おれは妥協点てんを探りに来たんだ。ネゴシエーターの立場でさ。あまり触しよく発はつすると、上原のような奴やつと乱闘になるかもしれない。黒川もそれは望んでないはず」

　高橋は声のトーンを制せい御ぎよして言った。

「勘かん違ちがいするな、これは交渉じゃない。要求をしているだけだ。おまえの返答はイエスかノー。それに物資運はこびにはルール作りをする。ボディーチェックや、運ぶ人数の制限。それを破ったら、俺は女でも殴なぐるぜ」

「分かった。要求を吞む。あとは、細かいルールを詰めよう」

　高橋は交渉を諦あきらめた。黒川は物資がほしいわけではないのだ。単純に立場としてのイニシアチブを握りたいだけだ。要求をのまなければ、あっさりと愛美をいたぶり、上部エリアの生徒にプレッシャーをかけるだろう。

　高橋と黒川が話し合う横で、愛美は呆ぼう然ぜんと立っていた。自分の善意が通じなかったこの現実を直視している。

「こんな場所で、愛美さんをずっと過ごさせるのかよ」

　上原が悪あく態たいを吐ついている。

「こんな場所に追放したのは誰だれだよ」

　男子生徒が返答する。

「行こう、条件は全部聞きいた。あとは上で話し合おう」

　高橋は黒川との話し合いを終え、上原の背中を叩たたいた。これ以上動どう揺ようする上原を見せたら、今後の交渉にマイナスになるだけだ。

「待てよ。忘れ物だ」

　そう言い、黒川は、高橋と上原の頰ほおをリズムよく殴りつけた。周囲の男子生徒が笑い声をあげる。

「てめえ……」

「いいから」

　高橋は切れた唇くちびるを舐なめてから上原を制した。

「正樹さん、必ず何とかするから」

　上うえ原はらは愛まな美みにそう言い、凍りつくように立っている愛美に背を向け立ち去った。
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　集団を稼か動どうさせていた、中心の大きな歯車の消しよう滅めつ。それは、状況を混こん迷めいさせた、というより、瞬しゆん時じに破は壊かいした。

　愛美を失ったことにより、あっけなくフロアの人間関係は崩ほう壊かいした。

　食料や物資などの節せつ制せい。集団はストレスを放出させる場を見つけられず、精せい神しん状況は臨りん界かい点てんに達する。

　大量の物資を下に運ぶ生徒は、黒くろ川かわたちに殴なぐられストレスを溜ためて戻ってくる。立場の逆転。食べ物を投げ込み、優ゆう越えつ感かんを得るための道具だった存在の変化。

　男子生徒の精神状態は急ピッチでずたずたに切り裂かれていった。ストレスを解かい消しようできず、周囲に当たり散らす生徒。愛美を心配しおろおろとする生徒。上原はフロアの壁かべ際ぎわで頭を抱えている。

　そんな周囲では、女子たちが冷たい視線を向けていた。もともと男女はパズルのピースのような関係なのだ。現在の男女関係は、型の合っていないバラバラのピース。

　節制や精神的圧あつ迫ぱくなどのストレス。それらは、このフロアの弱者へと向かった。

　それは腕うで輪わをしていない生徒。腕輪をしていない生徒は、下の黒川たちと同種と認にん識しきされ始めた。下と上の違いは、腕輪の有う無むだけだからだ。

　男子に腕輪をしていない生徒は一人いる。それは氷ひ室むろ。

　氷室は孤こ立りつし攻撃され始める。正面から悪あく態たいを吐つかれ、時とき折おりスタンガンなどで脅おどされた。黒川たちがこのフロアで暴走を始めた時、反抗しなかったことも、今いま更さらながら責せめられていた。

　氷室はそれでも四組のシェルターに戻ることはしなかった。

「腕輪が外はずれてるんだ。もうクラスの輪の中に入れないよ。腕輪を外した生徒は、四組のシェルターの中でも敵意を向けられる」

　氷室は、実際にそんな現実を見たかのように言った。

　女子のグループはさらに陰いん湿しつだった。腕輪が外れた五人。それらは女子グループから除外されていた。

　さらに再び悪あく魔まの影。

　二枚の悪魔カードは、蒼あお井いと愛美が持っている。蒼井のカードは確認できるのだが、愛美のカードはそうはいかない。このフロアに持ってくる術すべはないのだが、疑いだけはフロアに浸しん水すいした。

　愛美が捕まる前に、誰かが受け取っていたのではないか。下に行った時に、手に入れたのではないか。そんな不ふ条じよう理りな疑ぎ念ねん。

　再び生徒同どう士しが監かん視しをし合う、そんなぎすぎすとした雰ふん囲い気きがフロアを支配しだす。

　さらに蒼あお井いの立場。悪あく魔まカードを持っている蒼井は、監視されるようになった。誰だれかにカードを渡さないかと。

　しかし、そんな悪意のカードが、ぎりぎり蒼井の立場を守っていることも確かだった。蒼井をむやみに攻撃すると、他ほかの誰かにカードを渡してしまうかもしれない。そんな複雑な思し考こうの中、蒼井は視線に晒さらされていた。

　蒼井の自由な時間はなくなった。全すべての生活を監視され、精神を蝕むしばまれていく。

　さらに監視の視線は、娯ご楽らくへとシフトした。苦しみ耐え忍ぶ蒼井を、楽しむかのように生徒たちは視線を向けていた。蒼井は再び観かん賞しよう用の小鳥と化した。

「大丈夫ですか？」

　ハッチの椅い子すに座っていた高たか橋はしに、ウサギが声をかけてきた。最近は、ウサギのほうから声をかけてくるようになってきた。

「俺おれは醜みにくい人間だよ。口くち出だししたら、今度は俺が標ひよう的てきになるだろうと思って言えない」

　ストレスの受け皿になっている腕うで輪わを外はずした生徒、そして蒼井。彼らを擁よう護ごする行動を取れば、今度は自分が攻撃される。そんな恐れが高橋にもあった。

「もともと人間は醜いものですよ」

　ウサギがにやっと笑った。

「分かったようなことを」

「……誰か来てますよ。女の子です」

　扉とびらを見て、高橋は目を見開いた。

「どうしたの水みず野のさん」

　高橋は彼女をエリアに招き入れた。

　水野由ゆ香かは下着姿すがたで、おずおずと中に入ってくる。高橋はソファーに座らせ、タオルをかけてやった。

「どうにかならないかなって思って」

　水野はつぶやいた。

「なんでそんな恰かつ好こうを？」

「カードを隠かくさないようにって、服を脱がされているの。腕輪を外した五人はみんなそう」

　腕輪が外れた生徒の管理にこんな方法を使っているのだ。悪魔カードの恐れもあるだろうが、それは表おもて向むきの理由で、ただ楽しんでいるのだ。高橋は、目の前で暗い顔をする水野を見てそう思った。女子ならではの陰いん湿しつな行動だ。

「暴力振ふるわれるとかはないんだけどね」

「そんな問題じゃないよ。俺が言ってやるよ。クラスメイトにこんなひどい仕打ちはないよな」

　高橋は目の前の下着姿の女子生徒を見ても、性的なものを感じなかった。感じたのは強烈な疲労のみ。混乱したフロアの象しよう徴ちようがここにある。

　水みず野のはうなずき立ちあがると、高たか橋はしにもたれかかるように体を預けてきた。高橋は、そんな弱々しい彼女をしばらく支えてやった。

　高橋は視線を感じて出入り口を見た。しかし、開け放したままの扉とびらには誰だれもいない。

「しばらくここにいるといいよ。誰も入ってこないからさ」

「うん、そうするね」

　水野は力なくうなずいた。

　その後、高橋は他ほかの腕うで輪わを外はずした生徒の様よう子すを調べてみた。残りの四人の女子。詳しく確認はできなかったが、水野と同じく下着姿すがたでレイクに軟なん禁きんされているようだ。

　そして氷ひ室むろ。氷室の精せい神しん状態も危険な水すい域いきに達していた。

　遊び感覚で氷室にスタンガンを向け、実際に暴発したこともあったようだ。

　氷室は高橋に赤くなった腕を見せてくれた。

「なあ、四組に戻ればいい。氷室はもともと八組の生徒じゃないんだ。簡単なことだろ」

　高橋はそう助言した。最近ずっと四組に戻っていないが、いなくなって不ふ審しんがられていることはないだろう。

　しかし、氷室はそれを拒否。

「四組でも、腕輪を自ら外した生徒がいた。そいつはもっと苦しめられていた。だから戻っても……」

「だけど、もうこれ以上ここにいることはできないだろ。どんどんエスカレートする」

　そんな氷室はついに決断をした。このフロアから出ていったのだ。

　氷室の逃げ場所は──

　氷室は黒くろ川かわたちのいるフロアへと降りていった。スコープでちらりと様子を窺うかがったが、混乱した様子はなかった。氷室はここよりも下を自分の居い場所であると判断したのだ。

　黒川たちは、腕輪をしていないグループに属する仲間として、氷室を受け入れた。上で腕輪をはめている生徒は敵で、それ以外は味方だとそう表現している。

「おかえりなさい」

　高橋がハッチに戻ると、水野由ゆ香かがにこりと笑って声をかけてきた。

「ただいま……セクシーな恰かつ好こうだね」

　水野は胸と腰にタオルを巻いており、下着だけは隠かくしている。お腹なかと足を無防備に露ろ出しゆつさせているその姿に、目のやり場に困りつつもつい凝ぎよう視ししてしまった。高橋の視線に、水野は顔を赤らめながらも心配げに見つめ返してきた。

「どうしたの？」

「ん？」

「高橋君、なんか疲れてる感じ」

「さすがに疲れた」

　高たか橋はしはぐったりとソファーに腰を下ろした。極度の疲労からか、体がソファーにずぶずぶと沈んでいくような感覚を得た。

「ご飯にする？　それともお風ふ呂ろ？」

　水みず野のがいたずらっぽく言った。

「じゃあ水野さんにする」

「あはは、言うと思った」

「じゃあ早さつ速そく……」

「駄だ目め、ここはリビングルームだから」

「ここはベッドルームのはずだけど。前にふたりで話し合ったじゃないか」

「ふふ、違うよ、ここじゃないよ。ここがリビングで、あっちがダイニングルームで、ベッドルームがあっち。あっ、こらっ、スカートのタオル引っ張っちゃ駄目」

「えー違うって、リビングはあっちのはずだった」

「あっちじゃなくてこっちだよお、ふふっ」

「こっちじゃなくてあっち？」

「そこはキッチンだったでしょ。あと、あっち側がベランダ。ここは三十階で夜景が綺き麗れいなの」

　水野はクスクスと笑いながら説明している。

「とにかく、ベットルームに移動しようか」

「そういえば、さっきウサッチちゃんがいなくなったけど」

　水野はあっさりと話題を逸そらした。

「あったよ。第九回ゲーム」

　高橋は笑顔を消してうなずいた。ゲームの結果。高橋は天使のグーを提てい示じ。しかし、他ほかのふたつのエリアは人間のチョキの提示だった。

　順調に減へっていくオーレ。この調子だと、オーレはなくなり、ハートにまで被害が出ることになる。しかし、それでも恐れから協調できずにいる。

　混乱しているのだ。まともな判断ができていない。悪あく魔まカードが出まわっている可能性はほとんどないのだ。しかし、信用できない。そんな殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気き。

「カードを隠かくし持っていないかって、やっぱり疑ってるんだね」

　水野は寂しそうにうつむいている。

　当然のことながら、水野がこのエリアにいることに他の生徒はいい顔をしなかった。しかし、男子生徒はそれどころではなく、女子も高橋には強く言えないようで、この状態は曖あい昧まいに容認されていた。

「愛まな美みちゃんはどうなの？」

「変なことはされてないようだけど、状況は変わらない。あとで下に物を持っていかないと。誰だれも行きたがらないから、俺おれが行くことになったよ」

「気をつけてね」

　水みず野のが高たか橋はしの隣となりに座って寄りかかってきた。彼女と頭をくっつけあっていると、ほんの少しだけ気分が良くなってきた。

　高橋は、水野の太ふと腿ももに頭をのせ横になった。柑かん橘きつ類のような甘い香りと温かさの中で、高橋はしばし微睡まどろんだ。その間、ずっと彼女は頭を撫なでてくれていた。

　その後、高橋は物資を運びに下のフロアに行った時、ちらりと氷ひ室むろの姿を見た。氷室は上にいた時よりも、安定した表情を取り戻していた。黒くろ川かわたちと食べ物を分け合いながら喋しやべっていた。その時氷室がこちらに向けた視線。それはすでに敵意を含んでいた。

　氷室は完全にあちら側の存在となったのだ。

　負の感情で構成された仲なか間ま意識。しかし、それは上のフロアよりも心地よさそうだった。

　高橋は疲労を感じながら上へと戻った。梯子はしごを上り個室を開け外周の廊下へとでる。フロアに戻ろうとした時、その廊下に誰かがいることに気づいた。

　真ま希きの後姿がある。真希は廊下を歩き、フロアの中へと入っていった。高橋に気づいた様よう子すはない。

　高橋は真希の後を追うように、フロアへと戻っていった。ぐったりと重くなった体を引きずるように、そのままハッチに入る。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　ウサギが返事した。

「あれ、水野さんは？」

　高橋は部屋を見渡した。人の気け配はいはない。最近水野はずっとこのエリアにいて、高橋と過ごしていたのだ。戻ってくるたびに、おかえりなさい、と新しん婚こん夫婦のように声をかけてくれたのだが。

「なあウサッチ、ここに女の子がいただろ。意い外がいに着やせするタイプだった子」

「いましたよ」

「どこに行った？」

「レイクの生徒に呼ばれて出掛けたようですけどねえ」

　外に出てフロアを見まわしても、彼女の姿は見当たらない。鳥とり籠かごの周囲には相変わらず数人の男女。蒼あお井いの悪あく魔まカードを監かん視ししている生徒だ。

　レイクに戻ったのだろうか。腕うで輪わを外はずしても、水野はクラス委員長として、まだ頼られているのだろうか。高橋はレイクを覗のぞきにいこうとして、ふと嫌な予感が頭をよぎった。

　高橋はきびすを返してフロアの出口へと向かった。先ほどの外周の廊下へと出る。高橋はその廊下に並んでいる扉とびらをひとつひとつ開けていった。扉の中の小部屋の床ゆかにはマンホールのような蓋ふたがある。それぞれ、シェルターのトイレに通じる秘密の出入り口なのだ。

　高たか橋はしは数個目の扉とびらを開けて顔を歪ゆがめた。

　狭せまい個室の中で、ひとりの女子生徒が泣いていた。下着すらつけていない裸はだかの体を丸め、嗚お咽えつを漏らしている。真っ白な太ふと腿ももには、火傷やけどしたような赤いあざがついている。スタンガンのあとだ。

　高橋は扉をそっと閉めてから、呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げた。

　扉の向こう側で泣いているのは水みず野の由ゆ香かだ。誰だれがこうしたのかは見けん当とうがついた。先ほどこの外周の廊下を歩いていた生徒がいる。

　高橋は唇くちびるを嚙かみ締しめながら、その場を離れた。彼女もあの姿を見られたくないだろう。フロアのマイナス感情は、高橋の予想を超えて増ぞう殖しよくしていたのだ。

　フロアに戻り、高橋はただ呆然と立ち尽くした。強烈な疲れを感じた。体が鉛なまりのように重かった。吐はき気とめまいと倦けん怠たい感かん。

　フロア中央の鳥とり籠かごの周囲には、相変わらず生徒の姿があった。鳥籠の中の小鳥は視線に怯おびえ震えているはずだ。下くだらないものばかりだった。マイナスの感情ばかりで、信用できるものはここには何もない。そう思った。

　無限に湧わきあがってくるマイナスの感情。この場所に漂う感情に感かん染せんしてしまったのだ。消去してもきりがないほど、怒りや絶望感に汚お染せんされる。高橋は精神のコントロールを失いかけた。

　好きな人間を助けられないこの無力感。高橋は顔を歪めて笑った。歯を食いしばって、なんとか泣くのを耐えた。

　この場所に信用できるものなど何もない。

　ぼんやりと立ち尽くしている高橋に、ひとりの生徒が近寄ってきた。彼はしばらく距離を置いて立っていたが、意を決したように声をかけてきた。

「頼みがあるんだ」

　上うえ原はらが言った。

「なに？」

　高橋は視線を鳥籠に向けたまま声を出した。

「助けたいんだ。彼女を。あのままにしておけない。時間が経たてばいつかは……」

「正まさ樹き愛まな美み？」

「ああ。どうしても、助けたい。だから力を貸してほしい」

「なんで助けたいんだ？」

「俺おれ、彼女のこと好きなんだ。だから助けたい」

　高橋は上原が愛美を好きなことは知っていた。あの時からだろう。

　上原が去年まで付き合っていた三年生の女子生徒。彼女は同級生と上原と二ふた股またをかけており、それがばれると、遊びだったと上うえ原はらをあっさりと捨てた。さらに彼女の彼かれ氏しから屋上に呼びだされたりと散々さんざんだったのだ。屋上には、彼氏とその仲間とあの彼女までいたそうだ。彼女は彼氏に体を絡みつかせてニヤニヤと笑っていたらしい。ただし、上原は、彼氏やそ仲間を返り討うちにしたようだ。

　愛まな美みはその時たまたま、友達と一緒にチーズフォンデュパーティーをするため屋上に行ったらしい。そこで怯おびえる友達をよそに、必死に喧けん嘩かを止めようとしたのだ。

　乱闘が収まると、上原をひっぱたき、喧嘩の理由を聞き、上原の元もと彼女をひっぱたいてから、上原を誘い校庭で一緒にチーズフォンデュをしたようだった。現場は見ていないが有り得る話だと思った。

「高たか橋はしには、そんな気持ち分からないだろうけど、俺おれは、本当に彼女のことが……」

「ああ、分からないよ」

　高橋の返答に上原は力なくうつむく。高橋はそんな上原の肩に手をのせてやった。

「でも、俺たちは友達じゃないか。俺が、困っているおまえを見捨てるわけないだろ」

　高橋はにやりと笑った。

「高橋……」

「一緒に助けようぜ、女め神がみ様を」

「ありがとう」

「お礼なんて言うなよ、水みず臭くさい」

　高橋と上原は固く手を握り締めあった。




　　　　　＊




　それから高橋は、上原と共に愛美奪だつ還かんの計画を練ねった。

「意い外がいに奴やつらは考えている。まともにいったら、無傷での奪還は難しい」

　数回物資を下のフロアに運びに行ったのだが、彼らは一回に四人以上の生徒の侵しん入にゆうを許さなかった。

　ここと下を繫つなぐ出入り口のトイレ。そのトイレに見張りの生徒がおり、そこでまずはボディーチェックを受ける。スタンガンを持っていないか調べられるのだ。

　ボディーチェックがすむと、別の生徒に先せん導どうされつつ、彼らの拠きよ点てんまで、食料などの物資を運ぶことになる。

　彼らの拠点、つまり愛美を監かん禁きんしている場所。そこが問題だった。

　愛美の監禁場所は、一組のシェルターと外を繫ぐ連れん絡らく通路だった。シェルターとは、目が覚めた時にいたあの部屋のことだ。そこから腕うで輪わを外はずした者だけが出口の扉とびらをくぐることができる。くぐった先が連絡通路。その先にさらに扉があり、そこを開けると外、つまり黒くろ川かわたちが追放されたエリアとなる。

　愛まな美みは黒くろ川かわたちに食料を渡すために、一組のシェルターから、出口の第一の扉とびらをくぐり連絡通路に入った。その時、第一の扉は閉める。そうしないともう一つの扉が開かないシステムなのだ。そして、次の扉を開き、閉まらないように靴を挟んだ。そうして、黒川たちに会いに行っていた。

　なので、一組の連れん絡らく通路の扉は開いていたのだ。

　問題は、連絡通路は腕うで輪わをしている生徒は侵しん入にゆう不可能だということ。要するに、そこに逃げ込まれたら手出しができないのだ。

　こちらと愛美との接せつ触しよくは、物資と交換に無事を確認するほんの数秒。それだけしかない。その間に、スタンガンを突き付け、愛美を奪だつ還かんする。しかし、それだけの行動をするには、あまりにも隙すきがなさすぎるのだ。

　状況確認をし、愛美奪還の難しさを再さい確認した上うえ原はらは沈ちん痛つうな面おも持もちだ。

「問題をひとつひとつ確認していこう。まずは、スタンガンの問題がある。俺おれたちの武器はそれだけだ。それをどう持ち込むかが一番の課題だ」

　スタンガンを持ち込めばなんとかなるというより、スタンガンがなくては話にならないのだ。スタンガンを通じてでしか攻撃できないからだ。確かに強力な武器ではあるが、巨大なハンデともいえる。

　持ち込むスタンガンは、一つや二つでは意味がない。単発式しきという足かせがあるからだ。最低でも相手の人数分にんずうぶん以上が必要だ。首などにヒットすれば失神するほどだが、腕や足ではそこまでのダメージは与えられない。となると、多いに越したことはないが、多いほど隠かくして持ち込みにくくなる。

　もしも途中で不ふ穏おんな行動がばれたなら、黒川たちに恰かつ好こうの言い訳を与えてしまう。愛美は、こちら側にプレッシャーをかけるための材料に利用されることになるだろう。

「一組のシェルターから運べないか。生徒に訳を話して」

　上原が言った。

「無理だな。片方の扉をロックしないと、もう片方の扉は開かないシステムになっている。それに、連絡通路には腕輪をしていると入れない。黒川たちが一組のシェルターを占せん領りようしようって考えたなら対抗できたんだけどな」

　あの黒川のことだ。すでに一組の生徒にスタンガンが配られているかもしれないとの思し考こうがあるはずだ。だから、愛美を奪い、上のフロアに圧力をかけることを選択したのだ。

「それより、もう少し人数が必要だよ。二人じゃ少なすぎる」

　高橋は言った。自分も上原も運動神しん経けいはあるが、それでも限界があるのだ。

「男子生徒に訳を話すか？」

「全員はやめたほうがいい。できるだけ最さい少しよう人数で、信用の置ける人間に」

　高たか橋はしは混乱したフロアの惨さん状じようを見て言った。

「正まさ樹きさんを好きな男子はいるんだ。そいつらは、信用できるような気がする。今でもずっと、正樹さんを心配してるから」

「そのうちの二、三人かな。セレクトは上うえ原はらに任せるよ」

「あとはスタンガンの購こう入にゆうか」

　資金的にもぎりぎりなのだ。黒くろ川かわたちに搾しぼり取られているからだ。高橋のエリアは、資金に余よ裕ゆうがあるのだが、それはあの自由への鍵かぎ購入資し金きんだ。

「俺おれのエリアで買えるだけ買うけど、女子にも協力してもらおうか？」

　上原が言う。

「それは駄だ目めだ。邪じや魔まが入る可能性がある。男子が愛まな美み愛美でおろおろするから、嫉しつ妬として混乱しているのもあるんだ。女子の中には、愛美が捕まっていい気味だと思っているのもいるはず。まあ、スタンガンの数はどっちにしろぎりぎりの数でいいさ」

　女子の協力はほぼ不可能だ。逆に知られないように、水面下で行動を起こさねばならない。

「でさ、俺はこれからどうすればいいんだ？」

「上原は、あくまで隠おん密みつにメンバー集めと、スタンガン購入を。その間に俺は作戦を練ねる。スタンガンの運び込みはなんとかする」

「分かった、頼んだ」

　上原は、高橋の肩をぽんと叩たたいて自分のエリアへと戻っていった。高橋は上原を見送りながら、慎しん重ちように作戦を練った。

　愛美を救きゆう出しゆつするだけでは駄目なのだ。
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「今から、行ってくるからさ」

　高橋は鳥とり籠かごの前にいた。タイミングよく鳥籠の周囲に人ひと気けがなかったのだ。

　鳥籠の中には、ぞっとするほどやつれた蒼あお井いが膝ひざを抱えて座っている。蒼井は高橋の声に気づいて少しだけ顔をあげた。この短い間に、蒼井はげっそりと瘦やせたような気がする。もともと大きな瞳ひとみがさらに大きく見えた。

「……愛美さんの様よう子す見みに行くのね。気をつけてね」

　蒼井は、ふらりと立ちあがった。いつもなら言葉と合わせて微笑ほほえむはずの蒼井の表情は失われている。ぎこちなく、ただ口の端はしを吊つり上げただけだった。彼女の仮か面めんは剝はがれかけている。

「蒼井ちゃん」

　高橋は鳥籠に近寄った。蒼井もふらふらと格こう子しに近づく。

「手が冷たい。何か食べないと体温があがらないよ」

　高たか橋はしは蒼あお井いの手を握った。

「大丈夫よ。どっちにしろ、もうすぐだから。どうなるか分からないけどね」

　蒼井は鳥とり籠かごの上を見て小さく笑った。

「籠が落ちることはないよ」

　高橋は言った。

「ねえ、高橋君」

　荒い声が投げられた。振り向くと真ま希きがこちらを見つめていた。

　蒼井はそんな真希を無視して、自分の唇くちびるに当てた指先を、高橋の唇にそっとタッチした。

「気をつけてね」

　蒼井は微笑ほほえんで見せた。高橋は蒼井に触れられた唇を指で撫なでながら、ためらいがちに鳥籠から離れた。

「蒼井さん」

　真希が蒼井を睨にらんでいる。

「なあに？」

「……カードを見せて。むやみに誰だれかと接せつ触しよくしちゃいけないって言ったでしょ」

　蒼井は平然とポケットから悪あく魔まカードを取りだしアピールした。三枚目のカードは、依い然ぜん蒼井の手にある。

「高橋君も、蒼井さんと勝かつ手てに話さないでほしい」

　真希は上うわ目め遣づかいに高橋を睨にらむように見つめている。

「悪かった」

　高橋は素直に謝った。

「高橋、用意できた」

　ちょうど上うえ原はらが呼びに来た。

「下に行くの？」

「ああ。誰も行きたがらないから、俺おれと上原で」

「気をつけてね」

　真希が高橋の手をぎゅっと握ってきた。高橋は小さくうなずき、真希の手を振り払ってから上原の元へ向かった。

「俺の言うとおりに？」

　マーケットの前では、上原ともうひとりの男子生徒の姿がある。壁かべ際ぎわには、飲み物や食べ物のパック、酒やドラッグや生活用品などが積んである。これらを下に持っていくのだ。

　高橋はそれらの物資をじっと見つめた。最大の難なん関かんは、どうやってスタンガンを運び込むかだ。

　高橋はドリンクパックなどの物資を手に取り確認した。

「それで、あとの二人は？」

「作戦は言っておいた。大丈夫だと思う。まずは俺おれと高たか橋はしと山やま本もとの三人で。残りの二人の伊い藤とうと中なか田たの用意も万ばん端たんだよ」

　作戦は五人で行うことになった。高橋と上うえ原はら。そして、信用ができ、ある程度の運動神経があり、愛まな美みに好意を持っている、そんな条件を満たす、山本、伊藤、中田の三人。

「絶対に正まさ樹きさんを助けようぜ」

　上原が手を差しだしたので、高橋は苦にが笑わらいを浮かべながらも山本と共にぎゅっと手を握った。

「うん、あいつらに変なことされる前に必ず」

　山本が興こう奮ふんした表情で言った。上原と同じハンドボール部所属なので、作戦実行部ぶ隊たいにセレクトされたのだろう。上原と同じく愛美に目がくらんでいる男子生徒だ。

　三人はしっかりと手を握り合って気き合あいを入れた。

「オーケー。じゃあ行こうか」

　高橋は運び込む物資を慎しん重ちように抱えて、下への出入り口へと向かった。失敗はできない。

　フロアから出て行く時、ちらりと鳥とり籠かごを見ると、数人の生徒たちが鳥籠を囲んで監かん視しをしていた。高橋たちにも視線を向けたが、誰だれも声をかけてくることはなかった。







　三人は物資を抱えながらなんとか梯子はしごを降りる。長い連絡通路を降りた先は下のフロアのトイレ。連絡通路はトイレの通気孔こうに繫つながっているのだ。

　高橋はまず最初に降り、個室のドアを開けトイレを確認する。

「……遅かったな」

　トイレの出入り口に一人の男子生徒。ここにまず一人見張りがいるのだ。

「準備に時間がかかったんだ」

「言い訳はいいんだよ」

　生徒は吐はき捨てるように言った。つい一ヶ月前は、休み時間に一緒にバスケットボールをやって遊んだクラスメイトなのだ。しかし、今はもうそんなか弱い繫がりはぷっつりと切れている。

　振りかえると、上原と山本も個室から出てきている。物資を包んだタオルを、風ふ呂ろ敷しきのように背中とお腹なかに括くくりつけている。

「三人か？」

　高橋はうなずいた。それでも男子生徒は、個室の上部を確認した。

「よし、いいだろう」

　そう言い、生徒はトイレから出て、薄うす暗ぐらいフロアに大声で呼びかけた。しばらくすると、二人ばかり生徒がトイレに近づいてきた。

「行け」

　生徒が言った。この生徒は、トイレの見張りとしてここに残るのだ。高たか橋はしたち三人は、今ここに来た二人に先導され、物資を黒くろ川かわのいる場所まで持って行くことになる。この規き律りつ正しい彼らの行動は、この場所で精せい神しん状態や人間関係を保つためでもあろう。

　トイレに来た生徒の一人は氷ひ室むろだった。氷室はもう高橋とは視線を絡ませもしない。

「妙みような動きすんなよ。行くぞ」

　もう一人の生徒が言った。

　三人は素直に従い、二人の生徒に挟まれるようにしてフロアを進む。高橋の前を歩く山やま本もとは微かすかに震えていた。空気が妙に重く感じられる。圧あつ迫ぱく感かんと閉へい塞そく感。こんな場所で黒川たちはずっと過ごしているのだ。高橋には、愛まな美みを奪った黒川たちの気持ちは少しだけ分かるような気がした。

　五人は壁沿いに歩く。このフロアは円形になっており、壁には一定間かん隔かくで扉とびらが設置されている。それらの扉は、各クラスのシェルターに通じているはずだ。

　しばらく歩くと人ひと影かげが見えた。一組のシェルターの扉の前にたむろする数人の生徒の影。後ろを歩く上うえ原はらが、ごくりと唾つばを吞み込む音が聞こえた。

　扉の前に仕切の壁があり、そこに寄りかかり黒川が座っていた。もう一人は立っている。

「食べ物を持ってきた」

　上原が言った。

「そこに置いて」

　立っている生徒が言った。

　高橋は上原と山本にうなずいてやる。三人は物資を包んだタオルを手に取り、ひとつひとつ中の物を床に積んでいく。

「こっちは酒とか。温かい食べ物は山本のほう」

　上原が酒の類たぐいを床ゆかに置く。山本は加熱してあるレトルト食品などを丁てい寧ねいに重ねた。

　高橋はそんな二人を横よこ目めに、腹に巻いたタオルの中にそっと手を忍ばせる。取りだした物資を慎しん重ちように足元に置いていく。ドリンクの紙パックを不ふ自然にならないよう、自分の近くの足元に積み上げる。

　上原がチラッとこちらを見た。足もとのドリンクパックを確認するかのように視線を向けてから、高橋にウインクをした。

「置いたら帰っていいぞ」

　黒川が座ったまま言った。

「正まさ樹き愛美の確認をしたい。俺おれたちの目の前に出してくれ。俺たちが帰るのはそれからだ」

　高橋は言った。心しん臓ぞうが不安定に高鳴る。高橋はいつものように感情のコントロールをする。無む駄だな感情はすべて消去するのだ。そんな高橋の足先に当たって、ドリンクのパックがパタンと倒れた。

「正まさ樹きさんに、何もしてないだろうな。ちゃんと食べさせてるのか？」

　上うえ原はらが黒くろ川かわを睨にらみつけている。

　高たか橋はしはそんなやり取りを横よこ目めにしゃがみ込み、倒れたパックを直した。そのまま足元のパックを揃そろえるふりをする。今は黒川の注意は上原に逸それている。

「よお、高橋」

　黒川がのそりと立ちあがった。

「なんだ」

　高橋は顔をあげずに返答する。ドクンと心しん臓ぞうが大きく高鳴った。

「その足元のドリンクをくれよ。喉のどが渇かわいてしょうがねえ」

　視線をあげると、黒川が鋭い視線を向けていた。

「先に正まさ樹きの確認だろう。そんな条件のはず」

「ここでは俺おれたちがルールなんだよ」

　黒川が高橋に近寄ってきた。上原と山やま本もとが表情を硬こう直ちよくさせている。

「おい、そのコーヒーパック、開けてみろ」

　黒川が高橋の手に持っているパックを指差した。

「……」

　高橋はコーヒーのパックを手に立ちあがる。腕うで輪わをしていない四人の生徒の視線が集中している。

「どうした？」

　黒川がにやっと笑った。

　高橋は、仕方なくゆっくりとパックの蓋ふたを切っていく。

「妙みような真似まねしてたら、どうなるか分かってるよな」

　高橋は、息をゆっくりと吐はきながらパックを開けた。そのまま近くにいた生徒に放る。

「おい！」

　パックを受けとめた生徒が声を荒あらげる。

　黒川が鋭い視線をその生徒の手元に向ける。

「コーヒーがこぼれただろ」

　パックを受けとめた生徒は、不ふ機き嫌げんそうに高橋を睨にらんでいる。

　黒川がずかずかと近づき、高橋の足元に並べていたドリンクのパック類を乱暴に蹴けり崩くずした。飲み物の入ったパックは、静かに床ゆかに転がった。

「やめてくれ。せっかく運んできたんだ」

　高橋は首を振った。黒川は高橋の胸を手で突いた後、ふっと鼻を鳴らして戻っていった。

「正樹さんの確認を」

　上うえ原はらが低いトーンで言った。

「……いいぞ、見せてやろう」

　黒くろ川かわが仕切り壁の向こうに声をかけた。高たか橋はしは小さく息を吐はいてから、床ゆかに転がったドリンクのパックを拾い集めた。それらを拾い集めつつも、少しだけ黒川たちから距離を取る。

　仕切り壁の向こうから人ひと影かげが現れた。男子生徒が一人。そして、引っ張られるように女子生徒の姿。

　上原が棒ぼう立だちして愛まな美みを見つめる。愛美の姿を見ることができるのは、この時この一いつ瞬しゆんだけなのだ。この時まで愛美は無事だったのか。

　両手を縛しぼられた愛美が上原の前に立った。変わらない愛美が立っている。彼女はこの暗くら闇やみの中でも、浮かびあがるようにはっきりと目に映った。

　高橋は慎しん重ちようにあとずさった。

「あ、もうこんな時間だったんだ」

　愛美はくすっと笑った。小こ首くびを傾かしげるように笑うと、さらりと髪かみが揺らめいた。

「正まさ樹きさん、大丈夫だったの？」

　上原が心配そうに、ほんの一歩前に出た。

「心配しないで」

　愛美は目を瞬まばたいてから、あくびを嚙かみ殺す表情を見せた。

「でも、ずっと、そこに閉じ込められていて……」

「大丈夫よ。今はちょっと寝てたんだよね。普ふ段だんは外で自由にして、皆と喋しやべったり楽しくやってる。ね、そうだよね」

　愛美はこんな状況でも笑顔を浮かべている。

「正樹さん、あんまり喋んないで」

　黒川がちょっとだけ困った顔をした。

「ねえ黒川君、前も言ったけど、お酒なんかはどうかと思うのよね。未成年はお酒吞のんだらいけないんだよ。それに、こんなに食べ物いらないじゃない。アイスクリームも溶けちゃうし、レトルトたこ焼きだって冷めたらおいしくなくなっちゃう。だから、本当に食べきれる物だけもらうことにしようよ。それか、皆と和わ解かいするか」

「それはできない」

「でも、さっきはそうしてもいいって感じになったじゃない。私がさ、皆に言ってあげるから。もう一回やり直そうって、そう話してたところなんだよ」

　愛美がにこりと上原に笑顔を向けた。

「……正樹さん」

　上原は呆ぼう然ぜんと愛美の笑顔を見つめている。愛美は、こんな底でも、笑顔を浮かべ光を発し続けていたのだ。

　周囲の腕うで輪わを外はずした生徒たちは、困った表情を浮かべている。この場に、妙みような弛し緩かんしたような空気が流れた。

　高たか橋はしはそんなシーンを見て息を吞んだ。愛まな美みは、黒くろ川かわたちのどす黒い憎にくしみまでも溶かそうとしている。

「今だ上うえ原はら！」

　高橋は叫んだ。

　全すべての生徒が凍りついたように表情を変える。

　上原は、ほんの一いつ瞬しゆんためらいながも、愛美に向かって突っ込んだ。そのまま愛美を捕つかまえると、生徒たちから引き剝はがして距離を取る。

「えっ、えっ？」

　あっけに取られた愛美が悲鳴をあげる。

「なにしやがる！」

　我われに返った生徒の怒ど号ごう。

「ぼこぼこにしてやる」

　腕輪のない生徒たちが迎げい撃げき態勢を取り、愛美を奪った上原を囲みだす。山やま本もとが顔を歪ゆがませ高橋を見た。

　高橋は目の前の扉とびらを激しく蹴けりあげた。

「早く！」

　一瞬間まを置いて扉が開いた。

　扉の向こうの連れん絡らく通路には水みず野の由ゆ香かがいた。

「はい」

　水野はタオルの包みを高橋に投げ渡す。残りの包みも連絡通路から外に投げだした。

　この連絡通路は、八組に繫つながっている。今は使っていないシェルター。しかし利用価か値ちはあった。

　水野は高橋にうなずいてみせてから扉を閉めた。

「へい、山本！」

　高橋はタオルの包みの一つを山本にパスした。

「上原！」

　山本は包みをさらに上原にパス。

「正まさ樹きさん、下がってて」

　上原は必死に叫んで、包みをなんとかキャッチする。ハンドボール部同士ならではの連れん携けいプレーだ。

「止めろ！」

　黒川が怒号をあげた。中に何が入っているのか分かったのだ。

　高たか橋はしはさらに山やま本もとに包みを投げ、残りをワイシャツの中に押し込んだ。

　バチッという音と、光と悲鳴。

　フロアがフラッシュしたと同時に、上うえ原はらにつかみかかっていた生徒が絶ぜつ叫きようして床ゆかにもんどりを打った。生徒は床の上で体をビクビクッと痙けい攣れんさせている。一いつ瞬しゆんの場の沈ちん黙もく。

　このスタンガンの一いち撃げきが、戦いの嚆こう矢しとなった。

　上原は使用済ずみのそれを投げ捨てると、新しい武器を手に持つ。周囲の生徒は、スタンガンを見て距離を取ってしまう。

　高橋もスタンガンを両手に持ちフロアを駆けた。スタンガンを持ち込む、この第一段階は成功だ。

「下がるな！」

　黒くろ川かわが叫び、山本にタックルをした。山本がスタンガンを取りだすのにほんの一瞬手て間ま取どった隙すきを突いたのだ。

　床にバラバラとスタンガンが散らばった。

　ぐしゃっと鈍い音がした。黒川が山本に馬乗りになって殴なぐりつけたのだ。歯が折れたような嫌な音が響ひびく。

「押さえろ、こっちが有利だ！」

　黒川の声に押され、上原にも生徒たちの激しい攻撃が繰りだされる。

「やめて！」

　愛まな美みが絶ぜつ叫きようする。

「来い」

　高橋は隙をついて愛美の背中のシャツを引っ張った。愛美の手をつかんだ生徒の腕にスタンガンを当てる。

「あぐっ」

　その生徒は一瞬硬こう直ちよくした後、のけぞるように後ろに倒れた。床で腕を抱えて悶もん絶ぜつしているが、やはり戦せん闘とう不能にまではできていない。高橋はすぐに使用済みのスタンガンを投げ捨て、次を用意。

　上原も激しくスタンガンを振り回している。青い火花が散り、派は手でに床に倒れ込む生徒の姿。

「山本！」

　上原が叫ぶ。

「もう、あきらめろ！」

　高橋は上原に言った。

　山本は黒川に殴りつけられ、痛みに屈したのだ。黒川は殴りつけながら、腕うで輪わを外はずすことを強要したのだ。山本は血と涙にまみれながら、自分自身でしか外すことのできない腕輪を外した。

　これで山やま本もとは戦力外がい。

「な、なんで、高たか橋はし君」

「いいから！」

　高橋は、今にも泣きそうな愛まな美みを強ごう引いんに引っ張る。

「先に正まさ樹きさんを連れて──」

　上うえ原はらが高橋を向いて叫ぶ。

「馬鹿、前！」

　上原の握っていたスタンガンが宙に舞い、カツンと音をたてて床ゆかに落ちた。黒くろ川かわの蹴けりが腕にヒットし、スタンガンを離してしまったのだ。

　上原はもう一方の手に持っていたスタンガンで黒川を威い嚇かくする。その時、横から生徒がタックルをして、上原ともみ合うように床に転がった。

　さらに高橋も二人の生徒に囲まれ、逃とう走そう経路をふさがれる。愛美をかばってなので、とてもやりづらい。

「上原！」

　高橋は叫んだ。床に転がっている上原を、生徒が三人がかりで押さえつけようとしている。

「ああっ」

　上原が悲鳴をあげた。黒川が、スタンガンを握った上原の右手を踏みつけたのだ。

「くたばれ！」

　一人が倒れた上原を蹴っている。高橋はそんな上原を助けに行くことができない。

「行くぞ」

　高橋は愛美を引っ張り逃げる素そ振ぶりを見せた。

　その時、黒川がこちらに素早く走り寄った。高橋は黒川の攻撃に身構えたが、黒川の強烈なタックルの照しよう準じゆんはこちらではなかった。

「しまった」

　黒川のタックルは愛美を捕らえたのだ。

「中に連れてけ！」

　黒川が高橋と対たい峙じしていた氷ひ室むろに愛美を投げるように渡した。愛美は激しく混乱した動きについていけず、人形のように氷室に受けとめられる。

「愛美ちゃん」

　愛美に向かった高橋の前に黒川が立ちふさがる。黒川の目を見て高橋はぞっとした。薄うす闇やみに適応した瞳どう孔こうが異常に開き獣けもののように見えた。

「上原、正樹を──」

　駄だ目めだった。上原は、床にうつぶせになり、防ぼう御ぎよ姿勢をとっている。氷室は硬こう直ちよくする愛美を抱きかかえ、あの連れん絡らく通路に。

　あそこに愛まな美みを連れて逃げ込まれた終わりだ。

「ちくしょう……」

　高たか橋はしは黒くろ川かわと対たい峙じしながらうめいた。

「ゲームオーバーだ」

　黒川が高橋に突進した。

　その時、フロアに足音が響ひびく。

「伊い藤とう、中なか田た！」

　高橋は叫んで、上うえ原はらを指差した。

　後こう続ぞく部隊の二人だった。トイレの見張り役が騒ぎを聞きつけこちらに来た隙すきに降りてきたのだ。

　二人は、床ゆかに散らばったスタンガンを拾いながら上原を蹴けりつけていた生徒を威い嚇かくする。

「野郎」

　黒川の注意がそれた隙に高橋はダッシュした。

　硬こう直ちよくした愛美を引きずる氷ひ室むろが逃げ込むまであと少し。愛美は、ただ呆ぼう然ぜんとされるがままだ。高橋は氷室に突進した。それに気づいた黒川も追いかけてくる。

「あの二人を押さえろ！」

　黒川は高橋を追いながら指示を出す。

「愛美ちゃん、こっちを向いて」

　愛美が振り向きバランスを崩くずした。そんな愛美を抱きかかえて氷室の動きが一いつ瞬しゆんだけ止まる。

　高橋の左手が愛美をかすめて空くうを切る。高橋は体勢を立て直し、迫る黒川にスタンガンを向けてから、再び愛美に手を伸ばした。

　高橋の手は愛美のプリーツスカートをつかんだ。そのまま黒川をスタンガンで牽けん制せいする。

「ああん」

　愛美のあげた妙みような声に振り向き高橋は舌した打うちをする。高橋の左手に握られていたのは、愛美のスカートのみだった。氷室が強ごう引いんに引っ張ったのでスカートだけ脱げたのだ。

　愛美は床を引きずられながら扉とびらの方へ。

「うぐっ」

　高橋は吹っ飛び悶もん絶ぜつした。

　愛美に気を取られた隙すきに、黒川の蹴りを腹にまともにくらってしまったのだ。錆さびた鉄の匂においが鼻を抜け、苦にがい胃液が口いっぱいに広がった。

　さらに追つい撃げきしようとした黒川は、何故なぜか後に飛びのいた。後続部隊の伊藤がスタンガンで黒川に攻撃を仕し掛かけたのだ。

　それを見た高橋は痛みをこらえて、扉に入る寸すん前ぜんの愛美の足をなんとかキャッチした。愛美の細い足首をつかみ、強ごう引いんに力の限り引っ張る。

「あ、あ、あ……」

　愛まな美みはセーラー服の裾すそでパンツを隠かくそうとしながら、高たか橋はしに足を引っ張られる。引っ張り返そうとした氷ひ室むろにスタンガンを向けると、愛美から手を離した。

「来て」

「ス、スカート」

「いらないよ」

　高橋は乱暴に愛美を立たせる。

　周囲は大だい混乱だった。薄うす闇やみの中なか激しい息いき遣づかいと乱れた足音などが響ひびき渡る。

「トイレのほうに向かって走るぞ」

　高橋は愛美の耳元で囁ささやき、手を引っ張った。

「駄だ目めだよ。やめさせないと」

　愛美は高橋に抗あらがい手を放した。そんな愛美の表情は強い意い思しに満ちている。

　愛美の目の前で、生徒が床ゆかにもんどりを打った。黒くろ川かわの正せい[image: ]けんが伊い藤とうに直ちよく撃げきしたのだ。

「やめて！」

　愛美は黒川の前に立ちふさがった。

　黒川は一いつ瞬しゆん迷いながも、愛美の腕を取った。

　高橋はその隙すきを逃さずスタンガンを準備する。両手に一個ずつのスタンガン。

　高橋は愛美の背後から走り込み、黒川に向けてスタンガンをスイングした。

「あっ！」

　甲かん高だかい悲鳴がフロアに反はん響きようした。

　全すべての生徒の動きが一瞬だけ、その声に反応して止まった。

　体を硬こう直ちよくさせた愛美は、次の瞬しゆん間かんには糸の切れたマリオネットのように床に崩くずれ落ちていた。

　高橋のスタンガンが愛美の首くび筋すじに当たってしまったのだ。

　愕がく然ぜんと愛美に視線を向ける黒川。高橋は倒れた愛美に構わず、今度こそ黒川に向けてスタンガンを当てる。

　フラッシュと電気の音。

「あちっ」

　黒川が腕を押さえて飛びのいた。頭部を狙ったのだが、寸すん前ぜんでガードされてしまった。しかしダメージはあるようでガクッと膝ひざを付いて顔を歪ゆがめている。立ちあがろうとしたが、電でん撃げきのショックが抜けきらずふらついている。

「高橋、正まさ樹きさんを」

　上うえ原はらの声がした。戦線に復帰した上原が、スタンガンを振り回している。

「離り脱だつする！」

　高たか橋はしは叫んで、気を失っている愛まな美みを抱きかかえ走った。意識を失った愛美の体は鉛なまりのように重い。

「守れ、トイレだ」

　黒くろ川かわの声が聞こえた。出口をふさごうというのだ。

　高橋は乱暴に愛美を抱え、柱の間を抜けて走る。すぐに開けた場所に出る。

　高橋は中央の円形のベンチのような場所に、力の抜けた愛美を置いた。酸さん欠けつと痛みで頭がふらふらとした。

「正まさ樹きさんは？」

　続いて上うえ原はらが走り込んでくる。ぜいぜいと息を切らして、今にも倒れそうだ。

「気を失ってる。スタンガンがミスヒットした」

　高橋は呼吸を整えながらどうにか答えた。スタンガンを構えながら周囲を確認する。周囲には柱が見えるだけで、人ひと影かげは確認できない。出口を押さえたので、無理に襲おそってこないようだ。

「他ほかの奴やつらは？」

　高橋の問いに、上原は荒い呼吸のまま首を振った。救きゆう出しゆつ部隊の三人は黒川たちに捕まったのだろう。二人の呼吸の音だけが、妙みように大きく響ひびいて聞こえる。

　足音にはっと視線を向ける。柱の陰から人影が走り出てきた。ふたりはスタンガンを構える。

「中なか田た」

　高橋は安あん堵どしスタンガンを下ろした。どうにかここまで逃げてこられたのだ。上に戻れない場合、ここを待ち合わせ場所に指定しておいたのだ。

　しかし、他の二人はいくら待っても来なかった。

　中央のベンチには、気を失った愛美が寝かされている。上原の汗あせ臭くさいシャツを腰にかけられ、愛美は目を閉じている。

「意識を取り戻すまでは動けないな」

　気き絶ぜつした愛美を連れて、あのトイレの出入り口を抜けることは不可能だ。ここで愛美を守り、脱出の機会を待たねばならないのだ。

「どのくらいで起きるかな」

　上原と中田は膝ひざをついて、眠る愛美を見守っている。

「意い外がいに長いかも。首から電気が流れたから、疲労と重なって長時間眠ねむってるかも」

「腕が切れちまった」

　上原は右腕からだらだらと血を流している。先ほどの乱らん闘とうで傷を負ったのだろう。

「これで消毒したほうがいい」

　高橋はポケットからウイスキーを取りだし上原に渡した。

　高橋は安全を確認してから、ベンチに座って呼吸を整えた。そして天てん井じようを見上げた。

　上には光り輝く鳥とり籠かごがあった。鳥籠は強きよう烈れつなまでに光を放ち魅み了りようしている。はっきりと蒼あお井いの姿も確認できた。

　蒼あお井いは下を見ていた。表情まで見えないが、そんな様よう子すはとても悲しそうで寂しそうだ。

　まるで、争いに満ちた下げ界かいを見下ろす天使のようだった。

　蒼井はしばらくこちらを向いていたが、手に持っていたペットボトルを鳥とり籠かごから投げ落とした。高たか橋はしは、そのボトルをしっかりとキャッチする。

　蓋ふたを開けて渇かわいた喉のどを潤うるおした。ボトルの水の透とう明めい感と冷たさは、蒼井の気持ちを表現しているかのようだ。

　その後、時間は沈ちん黙もくしたまま経過していった。黒くろ川かわたちが襲おそってくる様子はなかった。ただ、柱の陰からこちらの隙すきを窺うかがっている気け配はいだけはあった。

　高橋たちは、緊きん張ちようの糸を切ることなく愛まな美みを守り続けた。

　高橋は時とき折おり、蒼井の鳥籠を見上げた。鳥籠からは光の粒つぶの雨が降り注そそいでくるように感じる。雨と共に蒼井の苦く悩のうや痛みが落ちてくるようで息苦しかった。それでも、蒼井と同じ感情を共有できたような気がして、高橋の精神を安定させた。

　そして、さらに時間の経過。

　高橋は頭上を見上げてはっとした。

　二人の人間が見えたのだ。

　ぎこちなく微笑ほほえむ女性の絵。あの人間のカードが上のフロアの天てん井じように表ひよう示じされている。それはここからでも見ることができるのだ。

　第十回のゲームが開かい催さいされたのだ。

　不安と恐怖。上のフロアの感情が見える。

　上のフロアは協調を失った。

　鳥籠の蒼井は、表示された人間と同じような微び妙みような笑えみを浮かべていた。
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　高橋たちが下のフロアに降りたのち、上部フロアの状況は歪いびつに変形し始めた。

　感情の渦うず巻まくフロアの秩ちつ序じよは失われていった。高橋と上うえ原はらというプラスの要素を失ったフロアは、加か速そく度ど的に混乱と迷めい走そうを深めた。

　増ぞう殖しよくする悪あく魔まカードへの疑ぎ念ねんと恐れ。

　果たして、本当に三枚目のカードはこのフロアに存在しないのか、と。

　愛美が持っている三枚目のカードは確認できないのだ。愛美は捕まる前に誰かに悪魔のカードを渡したのではないか。そんな疑ぎ惑わくは徐じよ々じよに生徒たちを蝕むしばんでいった。

　対立するふたつのエリア。ゲームにおいて、相手が悪魔カードを持っていた場合、こちら側は悪魔を恐れて、人間を表示せねばならない。悪魔のパーより強い人間のチョキを示すのだ。

　しかし、その場合、相手はそれを予測し天使のグーを出す。すると、オーレが減へりハートにまで被害が出る。腕うで輪わが外はずれてしまうのだ。

　そんな、ネガティブな思し想そうのスパイラル。

　悪あく魔まカードの恐れに対抗する手段は一つだけあった。

　悪魔カードを手に入れればよいのだ。

　悪魔は核かく兵器のようだった。使ってはいけない存在。なんのために存在するかというと、それは抑よく止し力りよく。武力をアピールし、相手から譲じよう歩ほを引きだすのだ。

　そして、手に入れることができる唯ゆい一いつの悪魔カードは、蒼あお井いの手の中にあった。

　鳥とり籠かごは、そんな複雑な感情と視線にさらされていた。

　マーケットの男子、現在フロアにいる人数は五人。レイクの腕輪をはめている女子は十人。そんなふたつの勢力の対立。それは、鳥籠を挟んで冷たく静かに揺らいでいた。

　鳥籠の中では、蒼井が身じろぎせずに膝ひざを抱えて座っている。蒼井はぱりぱりに乾き血が滲にじんだ唇くちびるを舐なめた。

「ねえ、カードは？　見せておいてよね」

　女子生徒の声。

「見せなさいよ」

　反応しない蒼井に、さらに女子が言った。蒼井は顔を上げずに、ポケットからカードを取りだし見せた。

「よく見せてよ。マークがよく見えないわ」

　蒼井は顔をあげた。鳥籠の外では、女子が笑顔を浮かべて手招きをしている。

　蒼井はポケットにカードをしまうと、再び沈ちん黙もくした。そんな蒼井の態度は女子生徒の反感を買う。さらに蒼井の孤こ立りつ。逆に女子生徒は共通の敵を認にん識しきし団結する。

　一いつ方ぽう男子生徒の行動の足並みは乱れていた。悪魔カードが女子生徒に渡らないよう見張ってはいるが、今まで集団をまとめていた上うえ原はらの消しよう滅めつにより混乱する。

　下に様よう子すを見に行くべきか、待機か、それとも別の行動を取るか、意見の調整は難なん航こうした。

　男子生徒五人。彼らは最良の行動が分からず、ただ待機をしていた。それでも、悪魔カードの恐れ、また蒼井の持っているカードが女子生徒に取られないか、ということは気にかけていた。女子生徒に囲まれる鳥籠を、距離を取って見つめていた。

　行動を取るのは現実的な女子だった。閉へい塞そくした空間の中、同種でまとまり、グループの外には残ざん虐ぎやく的になる。

「蒼井さん、喉のど渇かわいたでしょ」

　真ま希きがゆっくりと鳥籠に近づいた。外付けパイプの上を歩き、鳥籠の格こう子しに手をかける。

「はい」

　真希はペットボトルを蒼井に差しだした。しばらく蒼井は水分を取っていない。

「いらないんでしょ」

　周囲の床に座っていた女子生徒が言う。

「でも、ずっと飲んでないからさ。それくらいは気を遣つかってあげないと」

　真ま希きは困ったような表情をして女子を見る。

「蒼あお井いさん、ほら」

　真希に促うながされ、蒼井はゆっくりと立ちあがった。ゆらりと揺れる鳥とり籠かごの中を歩いて真希に近寄る。

「ありがとう」

　蒼井は小さくつぶやき、ペットボトルを受け取った。周囲の女子生徒の目が強烈な光を帯びた。

　次の瞬しゆん間かん、真希は蒼井の手首をしっかりとつかんでいた。蒼井は、反射的に手を引っ込めようとする。鳥籠がぐらりと揺れた。

「カードを出して」

　真希は蒼井の手首を握ったまま、ポケットからスタンガンを取りだし威い嚇かくする。しかし蒼井は、激しく抗あらがい続ける。

「ああっ」

　蒼井の悲鳴とフラッシュが重なった。蒼井の腕にスタンガンがヒットしたのだ。強烈なショックに蒼井の体は制せい御ぎよを失い、激しく鉄てつ格ごう子しに頭を打ちつける。そんな痛みが、なんとか蒼井の意識を保った。

　さらに真希はもう一つスタンガンを取りだす。蒼井は歯を食いしばり真希の太ふと腿ももを蹴けり上げる。つかまれた手を強ごう引いんに振り解ほどくと、倒れ込むように鳥籠の中央に逃げた。

　蹴られた真希は、激しく揺れる鳥籠にしがみついたまま憤ふん然ぜんとしている。

　蒼井は息を乱しながら、どかっと椅い子すに座った。ペットボトルを持ったまま、膝ひざを抱え再び自分の世界に閉じ込もった。

「おい、何したんだ？」

　騒ぎを聞きつけた男子が鳥籠に近寄ってくる。

「なんでもないけど」

　冷たく返答する女子生徒。

「蒼井さん大丈夫？　何かされたの？」

　男子生徒は猫なで声を出して蒼井に聞く。蒼井は顔を上げずに小さく首を振った。

　そんな男子に、女子は冷たい視線を向け続ける。そんな雰ふん囲い気きを察知して、男子生徒は肩をすくめて去っていった。

「気持ち悪い声出しやがって」

　女子生徒が言った。それをきっかけに口々に男子生徒への悪口が飛び交う。これはグループを強化し連れん帯たい感かんを生みだす重要な行動なのだ。固い結束の元もと同調している十人の女子。十人は同じ種類の存在なのだ。

　そんな女子生徒たちを、蒼あお井いは膝ひざを抱えた腕の隙すき間まからじっと睨にらみつけた。鳥とり籠かごの下の闇やみからは微かすかに喧けん騒そうが聞こえた。

　蒼井は鳥籠から下を寂しげに見つめた。争いと憎にくしみに満ちた下の世界。

　蒼井は未いまだ手に持っていたペットボトルを、足元の籠の隙間からそっと落とした。
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　北風と太陽。

　女子は蒼井から強ごう引いんにカードを取り上げようとし、男子はそんな蒼井に味方であることをアピールしてカードを得ようとしていた。

　時間は経過し、次のゲームの時刻が接近する。

　女子たちの議題は、次のゲームにどのカードを出すかだった。秩ちつ序じよを乱すフロアで、現実的に話し合っていた。

「もう天使を出すしかないよ。だって、そうしないと、オーレがなくなっちゃう。オーレがなくなったら、今度はハートが減り始めるからさ」

「でも、あいつらが悪あく魔まカードを持っていたら。次は第十回のゲームなのよ。十人全員の腕うで輪わが外はずれちゃう」

「でも、悪魔カードを持っているとは限らない。持ってない可能性のほうが高い」

「天使を出して、オーレを増やすか現状維い持じをするべきだよ」

「十人全員の腕輪を外せるこの機会を待ってたのかもしれないよ。それで悪魔を使おうと。だから出すのは人間よ」

　議ぎ論ろんは迷めい走そうする。ドロドロとした感情が渦うず巻まき、現実的な思し考こうを乱しているのだ。

「悪魔のパーを恐れて、人間のチョキばかり出すわけにはいかないよ。相手が戦せん略りやくを変えて天使のグーを出した場合、こっちの負けになっちゃう。そうしたらカエルのオーレがゼロになって、今後のゲームで誰かの腕輪が外れる可能性が高まる。こっちのほうが現実的に危険だと思う」

　真ま希きが言った。そんな意見に、周囲の女子は同調しだす。

　その後の話題は、未だに戻ってこない高たか橋はしと上うえ原はらについて。しかし、それは心配というより、悪魔カードへの疑ぎ念ねんをさらに生んだ。あのふたりは何かをたくらんでいるのではと。でなくとも、愛まな美みに接せつ触しよくすれば、悪魔カードに接触することと同等なのだ。

「どっちにしろ、カードの挿そう入にゆうはゲーム開始ぎりぎりだね。悪魔カードの気け配はいがあったら、人間カードにしなきゃいけないし」

　基本的な路ろ線せんは天使表ひよう示じ。しかし、その天使は協調の意味ではない。あくまでも一時的な戦略としての天使表示なのだ。裏切りの恐れを受けとめた上での戦略的てき協調。

「蒼あお井いさん、カード」

　真ま希きは視線すら向けずに言った。

「カード！」

　しかし蒼井は反応せず。

　女子生徒たちが立ちあがり蒼井を睨にらみつける。

「カードの確認をしたいんだけど」

　一人が皮ひ肉にくっぽく丁てい寧ねいな口く調ちようで言った。蒼井は険けん悪あくな雰ふん囲い気きの中、ちらっと顔だけをあげた。

「おとなしく見せなさいよ。奪おうって訳じゃないわ」

　蒼井は小さくため息を吐つくと立ちあがった。

「持ってないわ」

　蒼井は両手を広げてそう言った。

「持ってないわけないでしょ」

　女子生徒が声を荒あらげた。しかし、蒼井は平然としている。

　口々に蒼井を責せめたてる女子に、徐じよ々じよに疑ぎ念ねんと疑ぎ惑わくが生みだされる。

「そういえば、男子と話していたことがあった」

「私たちの目を盗んでカードを渡したんじゃない。引き換えに自分を守ってくれとか言って」

「直接渡わたさなくても、カードを投げたりして……」

　女子たちの表情に恐れが混じり始める。

「蒼井さん」

　真希が蒼井に近づいた。

「体を調べさせて。カードがないか調べたいの」

「持ってないって言ってるわ」

　蒼井は薄うす笑わらいを浮かべた。真希は鳥とり籠かごに近づき口を開く。

「協力しないなら、腕うで輪わを外はずした女の子連つれてこようか？　蒼井さんのせいで、スタンガンで苦しむことになるけど。そんなシーンが見たい？」

　真希は低い声で言った。

「分かったわ。どうすればいいのかしら」

「まず、スカートとシャツを脱いでこっちに渡して。調べ終わったら返すから」

　蒼井はしばらくぼうっと立っていたが、不ふ意いにスカートに手をかけ脱ぎ捨てた。そのままシャツも脱いで真希へと放り投げた。

「ないよ」

　女子生徒たちはスカートとシャツを調べ首を振る。

「全部脱いでみせて」

　真ま希きは、下着姿で立っている蒼あお井いに言った。

「先に返して」

「脱いで確認したら返すから」

　女子生徒たちは冷たく鋭い視線で蒼井の体を突き刺している。

　蒼井は諦あきらめたように目を閉じ、青いブラジャーを取り振って見せた。

「胸、隠かくさないで」

　真希が冷たく言う。蒼井は胸を隠していた左手を下ろした。

「次、下も」

　蒼井は促うながされ、ブラジャーを椅い子すに置いてから、ショーツも脱いでみせた。

　蒼井の裸ら体たいを目にして、同性ながらも息を吞む気け配はいがあった。全すべてを脱いだ蒼井は、くるりと回った後、両手を広げ体を隅すみ々ずみまで晒さらした。

「……」

　女子生徒は沈ちん黙もくしていた。目の前の裸はだかの蒼井は、恐るべき現実の象しよう徴ちようだったからだ。

「スカート返して」

「うるさい！」

　真希は怒ど鳴なって、スカートとシャツを足元に放り投げた。そんな騒ぎに寄ってきた男子生徒数人が、一いつ糸しまとわぬ蒼井の体を見て硬こう直ちよくしていた。

　蒼井はそんな視線に、動どう揺ようした素そ振ぶりも見せず、椅子に座り込んでからゆっくりとショーツをはいた。胸を隠しながらブラジャーを着けると、そのまま膝ひざを抱えて今までどおりの恰かつ好こうをとり──沈ちん黙もくした。

「他に隠す場所はないよ」

　女子が悲鳴をあげるように言った。

「やっぱり──」

　女子たちは、未いまだ硬直する男子生徒を責せめだした。悪あく魔まカードを蒼井から奪ったことを非ひ難なんする。

　当然男子たちは否定する。逆に、女子たちのほうが蒼井から悪魔カードを奪ったのだと言い返す。女子たちが演技をしていると。

　議ぎ論ろんは堂どう々どう巡り。女子と男子は初めて正面から言い争った。恐怖と焦りに、憎にくしみと怒りが爆発的に増ぞう殖しよくする。

　そんな中、蒼井の白い体に妖よう精せいが出現した。混乱する鳥とり籠かご周辺の床ゆかに、三匹びきのキャラクターが集合する。

　ゲームの十五分前。

　焦りと不安、恐怖と怒り。

「それでは第十回ゲームのスタートです」

　妖よう精せいが言った。

　当然のように、カードは人間が出で揃そろった。
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「なんでさ、同じ人間同どう士し協調できないんだろうな」

　暗がりの中、ぽつりと上うえ原はらがつぶやいた。

　相変わらず愛まな美みは眠っていた。今までの疲労の蓄ちく積せきもあってか、愛美は死んだように気を失い続けていた。

「どっちのことを言ってるんだ？」

　高たか橋はしは上と下を指で差してみせた。上原の横で中なか田たは眠っている。交代で眠ることにしているのだ。ただし、黒くろ川かわがいつ襲おそってくるか分からないので、緊きん張ちようは解けない。

「ここだけのことじゃなくて、世界全体のことだよ」

「へえ、肉体派の上原が、難しいこと考えるようになったな」

　高橋は軽い口く調ちようで返した。

「人間は争ってばかりだ。世界に蔓まん延えんする戦争やテロだって」

　上原はベンチに座って周囲を確認している。

「資源は有限だから。限られたパイを奪い合うために、戦争は起こるべくして起こってる」

「いつかさ、戦争のない世界になるのかな」

　高橋は首を振った。

「ずっと争い続けると思う。戦争のない世界は、人間が滅んだ後にできると思う。人間は戦争をするために存在するようなもんだ」

「……俺おれは、そうは思わない。だってさ、これだけの社会を創つくってきただろ。手を取り合って協調をしなきゃ、この社会だって成り立たない。人間の真の姿は天使のはずだ」

　上原はカードの天使を引き合いに出しそう言った。

「上原の言うとおりだと思うよ。社会は協調の上に成り立っている。そうしなければ、孤こ独どくで貧しく辛つらく残ざん忍にんで短い人生となってしまう。だから、協調している。でも、それは裏切りを前提に協調をしているだけだと思う」

「どういう意味？」

「あのカードゲームって社会生活に似ていると思う。あんなカードの出し合いを繰り返して、人生を送るんだ」

　相手と協調をするか裏切るか不安でいるか、そんな意志表ひよう示じを繰り返すのだ。もちろん長い人生でみれば、協調をすることに越したことはない。

「でもさ、人間はいつか死ぬ。もしも人間が永遠の命を持っていたら、きっと上うえ原はらの言うような、戦争のない世界ができるだろうと思う。永遠に生きるんだ。ずっと協調をせざるを得ないから。でも、死ぬことが前提である人間はかならず裏切る。終わりがあるということは、裏切ることができるということだよ」

　高たか橋はしは思った。あのカードゲーム。人間、悪あく魔ま、天使。悪魔が人間より弱いという設定の理由は分かったような気がする。

　限りある人生の人間。自分の利益を確保するために、最後には必ず裏切る人間同士のコミュニケーション。相手が最後に裏切ることが分かっているのだから、こちらはそのちょっと前に裏切ろうとする。するとその相手はそのちょっと前に裏切る。そんな思し考こうのいきつく先は──全すべて裏切る。

　人間はもともと裏切ることを前ぜん提ていに生きているのだ。人間は悪である。悪魔より強いというより、人間自体が悪魔のような存在なのだ。

「じゃあ、あのゲームも、最後は必ず裏切る？」

　上原が高橋を見た。

「……」

　高橋は視線を逸そらして上を向いた。鳥とり籠かごの中には半はん裸らの蒼あお井いが座っている。胸が痛かった。鳥籠から降ってくる感情は痛みの類たぐいだった。

「……うう」

　うめき声が聞こえた。

「正まさ樹きさん、気づいた？」

　上原が、意識を取り戻した愛まな美みに気づいて声をあげる。

「静かに」

　高橋は人差し指を唇くちびるに当てた。些さ細さいなきっかけでも、息を潜ひそめている黒くろ川かわたちを触しよく発はつする可能性がある。

「動かさないほうがいい」

　高橋は愛美を隠かくすようにベンチに座る。

「大丈夫？」

　上原は声を潜めて愛美の様よう子すを窺うかがっている。

　愛まな美みは仰あお向むけの状態で、ゆっくりと目を開けた。

「愛美ちゃん、動かないで」

　高たか橋はしは慎しん重ちように愛美に振りかえり言った。

　目を開けた愛美は、ぎこちない笑顔を浮かべた。

「愛美ちゃん？」

「ふふふ……」

　愛美の目の焦点は定まっていない。意識が混こん濁だくしているようだった。それでも、愛美は笑えみを浮かべ続けている。愛美は何を見て笑っているのか。

　高橋は上を見て理解した。愛美は笑顔に合わせていただけだった。

　第十一回のゲーム。またも人間で引き分けだったようだ。

　上のフロアの天てん井じように表ひよう示じされた絵が確認できたのだ。ぎこちなく笑う二人の女性。人間カードの表示。

　裏切りを恐れて笑う人間の姿だった。
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　第十一回ゲームを終え、フロアはさらに秩ちつ序じよを失っていた。

　悪あく魔まのプレッシャーに負け、生徒たちは精神的に追い込まれていった。

　現げん在ざい悪魔のカードが誰だれかの手にあるのは確実なのだ。蒼あお井いの手元にあった三枚目の悪魔。悪魔は誰かの手の中で息を潜ひそめている。

「誰に渡したのか言って」

　真ま希きが鳥とり籠かごを揺すった。周囲の女子も蒼井に水をかけたりとプレッシャーをかけ続けていたが、蒼井は身動みじろぎせずに沈ちん黙もくしている。浴びせられた熱いコーヒーや紅こう茶ちやなどで、蒼井の体はベタベタになっていた。

　鳥籠を挟んで女子と逆サイドには、男子生徒が集まって鳥籠を監かん視ししている。男子たちは、下着姿すがたでいたぶられる蒼あお井いの姿を黙って見つめていた。

　フロアの生徒たちは追い詰められていた。

　次のゲーム、決断を迫られているのだ。特に女子のエリアのキャラクターケロリンはオーレがゼロとなっている。次に天使で勝つか引き分けオーレを維い持じしなければ、誰かひとりの腕うで輪わが外はずれてしまう。

　今いま現在、腕輪を外した女子はレイクに裸はだかで押し込められている。外に出られないよう真っ裸にしたのだ。同時にそれはストレスのはけ口でもある。そんな虐ぎやく待たいはエスカーレートしすぎていた。

　腕輪が外れたら今度は自分がその立場になるのだ。それは女子にとって強きよう烈れつなプレッシャーとなり自分自身に跳ね返った。

　しかし、それは男子も同じだった。ゲームに負ければ、オーレは２以上減へり、誰かの腕輪が外れることは確実だ。

　あの暗い下に追放されるという恐れ。そんな恐怖が男子たちの体と思し考こうを石のように凝ぎよう固こさせていた。

　戻ってこない上うえ原はらを心配する声はあった。それはもちろん恐怖からだ。もしかしたら、下に行って黒くろ川かわたちに捕まったのでは、と。そして、黒川たちは再びこのフロアに上がってくるかもしれない。

　男子は、そんな恐れからスタンガンを持って、フロアや外周を見張って回っていた。そんな殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気き。

　そして高たか橋はし。ウサッチは結果的に一人ひとり勝がちだった。そこで疑ぎ念ねんが増ぞう殖しよくする。高橋は、自分たちを出し抜こうとしているのでは。勝った一つのエリアに上の立場が約束されると。そんな言葉を信じて、自分たちを落とし入れようとしている。高橋は、自分たちを支配する側に回りたがっている。

　様々な疑念と思し考こうが混こん濁だくし、真っ黒なスープとなってぐつぐつと煮に込こまれ汚お臭しゆうを発していた。

「言いなさいよ」

　鳥籠を囲む女子が叫んだ。

「そうしないと、あなたのせいで、スタンガンを撃うつことになるから」

　真ま希きが蒼井に言った。女子生徒たちの輪の中で、裸にされた一人の女子が膝ひざを抱えて泣いている。

「どこにあるの？」

　真希が蒼井を問い詰める。

「どこに悪あく魔まカードがあるの！」

　沈ちん黙もく。その後、女子生徒の悲鳴がフロアに響ひびき渡った。

　スタンガンを足に当てられた彼女は、痙けい攣れんするように体を震わせて嗚咽おえつを漏らした。

「……あなたのせいよ」

　真ま希きは蒼あお井いに冷たい視線を向けた。

　蒼井は顔をあげて真希を見つめた。

「悪あく魔まはあなたの心の中にあるわ」

　蒼井はそう言い、再び沈ちん黙もくした。
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「……私の意見はこう」

　愛まな美みが言った。

「それは駄だ目めだ」

　上うえ原はらが激しく首を振って反対した。

　高たか橋はしは未いまだに下のフロアにいた。そろそろ上に戻らねばらないのだが、動きが取れなかった。黒くろ川かわたちの動きが読めないのだ。彼らは長期戦せんを選択した。それはこちらにとって強烈に不利だった。

「僕も反対」

　中なか田たも愛美に反対した。

　愛美は意識を取り戻してから、三人に自分の意見をはっきりと述べた。しかし、その愛美の現実的な意見は、上原と中田のような愛美信者には受け入れがたい内容だった。

「高橋君はどう思うかな」

　愛美は円形ベンチの上に座り高橋を見つめた。スカートを失った愛美は、ベンチにしゃがみ込みセーラー服の短い裾すそで下着を隠かくそうと無む駄だな努力をしている。鳥とり籠かごから降り注そそぐ微び量りような光を受けて、愛美の姿は神こう々ごうしくも色気を感じさせた。

「現実的に、一番いい方法かもしれない」

「高橋」

　上原がむっとしている。

「よく現実を見つめるんだ。例えばスタンガン、あといくつある？」

　高橋は二本のスタンガンを取りだし、指を二本立てて見せる。中田は一本。上原は二本指を立てた。

「片手で数えられる程度で、どうにかなると思うか？」

「だからっていって、じゃあここに何をしに来たんだ」

「それは議ぎ論ろんの筋すじから外はずれている。今から何ができるか、を話し合ってるんだ」

　高橋は愛美を見つめた。彼女は無む垢くでいて冷たく無む邪じや気きで現実的だった。そんなアンバランスな要素は、強烈に強い自じ我がの元に管理されている。上原たちが惹ひかれるのも分かる気がした。例えるならバラのような美しさ。棘いばらに囲まれた真まっ赤かな花か弁べんは、見る者全すべてを魅み了りようする。

　高たか橋はしは上を見た。愛まな美みを目の前に思った。やはり、高橋が惹ひかれるのは、野や生せい動物のような躍やく動どう感と息いき遣づかいを感じさせる彼女。時には儚はかなく揺らめき弱さと美しさを見せる。頭上の蒼あお井いは、今は力なく座っているのみだった。

　もう戻らなければならない。第十二回のゲームの開催までに。

「やっぱりやるだけやろう。例え五本でも」

　上うえ原はらが言う。

「駄だ目めだよ。これ以上暴力はいけない。だってさ、そのスタンガンすっごく痛いんだよ」

　愛美が顔を歪ゆがめてみせた。

「ごめん、傷が残ったら俺おれが責任を取るから」

「なんでミスした野郎が得とくをするんだ」

　上原がすかさず高橋に突っ込んだ。

「そうだね、高橋君に責任を取ってもらおうかな」

「じゃあ、予約をしておくよ」

　高橋は愛美の左手を取ると、薬くすり指ゆびにキスをした。

「……」

　隣となりで、上原と中なか田たが泣きそうな顔をしている。

「なーんてね、あれ？」

　愛美は二人の反応に首を傾かしげている。

　高橋はそんなシーンに苦にが笑わらいしながらも、緊きん張ちようを緩ゆるめず周囲を見張った。そして息を止める。

「今はね、スタンガンを私に使っちゃった高橋君に、傷物にした責任を取ってもらおうって、つまり結婚？　でも、それは冗じよう談だんでね、どっと笑う場面だった……」

「静かに、愛美ちゃん」

　高橋は愛美の唇くちびるに手を当てた。

　柱の陰からこちらを見つめている生徒が一人。それは、たぶん黒くろ川かわだった。ギラリと目が光ったような気がした。

「黒川……」

　上原も気づいてスタンガンを握る。

「駄目だよ、上原君」

　愛美は立ちあがりかけ、スカートを穿はいていないことを思いだしてすぐに座り込んだ。

「俺が話す」

　高橋は上原を制して、一歩前に出た。

「……黒川。まずは対話をしたい」

　高橋は静かに言った。

「いいぜ」

　黒くろ川かわが柱の陰から前に進み出る。もしかしたら、愛まな美みの意識が戻るのを待っていたのかもしれない。それまでは安あん静せいにさせようと。

　そんな間を置いたことで、結果的に両サイドとも冷静になることができた。ただし、深い溝みぞは埋うまってはいない。

「これを」

　黒川が黒っぽい布を高たか橋はしに放った。高橋はそれをキャッチして確認すると、愛美へと渡してやった。

「ありがとう」

　愛美はにこりと笑うと、ベンチの上でプリーツスカートを穿はいた。

「できれば無む駄だに戦いたくない。俺たち四人を上に行かせてくれないか？」

「答えはノーだ」

「スタンガンの威い力りよくを見ただろ。俺もあんなの友達に向けたくはないんだ」

「あと数発だろ、残量は。ブラフにはならねえ」

「そんなに少なくはない。確かに多くもないけど、そっちの人にん数ずう以上はある」

「俺たちが優ゆう位いだってことは教えてやる」

　黒川はぱちっと指を鳴らした。

　高橋たちは周囲を見まわし息を吞んだ。周りを囲む柱の陰から、ちらりと人ひと影かげがみえた。取り囲まれている。

「人数が多い。伊い藤とうと山やま本もとが寝返ったとしても」

　上うえ原はらが囁ささやいた。強ごう引いんに腕うで輪わを外はずされた二人が黒川サイドについたとしても、まだ計算が合わない。

「腕輪を外して様よう子すを見に出てきた生徒を？」

　黒川はうなずいた。たぶん四組か六組の生徒だろう。腕輪を外し、外の様子を見に出てきた。そこを黒川が引き込んだ。

　この特とく異いな状況で、黒川の強きよう烈れつなキャラクターは、頼られ求められているのかもしれない。黒川を中心に、腕輪を外した集団はまとまっている。

「そちら側の条件提てい示じを聞く」

　高橋は言った。

「正まさ樹きさんの返へん還かん。そして、おまえら三人は混乱のペナルティーとして痛めつける」

　黒川は平然と言った。

「……お互いの求める条件が違いすぎる。結論が出ないな」

「決裂か？」

　黒川の表情は冷たい。今にも襲おそいかかってきそうな空気を感じる。周囲の柱からも、こちらを窺うかがうような気け配はいがある。

「提案がある」

　ピアノ線が張り巡らされているような鋭えい利りでぴりぴりとした雰ふん囲い気きの中、高たか橋はしは一ひと呼こ吸きゆう置いた。

「この混乱の原因の彼女に意見を聞くべきだと思う。そして、できるだけ彼女の意見を尊そん重ちようする」

　高橋の言葉に、上うえ原はらが表情を歪ゆがめた。

「ノーだ。おまえらに都つ合ごうのいい意見を言わせるだけだろ」

「俺おれたちは言葉の強要はしない。それに、彼女はここで意見を言う責任がある」

　高橋の言葉に黒くろ川かわは沈ちん黙もくした。その沈黙をイエスと受け取り、高橋は愛まな美みに振り返った。

「さっきの意見を言えばいい」

「高橋……そんな」

　上原はうめいた。

「言わせて上原君」

　愛美はベンチの上に立つと微笑ほほえんでみせた。

　フロアは静まり返る。咳せき払ばらいひとつ聞こえない。そんな中、愛美はゆっくりと口を開いた。

「境きよう界かい線せんをつくろう。腕うで輪わを外はずした生徒はここから出ない。腕輪をしている生徒は上から降りてこない。上と下の交流は絶たとう。皆みな同じ生徒だけどさ、やっぱり違うって思った。違う立場の人間がいるから混乱するんだよ。私はそう思う。現実の社会もそうだもの。立場の違う人間は感情を共有することはできてない。そんな現実を私も受け入れる」

　愛美は周囲の生徒に視線を投げかけ続けた。

「それで、腕輪を外した生徒を受け入れてほしい。ここで、同じ立場の人間同士、平和に過ごせばいいと思うの」

　愛美は黒川を向いてそう言った。それからしばらく間を置いて口を開く。

「──そして私はここに残るよ。腕輪を外しているからね。もう上には行かない」

　上原は愛美の意見に下を向いた。閉ざされた空間の中、高橋は風を感じた。このフロアのどす黒い感情が風に霧む散さんした。

「だから三人は帰してあげて。もう争うのは嫌い。友達が傷つく姿も嫌い。私は平和と笑顔が好きです」

　愛美が意見を言い終えても、しばらくフロアは沈黙を続けた。

「これでいいんだ」

　高橋は上原と中なか田たの背中をぽんと叩たたいた。そんな行動を見て、黒川も周囲の生徒も動かなかった。

「ありがとうね」

　愛美は高橋に笑いかけた。

「一つだけ頼みがある。あれを渡してほしい。すぐに返すから」

　高橋は手を差しだした。愛美は思い出したようにうなずき、スカートのポケットから取りだしたそれを高たか橋はしの手のひらに置いた。高橋はそれをしっかりとズボンのポケットにしまう。

「スタンガン、ごめんな」

「いいよ、わざとじゃないし。もしも高橋君が、紳しん士しで変な新聞作ってなくて計算高くなくてカフェイン中毒じゃなくて飽あきっぽくなくって優やさしかったら、本当に責任とってもらってもよかったな」

「それはすでに俺おれじゃなくなってる」

「それに、君は別の人を見ているじゃない」

　愛まな美みはチラッと上を見て言った。

「上うえ原はら君と中なか田た君もありがとう。乱暴は嫌だったけど、心配してくれてありがとう」

「正まさ樹きさん……」

　上原は呆ぼう然ぜんと立ち尽している。

「そろそろ行こう。早く動かないと、奴やつらの気が変わる可能性もある」

　高橋は上原を促うながした。中田は愛美と名残なごり惜おしそうに握あく手しゆをしてから離れた。

「俺おれはさ……ここに残る。正樹さんが心配だから」

　上原はつぶやくように言った。

「愛美ちゃんが言っただろ。境きよう界かい線せんを作ろうと。ここには腕うで輪わをはめた生徒は入れない」

「俺は正樹さんが好きなんだ」

「上原君……」

「だから、俺はここに残る」

　上原はそう言うと、自分の腕輪を外はずした。落ちた腕輪は、悲鳴のような音をたてて床ゆかを跳ねた。

「上原」

　中田が目を見開いている。

「行こう。一応スタンガンは用意して」

　高橋は耳打ちし中田の腕を引っ張った。

「上原を頼む。俺の親友なんだ」

「うん、乱暴はさせないから。私が責任を持つ」

　愛美ははっきりとうなずいた。その横では、上原が石せき像ぞうのように立っている。

　高橋と中田は慎しん重ちように愛美から距離を取った。

「じゃあね」

　愛美が小さく手を振った。

　高橋と中田は、中央のベンチからある程度離れると、柱の間を抜けて一気に駆けだした。

　高橋と中田が消えると、愛美の周りに生徒が引き寄せられるように集まりだした。

　愛美はそんな生徒たちに、変わらぬ笑顔を振りまいた。
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　体に絡みつくようなべたつく臭しゆう気き。

　高たか橋はしは上部フロアに戻ってむせ返るような嫌けん悪お感かんを覚えた。立場的に上位であるはずのこちらのほうが、先ほどまでいた下よりも混こん沌とんとしていた。

「今までどこに行ってたの？」

　鳥とり籠かごの近くにいた真ま希きが高橋を睨にらんでいる。周囲の女子も同様に表情は硬い。上うえ原はらを探すかのように、男子生徒も高橋の周りに集まってきた。

「正まさ樹きさんを助けようとした。でも、彼女は下に残った。上原も腕うで輪わを外はずして下に残った」

　高橋は皆に説明してやった。鳥籠の蒼あお井いを確認して、どっと疲労を感じた。下着姿すがたで膝ひざを抱える蒼井は、凍りついたように動かない。

　鳥籠の蒼井は、マイナス感情シンドロームの象しよう徴ちようだ。

「そうなんだ。ずっと下にいたんだね。一いち応おう八組のあのシェルターにも探しにいったんだよ」

「俺おれはそこには行っていない」

「そうだね。でも、水みず野のさんがいたから、連れ戻したけど。高橋君と変なことしていると勘かん違ちがいしちゃった」

　真希はくすっと笑った。

「腕輪を外した生徒は自由にしてやれ。クラスメイトを監かん禁きんするなんて馬ば鹿かなことだ」

　高橋は訴えた。しかし、生徒たちは高橋の言葉などに耳を貸しはしない。すでに、彼らの精神は錆さびつき腐ふ食しよくしていた。

　そして、憎にくしみの矛ほこ先さきは高橋に向かう。

「ゲームでさ、自分だけ勝ち残ろうとしてたんだろ」

　男子生徒が言った。

「それは結果だろ。俺は聞きたい。何故なぜ協調しない。天使のカードを提てい示じして、お互いを信頼する意志表ひよう示じをしない。下で見た。カードの表示は人間だった」

「彼女のせいよ。だって、悪あく魔まのカードを誰かに渡したから。だからこうまでここが混乱したの」

　真希が蒼井を指差した。

　そうじゃない。信用と協調ができない自身の心の弱さを、蒼井に責任転てん嫁かしているだけなのだ。それに気づかない生徒たちは醜みにくい。やはり、悪魔は生徒たち自身なのだ。

　そして、この混乱の最大の原因は腕輪。腕輪を失うことを恐れ、混乱が加速している。高橋はそう考え、自分自身を納なつ得とくさせた。

「話し合おう。俺たちは友達じゃないか。話し合い分かりあうことはできるはずだ」

　高たか橋はしは生徒たちに向かって語りかけた。しかし、そんな高橋に周囲の生徒は冷たい視線を向けている。

「下では、話し合いで解決した。愛まな美みちゃんが中心になって、皆で話し合った。そして、結論を出した。そういったことが、ここでもできるはずだ」

　穏おだやかに緩ゆるやかに。そんな口く調ちようで話しかける。しかし、生徒たちは高橋の言葉を聞き、討とう論ろんのベクトルを無む造ぞう作さに折り曲げた。

「正まさ樹きさんの持っている悪あく魔まカードが目的だったんじゃないか？」

　誰だれかが言った。高橋に視線が集中する。

　高橋が口を開きかけた時、生徒たちが悲鳴をあげた。

　蒼あお井いの体に妖よう精せいが羽ばたいた。そして、高橋の足元にはウサギのキャラクター。

「どこ行ってたんですか？」

　ウサギが高橋に話しかけた。

　ネコとカエルもいる。そのキャラクターを、生徒たちは顔面蒼そう白はくで見つめている。

「ラストゲーム十五分前か。何を出すか決まってる？」

　高橋は軽い口調で言い、それぞれのキャラクターを再さい確認した。

　最終ゲーム前のそれぞれのキャラクターの数値。
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　数値は予想どおりだった。ミャンコのハートが10から７に減っているのは、ゲーム関連ではなく、上うえ原はら、伊い藤とう、山やま本もとが下で腕うで輪わを外はずしたからだ。

　生徒たちはパニックになりすぎ膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。気持ちは分かるのだ。何を出しても危険がつきまとう。

　天使を出した場合。誰かに悪魔カードを出されたら、全員の腕輪が外れてしまう。

　人間を出した場合。誰かが天使を出したら、参加料含ふくめオーレが二以上減へってしまう。ランダムで誰かの腕輪が外れる。

　悪魔は出せない。何故なぜなら、悪魔カードは彼らの手にはない。

「話し合おう。まだ、提てい示じするカードを決めていないんだろ」

　ぎりぎりまで考えるはずだ。ぎりぎりに決めたほうが、相手の動きに対応できる。カードを決められない迷いもある。だから、まだ提てい示じするカードを選択していない。

「悪あく魔まがどこにあるか分かればいいのよ」

　真ま希きが悲痛にうめいた。

「俺おれが下に行ったのは、愛まな美みちゃんだけのためじゃなかったんだ。皆の不安を取り除いてやりたかった。そんな気持ちがあった」

　高たか橋はしは優やさしく言ってやった。

「高橋君？」

　真希がすがるように高橋を見た。

「悪魔のカードはここにある。愛美ちゃんから預かってきた」

　高橋はポケットから悪魔カードを取りだした。あの時、愛美と別れ際に受け取ったものはこれだった。不安と恐怖の根源を目に見せてやれば、彼らは現実を見るはずだ。

「高橋、まさか……」

　生徒たちの表情に不安と恐怖が広がる。このカードで脅おどされると、そんな表情だった。彼らはもう他人を信用できないのだ。

「俺たちは友達じゃないか。これを使ったり、これで脅したりするもんか」

　高橋はそう言うと、鳥とり籠かごに近づき、カードを皆に見せてから、鳥籠下したの穴に投げ捨てた。

「これで、不安は捨てられた」

　悪魔カードは暗くら闇やみにひらひらと舞い落ちていった。生徒たちはそのシーンを身動みじろぎせずに見つめていたが、我われに返ったように口を開く。

「全部は消えていない」

「三枚目のカードがどこにあるか」

「蒼あお井いさんが誰だれかに渡したんだ」

　生徒たちは鳥籠を囲んで蒼井を責せめたてる。

　そんな中、ずっと膝ひざを抱えて身動ぎしなかった蒼井が、不ふ意いにすっくと立ち上がった。

　下着姿すがたの蒼井は、露ろ出しゆつする体を隠かくそうともせず立っている。そんな蒼井を目にして、生徒たちは口をつぐんだ。

「カードは誰にも渡してないよ」

　蒼井は薄く笑った。

「じゃあどこにあるの？」

「全部のカードの所しよ在ざいがはっきりするまで隠していたの。そうしないと、奪われる恐れがあったから」

　蒼井はそう言い、長い髪かみをかきあげる仕し草ぐさをした。

　生徒たちが声をあげる。蒼井のうなじ辺りに、髪でぐるぐる巻きに引っかけられたカードが一枚あった。

「これが三枚目」

　蒼あお井いは丁てい寧ねいに両手で包み込むようにカードを髪かみから外はずした。そして、しゃがみ込んで鳥とり籠かごの下に投げ落とす。

　闇やみにひらひらと落ちるカード。悪あく魔まのカードはマイナスの感情と共に闇に消えていった。

「ね、分かったでしょ。悪魔カードなんてなかった。悪魔がいたのは、皆の心の中なのよ」

　蒼井は悲しげに言った。

「私はもう残ざん忍にんな悪魔の笑顔を見たくない。引きつったように笑う人間の笑顔もいや。最後に天使の笑顔を見せてほしい」

　蒼井はぽろぽろと涙を流した。蒼井の涙は、鳥籠下したへと落ちていく。光を反射した涙は、キラキラと輝き闇の中で舞った。

　そんな鳥籠の蒼井を、生徒たちは棒ぼう立だちになって見つめていた。感情が伝でん染せんしたかのように、涙を流す生徒もいる。蒼井の涙は、心の中にまで浸しん透とうしたのだ。

　天使のカードを出そうとの声が出る。信頼しようと。友達同どう士し、協調するべきだと。

　表情にも笑顔が戻る。共有した感情が、生徒たちを一つにまとめあげたのだ。

　高橋はそんな光景を見て虚きよ無む感かんに襲おそわれた。

　なんて感情とは、醜みにくいものなのだろか。

　感情は自分自身を酔よわせ、過去の過あやまちなどを一いつ瞬しゆんでなかったことにする。これだけ感動しているのだから、過去の行き違いはリセットしようと。そんな醜く都つ合ごうのよい存在。

　そもそも天使カードで足並みを揃そろえることになったのは、信頼からではない。三枚の悪魔カードの消しよう滅めつ。その現実を見たからだ。ただの日和見ひよりみなのだ。信頼と協調は、自分の身を削けずって得るものであるはずだ。

「出すカード、相談してくれますか？」

　床ゆかのウサギが高たか橋はしを見ていた。

「ああ、分かった」

　高橋はうなずいた。高橋の心の中に湧わきあがる残ざん虐ぎやくな感情。この感情は消去する必要はない。

　気づくと周囲に生徒がいなくなっていた。皆エリアにカードを入れに戻ったのだ。当然天使カード。悪魔への不安は消しよう滅めつしたからだ。

　ハッチに戻る前に、鳥籠の蒼井に視線をやった。蒼井はすでに涙を流していない。冷たく固まった表情に戻っていた。その表情には悲しみや憂うれいなどの感情は全く感じられなかった。

　蒼井のお腹なかの上で妖よう精せいが無む邪じや気きに飛んでいた。高橋はそんな妖精を見て胸むな騒さわぎを覚えた。







　高橋はハッチに戻りカードを挿そう入にゆうした。

　その後、画面を確認する。資金は貯たまっていた。スタンガンやカードが購こう入にゆうされ、ぎりぎりあの自由への鍵かぎを購入できる程度の資金があった。

　買える。本当に鳥とり籠かごが開くかは分からないが、とにかく買うことができるのだ。

　高たか橋はしは画面を操作し、自由への鍵の購入画が面めんを表ひよう示じさせる。

「買うんですか？」

「なんで戻ってきた？」

　高橋は、突とつ如じよ画面に出現したウサギにぎょっとする。

「もうすぐゲームも終わりですね」

　ウサギはかしこまったように頭を下げた。

「だから、高橋さんとお話をしに来ました」

「ゲームには勝てただろ。オーレでいえば一人勝ちじゃないか」

「そうですね。ありがとうございます」

　ウサギは妙みように礼れい儀ぎ正しい。

「それで、自由への鍵を買うんですか？」

「そうだ。これで──鳥籠が開くんだろ」

　高橋は聞いた。ウサギは沈ちん黙もくしている。

　ウサギは言っていた。キャラクターが複数残のこっている場合、鳥籠は落ちてリセットされると。その真しん偽ぎは分からない。

　ただ、その話題は生徒たちの中でうやむやにされていた。落ちるかどうか分からない。だから、様よう子すを見よう。そんな雰ふん囲い気き。誰だれも恐怖に晒さらされた蒼あお井いの立場に立って考えていない。

　ただし、生徒たちは自由への鍵購入のために、最低限の協力はした。カードやスタンガンを買い、結果的には協力をしたのだ。

「鳥籠は本当に落ちるのか？」

「落ちますよ。条件を満たしていない場合、ゲーム終了から五分後に鳥籠は落ちます」

　ウサギははっきりと言った。

「条件？　キャラクターが一人だけ勝ち残るか、自由への鍵を使うか」

　どちらかの条件を満たせば、蒼井を助けることができるのでは。自由への鍵の効力が未定なので、保険をかける意味でも両方の条件を満たしたいところだが。

「自由への鍵はですね、ゲーム終了と同時に発動します」

　ウサギが初めて自由への鍵の説明をした。

「発動？　やはり、鳥籠の鍵が外はずれる」

　ウサギは答えない。

「まあいいさ。生き残るキャラクターは一匹ぴき。ウサッチだけが生き残り、あとは死ぬ。その条件は満たせる。もしかしたら、それだけじゃ籠は落ちないにしても、外に出られない可能性がある。その時に、自由への鍵かぎが効力を発はつ揮きするのかもしれないよな」

　そう、第十二回ゲーム後に生き残るのはウサギだけだ。高たか橋はしは自由への鍵の購こう入にゆうボタンをタッチしようとした。

「高橋さん」

「どうした？」

「放っておけばいいじゃないですか。鳥とり籠かごなんて」

　ウサギが言った。

「……」

「いいじゃないですか、鳥籠が落ちて、中の人間が死んじゃっても」

　ウサギの声は低く冷たい。

「……妖よう精せいさんも落ちちゃうぞ」

「妖精さんなんて存在しませんよ。そして、私もね」

「ウサッチ、じゃあおまえはなんなんだ」

「……私は、高橋さん自身です。私はあなたの心ですよ」

　ウサギはじっと高橋を見つめている。

「じゃあ分かるはずだ。俺おれは鳥籠の妖精を助けたい」

「いいえ、それは噓うそです。ただ一時の感情に酔よっているだけです。あなたはこの場所の現実から目を逸そらしたいがために、感情にすがっている。下くだらない感情に」

「何が言いたい」

　高橋はウサギを睨にらんだ。ウサギはにやりと笑った。

「せっかく資金を貯ためたのですから、自由への鍵を買うかわりにこんなのはどうでしょう」

　画面にアイテムの一いち覧らん表がスクロールした。高橋はそれらを目にして愕がく然ぜんとした。
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　数十種しゆ類るいの武器の名前がスクロールしている。

　このエリアの隠かくしアイテムだ。

「値段は応おう相談です。高たか橋はしさんには安くしておきますよ」

　ウサギは冷たい笑えみを浮かべている。

「こんな道具なんて……」

　高橋は首を振った。

「高橋さんなら気づいているはずです。今のうちにこれらのアイテムを手に入れておかないと対抗できません。他ほかの生徒たちが、同じようなアイテムを手に入れる可能性もあるのですから」

　高橋は天てん井じようを見上げた。これがこのシェルターの最終的な目的だったのかもしれない。

　密みつ室しつで生徒たちを争わせ、精神や良心を少しずつ削そいでいき、さらに争いをエスカレートさせる。

　憎にくしみ、恐怖、不安、疑ぎ念ねん、怒り。

　様々な感情が生徒たちを支配し、人間としての協調や良心などを消していく。

　最後には、手に武器を持って争う。友達同士が殺し合う、そんなゲームになる。

　高橋たちがこなしたこれまでのゲームは、その真のゲームの序じよ章しようだったのだ。

　生徒たちは今後どうなるか。争う愚おろかさに気づき、協調を選択するのか。一時混こん乱らんしても、最後には良心という壁が混こん沌とんを食い止めるか。

　高橋は思いだした。蒼あお井いの状態を見ても分かる。彼らの良心など、吹けば飛ぶような小さく軽い存在だ。このままさらに時が進めば、なし崩くずし的に争いは激化する。それこそ、残ざん虐ぎやくで愚おろかで至し高こうのエンターテインメントになるだろう。

　そして、その号ごう砲ほうは蒼井だ。鳥とり籠かごが落ち、鳥籠の中の生徒が一人死ぬ。

　そんな冷れい酷こくで残虐なシーンは、生徒たちに現実を直視させる。死という現実。恐怖と不安はさらに増ぞう殖しよくし、生徒たちの争いは最終段だん階かいへシフトすることだろう。

　だとしたら、自分の身を守るためにも、今のうちに抑よく止し力りよくを手に入れておかなければならない。

「……ウサッチ、俺おれは自由への鍵かぎを買うよ」

　高橋は言った。

「それが、このゲームのエンディングだよ。ゲームに参加をした俺の良心には、甚じん大だいな被害が出ているけど、だからこそ、本当に大事なものだけは守りたい」

「高橋さん……」

「ウサッチもゲームに勝てるじゃないか」

　ウサギは瞬まばたきをした。

「……これは、私のゲームでも、高橋さんのゲームでもないですけどね」

　ウサギはそう言った。

　では、誰だれのゲームなのだ？

　高たか橋はしはそう考え、はっと目を見開いた。

　このゲームのプレイヤーは……。
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　高橋がハッチから出ると、すでに鳥とり籠かごの周囲には生徒たちが集まっていた。

　彼らの表情は穏おだやかだった。それは安あん堵どからだ。このゲームで自分たちの腕うで輪わが外はずれることはないと。

　そんな安堵感に包まれ、蒼あお井いのことは忘れている。鳥籠の落下の危険は察さつ知ちしているのだ。しかし、誰だれもそのことに深く関わろうとしない。目を逸そらしたまま、ついに最終ゲームを向かえてしまった。

　蒼井は穏やかな表情を作って立っている。

「蒼井ちゃん、やるだけやったからさ」

　高橋は言った。

「……ありがとう」

　蒼井は目を伏せてつぶやいた。蒼井の胸の妖よう精せいが、こちらを見て笑ったような気がした。

「それでは、最終ゲームのスタートです」

　妖精が言った。

　生徒たちは、余よ裕ゆうを持ってその妖精の言葉を聞いている。もう悪あく魔まの不安が完全に消しよう滅めつしたからだ。三枚の悪魔カードは完全に封ふう印いんされた。

　高橋は、そんな雰ふん囲い気きの中、息を殺して立ち尽くしていた。

　人間は最後に必ず裏切る。裏切りを前ぜん提ていとして存在する人間は悪魔以い上じように醜みにくい存在なのだ。

　最後のカード表ひよう示じの時間がきた。生徒たちの最後のコミュニケーション。

「カードの提てい示じ」

　妖精が言った。

　全すべての生徒が天てん井じようを見上げる。

　腑ふ抜ぬけたような笑い声が聞こえた。見上げる表情は笑っているように凍り付いている。

　雨が降っている。フロアの生徒は、戦せん慄りつ、戸と惑まどい、恐怖、絶望、そんな感情の雨を浴びていた。降り注そそいだ感情の雨は、フロアを没ぼつし生徒たちを沈ちん黙もくさせた。

　天使と悪魔。二種類のカードが出で揃そろっていた。

「ミャンコ、天使。ケロリン、天使。ウサッチ悪魔」

　生徒たちは首を軋きしませ高橋を見た。

　高橋はウサギが表示した悪魔の笑えみを、ただ見つめていた。足元でウサギが笑って喜んでいる。

「やりましたね」

　ウサギが言った。

「なんで……。あ、下から誰だれか上がってきたんだ」

　真ま希きがフロアを険しい表情で見まわす。

「上がってきてないよ。それに、悪あく魔まカードは、やっぱり腕うで輪わをしていないと使えないと思う」

　高たか橋はしは言った。

「高橋が悪魔カードを入れたのか？」

「うん」

　高橋は生徒の問いかけに答えた。

「出し抜いたのか。自分だけ利益を得ようと」

「言い訳はしない。結果だけ見れば、そうなったと思う」

「噓うそでしょ高橋君。だって、悪魔カードはもうないはずだよ。それとも四枚目があったの？」

　真希が髪かみを振り乱す。

「カードは三枚しかなかった。それは真実。でも、俺おれの手には三枚目の悪魔カードがあった」

「……一枚はパーク。そして、正まさ樹きさんから高橋君が受け取ってきたカードは下に捨てた。最後の一枚は、蒼あお井いさんが隠かくしていて、それも、下に」

　未いまだに現実を受け入れられないのか、生徒たちは必死にこの結果を筋すじ道みちたてて理解しようとしている。

「三枚目は私が高橋君に渡したのよ」

　鳥籠の中の蒼井が言った。

「いつ？　あなた、捨てたじゃない」

「捨てた時、ちゃんとカードの絵を見た？」

　蒼井の言葉に、生徒たちは表情を変える。安あん堵どで曇った目で、そこまで見ることはできなかったのだ。

「そのカードは、悪魔カードじゃなかったのよ」

「でも、高橋君に渡す機会はなかったはず。高橋君が下に行った後も、悪魔カードを確認したもん。その時は鳥とり籠かごの中にあった」

　その時、声をあげた男子生徒がいた。

「僕らは、ずっと気き絶ぜつした正樹さんを守って、鳥籠の下にいた……」

　口を開いたのは中なか田ただった。

「その時に投げ落とした……」

「俺が蒼井ちゃんに頼んだんだ。だから、彼女の意い思しじゃない」

　高橋は言った。あの時、蒼井から投げ落とされたペットボトル。そのボトルにはカードが髪かみで巻きつけられており、高橋は三枚目の悪魔カードを手にした。

　悪あく魔まのダイアグラムはこうして完成されたのだ。

「まさか高たか橋はし、正まさ樹きさんにスタンガンを当てたのも……」

　中なか田たは顔を歪ゆがめている。高橋はうなずいた。

「高橋は、本心から正樹さんを助けようと……そんな協力をしてくれたと思っていたよ」

「俺おれが本当に助けたかったのは、この子なんだ」

　高橋は鳥とり籠かごを見つめた。

　そんな中、二匹ひきのキャラクターが悲痛な声をあげた。

「ハートが全部なくなっちゃったニャン」

「ハートがなくなったケロ」

　ネコとカエルは、とぼとぼと歩き去っていく。

　フロアに冷たい金属音が次々に響ひびいた。生徒たちの腕うで輪わが床に落ちたのだ。
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「私、高橋君に話さなきゃいけないことがあるの」

　静まり返るフロアで、蒼あお井いが口を開いた。

「なに？」

「あの自由への鍵かぎ。私は初めから使用効果を知っていたの。あれはね……」

「ゲームが終わったと同時に、買ったエリアの生徒の腕輪が外はずれる。……だよね」

　高橋は腕輪を見せてやった。蒼井は高橋の腕輪を凝ぎよう視ししている。

「俺は気づいたんだ。最後の最後でね。これは、果たして俺たち生徒のゲームだったのかって。それにしては、ゲーム性に乏しかった。全員が協調してあっけなくゲームが終わる可能性が高い、不完全なゲームに思えた」

　蒼あお井いは人形のように立っている。

「このゲームは、蒼井ちゃんのゲームだった。俺おれは最後の最後でそう気づいた」

　プレイヤーは蒼井ひとり。カードや生徒を駆く使しして、ゲームクリアーを目指すのだ。ゲームの目的は自分を助けること。

「もともと、悪あく魔まカードは三枚とも籠かごの中にあったと思う。ルールも教えてもらったんじゃないかな。それらを駆く使しして、フロアの全すべての生徒の腕うで輪わを外はずすこと。そんなゲーム」

　蒼井は鳥とり籠かごの中に閉じ込められた時、ゲームのルールを説明されたと同時に悪魔のカードを三枚受け取っていた。もとから、悪魔カードは蒼井が三枚持っていたのだろう。

　思えば全ての悪魔カードは蒼井を介かいして発見されていた。本来なら気づくべき事項だったが、蒼井に対する感情が思し考こうを鈍らせた。

「ひどい」

　真ま希きが蒼井を睨にらんだ。

「そうね」

　蒼井の視線。冷たい蒼井の表情は、観かん賞しようする側のそれだった。蒼井はずっと鳥籠外がいの生徒たちを観察していたのだ。

「腕輪が外れちゃったのよ」

「下に行けばいいわ。そこがあなたの場所だわ」

　蒼井は足元を指差した。

「ゆるさない」

　真希は目を吊つり上げ激げつ昂こうしている。

「高たか橋はしも覚かく悟ごできてるだろうな。俺らの腕輪を外したんだ」

　生徒たちがにじり寄ってくる。

「動かないほうがいい」

　激しい爆発音がフロアに反はん響きようした。全ての生徒はぴたりと動きを止めた。息さえも止め、高橋の手のそれを凝ぎよう視ししている。

　高橋は[image: ]けん銃じゆうを天てん井じようにぶっ放したのだ。

「高橋、おまえ……」

「これも悪魔のカードだ。俺を信頼するなら──友達に撃うつはずはないと思うなら、全員で取り押さえればいい。協調と裏切り。同じゲームだよ」

　高橋は銃じゆう声せいの残ざん響きようが残る中、生徒に[image: ]銃を向けた。

　これが第十三回のラストゲームだ。選択しなければならない。高橋の良心を信じるなら、生徒たちは取り押さえることができる。しかし、悪魔を感じるなら、ただ立ち尽くすことしかできない。

　生徒たちは、あの人間カードのように、ぎこちなく恐怖に歪ゆがんだ表情で立ち尽くしていた。

「妖よう精せいさん、ゲームに負けちゃいましたね」

　ウサギが笑った。

「そっか、自由への鍵かぎは買わなかったんだ。さすがだね、高たか橋はし君は」

　蒼あお井いが薄うす笑わらいを浮かべた。

「四つのエリアと四匹ひきのキャラクターのゲームだと、俺おれはそう思い込んでいた。でも、エリアもキャラクターももう一つあった。五番目は、鳥とり籠かごのエリアと妖精。生き残るエリアのキャラクターは一つ。妖精が生き残らなければ、ゲームは負け。だから、必然的に俺の腕うで輪わを外はずして、ウサッチを殺す必要がある。で、自由への鍵の意味にも気づいたんだ」

「よく気づいたね。そうだよ。私は全部知ってたし、悪あく魔まカードも三枚とも鳥籠の中にあった。そしてね、高橋君の私に対する気持ちも知っていたから、それを利用したの。エンジェルブルーの会長が高橋君なのも知っていた。そんな気持ちやカードを利用して、自分だけ生き残ろうとした醜みにくい人間よ、私は」

　高橋が主導して蒼井を救いだそうとしていたこの行動は、全すべて蒼井の思おも惑わくの中にあったのだ。最後に高橋に気づかれはしたが。

　蒼井は演じていたのだ。高橋は、蒼井が他ほかの生徒に接する態度とは違い、自分には本当の表情を向けてくれていると思っていた。しかし、それも演技だったのだ。蒼井は仮か面めんを被かぶってずっと踊り続けていた。

「君には負けたよ」

　蒼井は自じ虐ぎやく的に笑うと、椅い子すに座り込んだ。

「なに言ってるんだよ」

　高橋は首を振った。

「……負けたのは俺だよ」

　蒼井が顔をあげた。

「高橋君……」

　啞あ然ぜんとする蒼井の前で、高橋はおもむろに自分の腕輪を外した。

「蒼井ちゃんを好きになった時から、俺はずっと君に負けている」

　高橋は外した腕輪を鳥籠の下に投げ捨てた。

「なんで、そんなことしたんですか」

　言ったのはウサギだった。ウサギは高橋の足元でおろおろとしている。

「ごめんな。一緒に会話して過ごした時間、意い外がいに楽しかった」

　高橋はウサギを見つめて言った。

「そんな……」

　ウサギは目を大きく広げて心しん臓ぞうを押さえる仕し草ぐさをした。

「ああ……ハートがなくなってしまった……ああ、高橋さん」

　ウサギの体が塵ちりのように崩くずれていく映像。ボロボロとカスケードのようにウサギの体は流れ落ちていく。

「じゃあな、ウサッチ」

　ウサギの体は完全になくなり、最後に目と口だけが残った。

「勝者妖よう精せいでゲームの終了です。鳥とり籠かごのシステムが作動します」

　その目は言った。

「ソフィアか？」

　シェルターの画面でガイドをしていたあのキャラクターだった。

「──鳥籠」

　高たか橋はしは我われに返る。

「蒼あお井いちゃん、出てこられる？　俺おれが守ってあげるから、安心して出てきて」

　高橋は[image: ]けん銃じゆうを構えて言った。最後にウサギに薦すすめられた武器は、全すべて腕うで輪わがなくても使えるものだった。これで、周囲の生徒の悪意から守らねばならない。

　蒼井は一いつ瞬しゆん途と惑まどったが、すぐに鳥籠の出口に手をかける。数回引ひいたり押したりを繰り返し表情を歪ゆがめた。

「開かない」

　蒼井は首を振った。

「なんで、条件を満たしていない？」

「そんなはずはないの。妖精だけが生き残っていれば鳥籠が開くって説明されたわ」

「下がって」

　高橋は鳥籠に[image: ]銃を向けた。しかし、どこでロックされているか全く分からない。[image: ]銃では無理だ。照しよう準じゆんを合わせることができずに、高橋は顔を歪める。

　蒼井が小さく悲鳴をあげた。

　鳥籠が激しく軋きしんだ。そんな絶ぜつ叫きように似た音が断続的に響ひびく。なにか準備しているかのようだ。例えば、鳥籠を落とすような──

「何故なぜ、なんで落ちる？」

　高橋は床ゆかのソフィアに叫んだ。

「ゲームは妖精の勝ちとなります。鳥籠のロックは、システム作動後に解かい除じよされます」

　高橋と蒼井は絶望的に視線を交えた。

　鳥籠を落としてから、鳥籠の扉とびらを開けるということだ。なんと残ざん虐ぎやくで狡こう猾かつなルールなのだ。

　鳥籠の軋みはさらに大きくなる。鳥籠上部の鎖くさりが激しく震えている。ぐらっと鳥籠が揺れた。

　蒼井はさらに悲鳴をあげた。鳥籠の付ふ属ぞく機器に動きがあった。中央の椅い子すに接続されていたパイプは折りたたまれるように外れ、鳥籠の中にぶら下がっていたビジョンを映す装置も上に引き上げられ鳥籠の外へと排出された。

　鳥とり籠かごを落とす準備をしているのだ。

　高たか橋はしは必死で鳥籠にしがみつき、出口を探した。しかし頑がん丈じような檻おりは囚しゆう人じんを逃がさない。

「鳥籠から離れて下さい」

　ソフィアの声。

「高橋君、離れて」

　蒼あお井いは諦あきらめそう言った。

「できないよ。落ちるんだったら……俺おれも」

「それは君らしくないよ」

「これが本当の俺だよ。好きな子の前では何もできない駄だ目めな男だよ」

　高橋は泣いていた。

「そんなことないよ。かっこよかった。助けようとしてくれてありがとう」

　蒼井はにこりと笑った。

「それでいいのか？　こんな時まで笑って演技をして──俺だけには本当の蒼井ちゃんを見せてほしかった。学校でずっとそう思っていた。ずっと感情や表情を作っているけど、いつか俺には本当の顔を見せてもらおうって。そう思ってた」

「本当の私なんて下くだらない存在よ。だから、いつも演技をしている必要があったの」

「それでもいい。だから、もう演じるのはやめてほしい」

　助けてほしいと泣いてほしかった。ひとりで落ちるのは怖いと言ってほしかった。

「籠かごから手を放しやがれ、くそったれ」

　蒼井は高橋を睨にらみつけそう言った。

「……蒼井ちゃん」

「ね、見たくなかったでしょ」

　蒼井はくすっと笑った。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ目まの当たりにした本当の蒼井。高橋は笑った。

「もっと好きになったよ、蒼井ちゃんのこと」

「世界で二番？」

「松まつ浦うら亜あ弥やなんて目じゃない。世界で一番好きだよ」

「ありがとう」

　高橋と蒼井は鳥籠ごしに手を握り合った。

「じゃあ、手を離して」

「でも……」

「私は飛べるから大丈夫」

　蒼井はそう言って笑った。そんな天使のような笑顔。本当に飛べてもいいかもしれない。高橋はそう思った。

「システム作動します」

　冷れい酷こくな声が聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、鳥とり籠かごに強烈な力が加わり、ガクンと激しく揺れた。

「あっ」

　鳥籠の落下を覚かく悟ごしていた高たか橋はしは、意い外がいな力の方向にバランスを崩くずしてしまった。

　高橋の手から蒼あお井いの手がするりと抜けた。

　そんな一いつ瞬しゆん、高橋の目には全すべてがスローモーションに映った。思し考こうだけは高こう速そく回転する。思った。ルールは守られたのだ。残ったエリアの生徒は上に行ける。それは、立場が上位であるという比ひ喩ゆではなく、本当の上という意味だったのだ。

　そうだ、格かく差さは実際の高さで表現されていた。腕うで輪わを外はずした生徒は下に、自分たちはその上に。そして、さらにその上も。

　鳥籠の中で蒼井が悲鳴をあげるように口を開き高橋に手を伸ばした。声は聞こえなかった。手は届かず空くうを切った。

　蒼井を抱えた鳥籠は上昇した。

　思った。やはり、天使は飛べるのだと。

　そして、悪あく魔まに魂たましいを売った自分は闇やみへと落ちる。手を血まみれにした代だい償しようなのだ。

　高橋は穴へと落下した。
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　鳥とり籠かごは再びフロアに戻っていた。

　しかし、鳥籠は空からっぽだった。新たな住人を待っているかのように、鳥籠は入り口を開いて揺れていた。

　フロアに残された腕うで輪わを外はずした生徒たち。彼らの行動は様々だった。初めに過ごしていたシェルターに戻る者。愛まな美みのいる下のフロアに降りる者。

　残りのクラスにこの場所を教えようとの意見もあった。鳥籠が戻ったことで、ゲームがリセットされたのか、各エリアの扉とびらは再び開いたのだ。あの四匹ひきのキャラクターはいなかったが、腕輪さえはめていれば、配給は受けられるはずだった。生徒たちは、自分たちの過あやまちを振りかえり、慎しん重ちように意見交こう換かんは行われた。

　また、鳥籠がリセットされたことで、ロックの外れた扉があった。

「やっぱり海だったか」

　高たか橋はしはどす黒い海に目を細めた。空は黒い雲に覆おおわれ、潮しお風かぜが捲まくっている。雨が降っていた。

　そんな海でも、強きよう烈れつなまでの安あん堵ど感と開放感。たとえ周囲に何もなく孤こ立りつしていても、ここは外だった。

「高橋君の言ったとおりだったね」

　真ま希きが言った。

　高橋と真希は、調査のため未いまだこのフロアに残っていた。そして、この扉のロックが外れたことを発見したのだ。フロアの外周にあった、唯ゆい一いつ開かなかった扉だ。

「でも、誰だれもいないな」

　下に行った氷ひ室むろが、ここにクラスメイトを閉じ込めたことを示し唆さしたのだ。背後は壁のぎりぎり立つことのできるだけのスペース。しかし、そこには生徒の姿はなかった。自じ力りきで抜けだしたから、それとも……。

　高橋は目に海を映しながらぼんやりと立ち尽くした。灰はい色いろの海は、この自分の心を表現しているかのようだった。

　あの時、高橋は穴から落ちることを免まぬがれた。生徒たちが手を差し伸べ、高橋を受けとめてくれたのだ。高橋は彼らの手をしっかりと握り、闇やみへの転落を免れた。

　高橋は今でも彼らの気持ちが分からなかった。それから、皆で協調したわけではない。高橋と生徒の間には、大きな溝みぞができていたのは確固たる事実だった。

　それでも、高橋を責せめたてる生徒はいなかった。

「俺おれは嫌な奴やつだったな」

「うん」

　真ま希きはうなずいた。

「でも、皆、人のことを責せめられないよ。皆みな間違ってたんだよ。私も……高たか橋はし君も」

　腕うで輪わは、自じ己この存在意い義ぎであり自己を守る存在。同時に恐怖や不安や疑ぎ念ねんの象しよう徴ちようでもある。そして自分自身を投とう影えいする鏡かがみのような存在なのかもしれない。

「腕輪が外はずれて、どうでもよくなって、俺おれを許す気になったのかもな」

　裏切った高橋に、生徒たちが向ける視線は複雑だった。それでも、憎にくしみや怒りが爆発することはなかった。

「それは違うよ」

「ん？」

「高橋君は基本的に信用できないけど、あの感情は本物だったと思ったんじゃないかな。蒼あお井いさんを助けたかったんでしょ。その感情は信じられるって思ったんじゃない。高橋君は初めて本当の表情を見せてくれたと思う」

　真希は雨にさらされながら言った。

　高橋は思った。感情とは、決して醜みにくいものではないのではと。例たとえるなら雨のような。同じ場所に立った皆が一緒に濡ぬれることができる。同じものを共有できるのだ。

　生徒たちは、憎しみや恐怖の雨を一いつ緒しよに浴び、時には喜びや悲しみなどの雨を浴びた。それらは決して偽にせ物ものではなかったのかもしれない。あの時、高橋に差し伸べられた手のように。

「マキマキは？」

「高橋君のこと？」

「うん」

「今でも好きだよ」

「どうして？」

「あの涙を見てぐっときたから、かな」

　高橋は降り注そそぐ雨を見つめた。

　蒼井のことを考えた。彼女は結果的にゲームに勝ち、上へと行った。負けていたら一番下、つまり底に激げき突とつして死んでいた。

　腕輪を外して蒼井を助けたことに後こう悔かいはなかった。しかし、今いま彼女はどうしているのか。

　高橋は雨に濡れた壁を見つめてはっとした。

「どうしたの？」

「それ」

　高橋は壁の足場を見つけた。コの字型に括くくりつけられた小さな足場は、上へと続いている。

「上か……」

　高橋は決意していた。

　あの時、鳥とり籠かごの中と外だったが、ふたりは同じ感情を共有していたはずだ。一いつ瞬しゆんでも同じ雨を浴びたのだ。

　もう一度会いたかった。

　この異い様ように暑い夏の話をするでもなく、蒼あお井いと交流するために作ったタブロイドの話ではなく、庭に咲いた向日葵ひまわりのことでもなく、教室で飼っている黄き色いろいカナリヤについて語るでもなく、ただ──同じ雨を浴びたい。
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　あとがき




　投とう稿こう時代の作品を含め、自分の書く小説の主人公はコーヒーをがぶがぶ飲む。自分もコーヒーだけで水分摂せつ取しゆをしているほど好きで、そこだけ主しゆ人じん公こうの設定に入れてしまうのだ。

　何故なぜこんなにコーヒーが好きになったのか考えてみた。すると、数年前のある体験に思い当たるのだ。




　東京が深しん刻こくな水みず不足だった数年前の夏、バイトを終えてとぼとぼとアパートに戻ると友人が待っていた。これを書いている現在カナダにいる彼は、一緒にキャンプに行ったりする仲のよい友人だった。言うには、いいバイトがあるらしい。

「青あお木きヶ原はら樹じゆ海かいで死体を捜して警察に届けると、一体いくらで礼れい金きんがもらえるんだって。一緒に捜しに行こうよ」みたいなことを言った。

　自分は、マジかよ、と驚きよう愕がくした。そんなおいしい話があるのか、と、思った。

　そして、すぐさま府ふ中ちゆうから富ふ士じ吉よし田だ市に向かった。

「危ないから三日ぐらいで出てこようね」と、コンビニでポカリスエットとカロリーメイトを買って樹海に踏み込んだ。

　そして五日後、何故か自分たちはまだ樹海にいた。

　自分は呆ぼう然ぜんとナイフでガリガリと木を削けずっていたことを覚えている。自分の状況を認めるのがとても怖かった。ナイフで木製ペーパーナイフを十本ぐらい作って現実逃とう避ひをしつづけた。

　そんな時、丸まる二日ぶりに口を開いた友人の言葉が、「どうやら迷ったみたいだね」だったので、温おん厚こうな自分もさすがにカッとなり、取っ組み合いになったことも覚えている。

　さらに二日後、すでにポカリスエットはなくなっていた。腹も減へっていた。友人は、捕まえたカブトムシの幼虫を串くし刺ざしにして焼いて渡してくれたが、どうしても食えなかった。お互い譲ゆずり合いしているうちに、取っ組み合いの喧けん嘩かになった。

　一番苦くるしかったのが喉のどの渇かわきだった。口を開くと乾いた唇くちびるが切れるので、お互いほとんど言葉を交わさなくなった。

　そんな時、「血は飲めるのかなあ」と、友人がぼそっとつぶやいた。

　一気に雰ふん囲い気きが険けん悪あくになったのを覚えている。

　お互いにナイフを片手に距離を取った。相手の血を飲もうと考えたのではない。しかし、こいつならやりかねない、とお互い思ったのだ。疑ぎ心しん暗あん鬼き。

　そんな殺さつ伐ばつとした空気のまま、樹海をさ迷いさらに二日後ぐらい。

　ついに木々の隙すき間まから道路が見えたのだ。走った。舗ほ装そうされた道路が、とても走りにくく感じたが、それでも道路をダッシュして、休憩パーキングに駆け込んだ。

　自動販売機を前に、焦あせった自分はただ、甘くて冷たいやつ、と適当にボタンを押した。冷静に考えればスポーツドリンクがベストだったが、ガコンと取り出し口に落ちたのはコーヒーだった。

　しかし、その甘ったるい缶コーヒーは、喉のどを通りぬけ指の先まで浸しん透とうするかのようだった。ああ、コーヒーってこんなに美味おいしかったのか、と、たぶんそう思った。

　そうだ、自分はあの缶コーヒーの味を探し求め、今もコーヒーを飲みつづけているに違いない。




　ちなみに、著ちよ者しや近きん影えいは、好きな缶コーヒーベスト３。

　未いまだにあの缶コーヒーは見付からない。
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２月７日東京生まれ。府中在住。趣味はキャンプで、夏には辺境の島の海岸に泊まりがけでぬるいビールを飲みに行く。花屋の店員として大量の菊に囲まれていたときに、一念発起し作家を目指し、第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。『扉の外』で文庫のイラストレーターデビュー。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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